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　四歳のとき、父に連れられてテレビで観るような大きな屋敷に連れて行かれた。外観もだが内観も立派で、幼心に粗相をしてはいけないと緊張したのを覚えている。仕事の話があるからと、父とは違う部屋へ通された俺は、そこの最新のオモチャに心を躍らせた。次に扉が開いたとき、使用人が息を呑むほどの綺麗な男の子を連れてきた。

　神崎　彗かんざき　すい。女の子のように愛らしく、全ての人間を魅了するような柔らかい笑顔で彼は首を傾げた。

「お友達になってくれる？」

この出会いは、俺、工藤　忍くどう　しのぶの人生が終わった瞬間だった……







「お手をどうぞ、お姫様」

　名門校の門の真ん前に車が止まると、後部座席で一緒に座っていた幼馴染みが扉を開き、車を降りた。そのまま、英国紳士のように手を差し出され、忍は息が詰まる思いに苛まれる。

飴色の髪が目を惹き、圧巻する程の美貌と特別な何かを感じさせる強烈なカリスマ性を備えたオーラを放つ幼馴染み、神崎　彗は登校中の生徒達の足をその存在感だけで止めさせた。彼を見た者は歓喜の声を上げ、うっとりした目で夢中となった。そんな馬鹿げた光景を彼の隣で日々過ごす、工藤　忍は辟易するように顔を俯かせる。

「忍、おいで」

有無を言わさない、いつもよりもワントーン低い声に呼ばれた忍は対応に遅れたと焦り、差し出された手を握り締める。

「ご、ごめん……」

少し震える声で謝罪し、掴んだ手に力を込めると、彗は満足そうな笑みを見せた。

　世界屈指の大財閥の跡取り息子である彗は、とくに何をするでもなく、ただそこに立っているだけで生まれ持ったカリスマ性を放つ。周りが自然と彼を特別視し、１８０センチはある長身に加え、強烈な美貌のせいか、はたまた天才的頭脳や才能にひれ伏す者が後を絶えない。

「足元、気を付けろよ」

そんなハイスペックな男に心地良い声で心配され、優しく手を引かれるのは、彼の幼馴染みだ。

車から降りた忍の姿を見た生徒達は、心酔していた意識から解き放たれたように我に返ると、恋敵へ憎悪の視線を向けた。

　陶器のように滑らかで色白な肌。アンニュイな品のある雰囲気な忍は彗とはまた違った美しさを持つ男だった。彼の側近であるこの男もまた、名の知れた名家の跡取り息子なのだが、皆が畏怖する異名を持つ有名人でもある。

　この名門校に通う神崎　彗は絶大な力と人気を持つ。勿論それは学校だけに留まらず、社会的にもそうだった。由緒ある家に生まれただけでなく、聡明で柔軟な発想力は功を成し、自身で会社をも起こしていた。そんな彼が唯一夢中になるのが──

「忍！」

名前を呼ばれ、忍は少し距離をとっていた身体をサッと男へと近付けた。

「ご、ごめん…。皆の視線が痛くて……」

言い訳するように呟くと、彗は呆れたように周りを一瞥して、手を握り締めた。




　そう、彼はこの神崎　彗の所有物なのだ。




羨望の眼差しを受ける彗とは違い、周りから棘のように突き刺さる視線に、忍は身を小さくして地面を見つめて歩いた。




　最悪だ……




忍は心の中で何度目かの悪態を吐くと、俯く視線を地面へ縫い付けるように見つめた。







「彗様、おはようございます」

「彗様、今日も美しいです」

「彗様、今日のお昼は僕とご一緒お願い致します」

　教室へ着くなり、何人もの生徒が彗へ擦り寄ってきた。忍はそんな幼馴染みから手を離して、その場を離れようとしたが、離したその手を瞬時に捕まれ、責めるように問われた。

「誰が離れていいって言った？」

「え⁉ご、ごめん」

直ぐに手を握り返すと、男はその手を引き寄せ、見た目通りの華奢な体を抱きしめる。

「お前らウザい。忍がいるから退け」

冷たい瞳と声で吐き捨てるように命令すると、彗を囲んでいた何十人ものの生徒達が黙って道をあけた。勿論、忍を恨むように睨みつけて。

針の筵状態だが、彗の手を離したらもっと悲惨なことが起こることを身を持って知っている忍は何十人もの視線に耐える。





　そうだ…、あの監禁生活に比べればこんな視線、我慢できる






ギュッと唇を噛み締めて、自分を言い聞かせると、忍は黙って幼馴染みの後ろを歩いた。

　窓際の一番後ろの自分の席へ着くと、忍の手は解放された。安堵の息を吐き、自分の席へ着席する。しかし今度は隣の席の彗がガタガタと机をくっ付けてきた。

「……また付けるの？」

苦笑混じりで聞くと、何故そんな質問をするのか分からないといった顔をされた。

嫌そうに顔を顰めたが、そんな忍にお構いなしで、彗は机をくっ付けて着席した。その間も忍はクラスメイト達から嫉妬の視線を向けられ続けた。




　怖い……。っていうか、辛い……




敵意ばかりを向け続けられ、忍は登校したばかりにも関わらず、既に心が疲れ切っていた。




　……俺も好きでこいつの側に居るんじゃないのに




周りの理不尽な視線に忍は心の中で嘆いた。そのとき──

「一ヶ月も登校しないから辞めたと思ったのに。出てきたと思ったら、また彗様を独り占めかよ」

クラスメイトの男の一人が忍へ不満の声を囁いた。

その瞬間、彗の目の色が変わる。席を立ち、その男子生徒の前へ行くと、拳を振り落とした。

「忍の事に口出しするな。……殺すぞ？」

凍りつくかと思う程の殺気に周りの人間は青い顔で息を呑み、殴られた男は気絶して床へと倒れ込んでしまった。

「ちょ…、ちょっと彗……」

問題を起こしてほしくない忍は焦るように加害者の名前を呼ぶ。すると、満面の笑顔で自分の元へ戻ってくる幼馴染みに忍は他の者と同じように青い顔で固まった。

「皆んな、忍に夢中だな。お前の一挙一動が気になって仕方ないみたいだ」

優しそうな笑顔で告げるが、その目は怒りに揺れていて、忍は恐怖に身震いした。

「い、いやいやいやいや！彗にだよ！皆んな、彗に夢中なの！彗と仲良くなりたくて仕方ないんだよ！」

勘違いや嘘でない真実を忍は力説した。

「彗は人見知りだから。ほら、俺とばかりいるからさ……」

ハハハと、渇いた声で笑って言葉を濁す忍に男の低い声が問いかけてくる。

「……だから？俺が忍とばかりいるからなんだっていうんだ？」

ヒヤリと空気が凍りついて、忍はなんと答えるのが正解か悩んだ。

「あ、えっ、と……、だから………」

「だから？」

「す、彗はもっと他に友達作ってみたらどうかな？」

「…………」

「ほら！もしかしたら、気の合う友達ができる…か…も……」

「別に必要ない。忍だけいればそれでいい」

「………」

「忍もだろ？忍も俺以外、他の友達なんて要らないでしょ？」

黙る忍の顎を掴んだ彗は自分へ向かせて詰問する。聞き方と声こそ優しいものの、男の目は冷たかった。己の返答次第では恐らく声色も冷たくなると察し、忍はゴクリと唾を飲み込んで慎重に言葉を選んだ。

「うん。……俺は彗だけでいい。でも、彗は俺以外とも仲の良い友達作った方がいいと思って……」

「……」

黙って見下ろしてくる彗に自分の答えが正しかったのか不安になる。

「俺に離れろってこと？」




　駄目だ

　失敗した




拳を握りしめ、忍は何とか立て直そうと笑顔を作る。

「彗、誤解するなよ？俺達は幼馴染みだし、親同士も知り合いじゃん？だから切っても切れない関係だ！だから、離れるも離れないも論外だろ？」

「……」

黙って見下ろしてくる幼馴染みに、なんてことないと笑う忍の内心は恐怖で慄いていた。

「忍は俺に友達を作って欲しいんだ？」

「……友達は多い方がいいと思う」




　ヤバい、声が震える

　怖い……




もう、何がこの男の逆鱗に触れるか分からず、忍の思考は混乱した。

「ふ〜ん…。なんか寂しいなぁ〜。忍がどれだけ本気でそう思ってるのか試そうかな」

「えっ⁉」

にっこり笑って彗は忍の腕を掴んだ。その力があまりにも強くて、忍は痛みに顔を歪めた。そして次の瞬間、自分の返答にしくじったと目の前を暗くした。







「ひっ…あぁッ……んん…」

　ＨＲが始まる前に保健室へ連れ込まれ、忍はあられもない姿で喘いでいた。ネクタイで両手首をベットの端に繋がれ、下半身丸出しで後ろの蕾にはブルブル震えるオモチャを挿れられた。更に前の性器は根元をゴムで縛り上げられている。

「気持ちいい？もうちょっと強くしようか？」

楽しそうに椅子に腰掛け、オモチャのリモコンの強弱を操作する彗に忍は涙目で懇願した。

「やめ…ッ、ぁぁぁぁあー…ヤダァァァァ……」

ビクビク身体を揺らしながら忍は首を左右へ振った。

「あれ？強過ぎた？まぁ、気持ち良さそうだしいっか」

リモコンを机の上へポイっと投げ捨て、彗は立ち上がると楽しそうに微笑んで残酷な事を告げる。

「じゃあ、俺は友達作りに行ってくるから。忍は俺が戻るまで頑張って」

本当にこのままって去っていきそうな幼馴染みに忍は青い顔で、涙を流しながら再度首を横へ振った。

「やっ、やだ！いやだぁぁぁ…」

「どうして？忍が友達作れって言ったんだろ？」

「……ゃ、す……い…、行かないでぇ……っぁ…」

このまま放置されるなんて絶対に嫌だと、忍は縋る思いで懇願する。そんな忍に彗はふふっと笑いながら近づくと、ベットへ腰を下ろした。

「忍、可愛いなぁ〜。行かないでってもっと言って？」

この上なく上機嫌な男は忍のお尻の蕾を長い指先で撫でた。

「ひぃ…っ、んぅ…ぁ…」

擽る指先をずぶりと二本埋め込まれ、喉を反らせる。そのままぐちゃぐちゃと音を立てて、挿れていたオモチャで前立腺を刺激された。

「ャぁぁあー…、やめ、やめてぇ…っ、すい、許してぇ……」

繋がれた腕を引き離そうとガンガン揺すって身体を震えさせると、彗は呆れたように息を吐いた。

「忍、駄目だってば。あんまり引っ張ると手首が傷付く」

「彗、すいぃー…、許してぇ、おねが…ぃ…」

コントロール出来ない体をガクガク震わせながら忍は助けを求めた。そんな忍へ男は飴色の瞳をスッと細めて微笑んだ。

「俺に友達、作ってほしい？」

先程の問いをもう一度聞かれ、忍はぶんぶん首を横へと振った。

「や、やだっ！友達、作んないでぇ！」

泣きながら懇願する忍に男がククっと喉の奥で笑い、オモチャを前立腺へ再び押し付けた。

「ヒィ…！っアアァー……、こわ…いっ……、おかしくなっちゃうぅ……」

ゴムで縛ってるにもかかわらず、忍の先端は先走りが溢れ、今にも開放をねだった。

「忍、イキたい？」

「…あぅ……、イキたぃ…イキたいですっ…」

壊れた人形のようにこくこくと首を縦に振る忍に彗は満足気に笑った。

「あぁー。ヤバい。超可愛い…。家へ帰って、今すぐ抱きたいな」

ズボっと指を乱暴に抜くと、彗は忍のものを掴んで、根元のゴムへ指を這わした。忍は開放して貰えると期待に胸を膨らませ、涙で濡れた瞳で縋るようにその行方を見つめる。

「は、はや…く、ぅ……」

「誰に口利いてんだ？お願いの仕方、忘れた？」

腰を振って急かす忍に彗は険しい声で咎めながら、忍のものをグッと握りしめた。

「アアアァァ……っ…」

目の前がチカチカして忍は気が触れそうになった。

「あ、あぅ……ご、ごめ…んなさ……ぃ」

何とか言葉を絞り出し、忍は快感に震える声で涙と涎を流しながら、躾けられたお願いをした。

「い…イカせてぇ……、イカせて、くださ……い…」

「偉いね。ちゃんとお願い出来て。いい子だから、イかせてあげる」

よしよしと頭を撫でると、彗は忍の戒めを解いてやる。その戒めが取れた瞬間、忍は絶叫と共に性を放ち、そのまま意識を手放した。







「……んっ」

　忍は目を覚まし、辺りを見回した。いつもと違う景色に驚いたが、自分が学校へ来ていたことを思い出す。上体を起こして痛む手首へ視線を向けると、包帯が巻かれ、手当が施されていた。身体も綺麗に拭かれ、処理されていた。ご丁寧に服も着せられている。

「……彗？」

誰も居ない保健室に不安になって、いつも側にいる男の名を呼んだ。返事はなく、改めて自分が一人なのだと知った。

静かな部屋に一人。忍は安堵の息を吐くと、ベットから出て、窓に近寄り、グランドを見つめた。

「………逃げれるかな」

独り言を呟き、少ししてから自傷気味に笑って俯く。




　逃げる？何処へ？

　あいつから逃げるなんて宇宙行くぐらい難しいだろ




現実逃避は止めようと首を振ると、忍は教室へ戻ろるべく保健室を出た。







　一年一組。２ヶ月前まで自分は一年三組だった。忍はぼんやりそのことを思い出しながら教室へ続く廊下を歩いた。

　二人は幼稚園年中から中学３年卒業まで、同じ学校の同じクラスだった。勿論、神崎家の力でだ。

　幼い頃、父と一緒に神崎家に行ったのが始まりだ。父とは違うオモチャが沢山ある部屋に通された忍は一人で遊んでいた。暫くして使用人が息を呑むほどの綺麗な男の子を連れてきたのだ。それが彗だった。彗は女の子のように可愛くて天使のような笑顔で挨拶してきた。

「こんにちは。神崎彗です」

「こ、こんにちは。工藤忍です。お邪魔してます！」

彗の美貌に興奮して、赤い顔でおじぎする忍に彗は嬉しそうに笑った。

「今度のペットは君？宜しくね」

「…え？」

何を言われたのかよく分からなくて、素っ頓狂な声を出すと、天使はクスクス笑った。

「忍って、凄く可愛いね。顔も声も。性格はどうかな？俺好みかなぁ〜？」

「……」

彗の可愛い顔と発する言葉の内容が噛み合わず、忍は混乱で固まった。

「俺のことは彗様って呼んでね」

「……俺達って同い年だよね？」

不躾にも指を差して聞いてくる忍に彗は静かに頷いた。

「なんで同い年の友達に様とか付けなきゃ駄目なの？俺、そんな友達ならいらない」

顔を顰めて不愉快だと忍は告げた。そんな態度をとられた彗は顔から笑みを消し、驚いたと目を見開く。

「人のこと、ペットとかあんまり言わない方がいいよ。オモチャ、触らせてくれてありがとう。バイバイ」

忍は早くこの部屋から出たくて、早口で捲し立てると、出口へと駆け寄る。

「待って！」

扉を開けようとした手を止められ、振り返ると目をキラキラさせた彗がパタパタと足音を立てて近付き、手を握り締めて言った。

「お友達になってくれる？」




　あの時、いいよ。なんて言わなきゃ良かった

　あの時、父に着いて行かなきゃ良かった




ずっと彗と出会ったあの日を忍は後悔していた。

あの日から忍は彗のお気に入りとなった。屋敷へ呼びつけられ、時間を共に過ごすことを強要されるようになった。

幼かった忍は言われるがまま遊びに行っていたが、徐々にそれが重く、苦しいと感じ始めた。終いには通っていた幼稚園を辞めさせられ、無理やり彗の通う幼稚園へと編入もさせられた。

　毎日、毎日、彗といた。他の子と遊ぼうとしたら、親に注意をされるようになった。悲しくて泣いてばかりいたが、事態は何も変わらず、結局は彗と居た。小学校へ上がってからも彗と同じクラスで毎日、一緒に過ごした。話し掛けてきたクラスメイトに喜んで近付くと、次の日からその生徒達は目も合わせてくれなくて、忍は混乱で泣いたときもあった。だけど、唯一変わらないのは自分の側に、必ず彗がいることだった。

小学校６年間、ずっとそんな状況でさすがの忍もおかしいと気づき始めた。中学へ上がり、彗から離れようとしたが、クラスは勿論一緒。友達を作ろうと沢山の子に話し掛けるも、皆んなに無視をされる。先生や親に相談したら皆んな口を揃えて──




　『彗様がいるでしょう』




と、呪文のように言われ続けた。

しかし、中学を卒業をし、高校へ進学したとき、初めて彗とクラスが分かれたのだった。不安と期待に心が躍り、忍は彗以外の友達を作ろうと意気込んだ。彗と距離を置こうとした。

休みの日も毎日一緒にいたが断るようになり、クラスメイト達と一緒に色々な所へ遊びにも行った。だが、それが駄目だった。

彗の逆鱗に触れてしまい、俺は完全に自由をなくした。今までも自由なんて無かったに等しいが、比べる事も出来ないぐらい全てを捕まれてしまった。







　廊下を歩く足を止め、忍は教室へ戻ることを戸惑った。

今すぐ彗のいる教室へ戻ることが正解なのは分かっている。だが、本音はあの男から離れていたいのだ。

「………はぁ〜。どうしよう」

天を仰いで息を吐き、忍は思案した。そのとき、確かめるような静かな声が忍を呼んだ。

「あれ？…工藤？」

呼ばれて振り返ると、そこには２ヶ月前、同じクラスメイトだった如月という男が立っていた。

「え？如月君…？」

忍は驚いたように目を見開き、彼の名を呼んだ。

「おぉー！なんだよ、お前！超久しぶりじゃん？元気か⁉」

笑顔で懐かしむように如月は駆け寄り、忍の肩を組む。人懐こく、いつも笑顔でクラスの中心的なムードメーカーだった如月はいつも忍に優しかった。

「うん…。一組にクラスが変わったんだ」

「あ〜、なんか、校長が間違えたって言ってたよ」

残念そうに話す如月に忍は苦笑した。

「彗様だろ？」

茶化すように彗の名前が出され、忍に緊張が走った。

「なんか、幼馴染みなんだって？」

「……うん」

「今までずっと同じクラスだったんだろ？んで、今回は手続き違いって、本当、お前彗様に気に入られてるんだな」

軽快に笑う如月に忍は曖昧に笑った。

「まぁ、お前もなんか苦労してるっぽいし、ちゃんと息抜きしろよ？」

ぽんぽんと肩を叩かれて、忍は情けない顔で頷く。

「ありがとう」

「しけた面すんなよ〜。別にクラス別れてもまた遊びに行こうぜ」

にかっと笑って、誘ってくれる如月に忍は目を輝かせた。

「なんだよ？クラス違ったら遊んでくれないのか？」

口を尖らせ、不満を言う如月に首を横へ振る。

「ううん！違う‼その、ありがとう…。俺もまた如月と遊びに行きたい」

素直な気持ちを告げて笑顔をみせると、如月の頬がほんのり赤く染まる。

「おぅ！じゃあ、俺の携帯番号教えとくわ！」

どことなく動揺した如月は携帯電話を取り出した。だが、忍は自分が手ぶらなのを思い出した。

「ごめん。俺、今携帯なくて…」

「じゃあ、番号教えとくな」

そう言って、如月は持っていたノートの端をちぎってボールペンで自分の連絡先を書いて忍へと渡した。

「いつでも連絡くれよ」

手を振って去っていく如月を見送り、忍はそのノートの切れ端をぎゅっと嬉しそうに握りしめた。




　彗に絶対に見つからないようにしなきゃ




心にそう誓うと、忍は喜びで浮足立ちながら教室へと戻って行った。







　極力音を立てぬよう控えめに一組の扉を開くと、教室では数学の授業が行われていた。

「工藤君、大丈夫か？体調悪いんだって？」

入室した忍を見て、先生が心配そうに聞いてくる。忍は会釈だけして、急いで着席した。隣の席には勿論、彗が座っている。

「もう、身体大丈夫なんだ？無理せず寝てた方がいいんじゃない？」

「大丈夫。俺も授業受けたいから…」

忍は先ほどの如月がくれた連絡先の紙切れが見つからないか不安で、心臓が早鐘のように鳴り響いた。

「ふ〜ん。忍は真面目でえらいね」

スッと手を伸ばされ、ビクリと身体を竦ませたが、彗のその手は忍の頭をふわりと撫でた。




　バレてない。

　バレるわけないっ！




彗への反逆的行為をしていることに自覚がある為、忍の恐怖は増すばかりだ。

「机、ひっつけよう」

小学生のようにガタガタと机を引っ付けて並べ、授業そっちのけで彗は忍を見つめてくる。先生も他の生徒も注意なんてしない。むしろ自由勝手なこの振る舞いにも、にこやかな笑顔を見せていた。

　彗は忍からシャーペンを取り上げると、手を握りしめたり、太ももを撫でたり、ちょっかいをだしてきた。

「やめろよ！」

バシッとその手を払うと、彗はクスクス楽しそうに笑った。

「こういう風に座って授業受ける忍の姿もたまに見る分にはいいね」







　昼休み、教室で神崎家特製三段御重弁当を開いて、二人は食事をしていた。

「忍、食べさせて」

周りにはクラスメイトもいたが、彗はそんなことなどお構いなしに忍へ甘えるように口をあーんと開いた。周りの彗のファンがまたしても嫉妬の念を送ってきて、忍は居心地が悪くなる。

「………自分で食べろよ」

嫌そうに顔を歪めて、きっぱり断る忍に彗は笑った。本当に綺麗な顔で気を抜くと見惚れてしまいそうで、気を引き締める。

周りのファンは既にこの美貌に見惚れていて、だらしない顔をしていた。自分はあんな顔で彗を見たくないと身震いした。

「忍、美味しい？」

「うん。美味しい」

自分の取り皿に装ったおかずを黙々と食べる忍を彗はうっとり見つめた。

「忍、本当に綺麗だよね。可愛いなぁ〜」




　また始まった。キモい発言……




幼稚園から永遠と綺麗、可愛いと連呼してくる彗に視力は正確か？と疑い続けてきたが、今ではもう慣れた賛辞で、忍は否定も肯定もせず黙って聞き流す。

「忍は俺のものだよね？」

「うん」

ここは返事を間違えると大変なことになる。だから忍は間髪入れず、大きく頷いた。だが、彗は首を傾げて、何故か同じ内容で違う聞き方をしてきた。

「忍は誰のもの？」

「……彗の」

口に入れていた食べ物を飲み込んでから返事をしたら、彗はゆったり笑って机に頬杖をついた。

「じゃあ、俺の忍君に質問なんだけど……」

飴色の瞳が鋭く細められ、忍は恐怖に身体を強張らせながら視線を上げる。彗は口許を笑みの形にすると、低く怒りを伴う声で質問した。

「俺に隠し事してない？」




　　　　　　　　　　　　　＊




「ご…めんなさ…い……」

　あの後、青い顔で固まる俺を彗は腕を引っ張って迎えの車へと放り込んだ。自分も車へ乗り込み、そして数分後、忍はいつもの牢と言う名の豪華な部屋へと戻された。

恐怖に身体を固まらせ、隅の方へ逃げる忍に彗は冷たい笑みを浮かべて手招きした。

「忍は俺のものなんだろ？」

早く来いと言わんばかりの男に忍は震える足で近付くと、ネクタイを掴んで引き寄せられる。

「っ！」

小さな悲鳴を漏らす忍に鋭利な視線が向けられた。

「忍はどうして、俺を苦しめるの？俺のこと、そんなに嫌い？」

首を直ぐ横へ振ったが、男の責めるような言葉は続いた。

「俺以外と口をきくな。俺以外を見るな。俺以外のこと考えるな！」

そんなこと 出来ないと言いたかったが、決して言える状況でもなく、忍はキュっと唇を噛み締めた。

「忍が望めばできるよ？俺がさせてやる」

楽しそうに笑う瞳は本当にそんな事を現実にしてしまいそうで、忍の目に涙が浮かんだ。

「ゆる…して……、彗、ごめん…」

震える声で謝ると、彗は細い腕を引っ張ってベッドへ突き飛ばした。

「とりあえず、言ってダメならお仕置きしようかな。……はい。コレ飲んで」

ベッドヘッドの引出しを開けて、ピンク色の液体が入った小瓶を差し出され、忍は戸惑う。

「…なにこれ？」

「いいから。全部飲め」

無表情で高圧的な物言いに圧倒された忍は震える手でその瓶を受け取った。そしてそのまま封を開けると、怖々とその液体を飲み干した。

「ぅ…、にがっ……」

苦みが強く、口直しに水やお茶が欲しくて彗を見たが、男は妖しい笑みを浮かべて言った。

「飲み物はこれしかないから。後でもう一本、飲んでね」

もう一度あの苦い液体を飲まされるのかと思うと、忍は嫌で顔を顰める。が、次の瞬間ドクンっと心臓が大きく波打ち、ブワッと身体中から汗が噴き出した。

「えっ…、ぁう…な、なに……」

突然の身体の変化が怖くて、忍は自分の体を自分で抱き締めて身を縮こませた。

「ひっ！…ぁあ……なに、これなに……⁉」

布団に体が擦れた瞬間、身体中に電気が走る様な感覚に襲われ、気が付けば下半身が濡れていた。身を丸めた忍の背中をツーっと彗の指が這うと、忍は絶叫と共に身体を痙攣させて達する。

「ひっ、ィヤアァァァァァーーーーッ…」

ククッと喉の奥で笑う彗は楽しそうに忍へ触れた。その度に体に電流が駆け巡り、下半身のものがぼたぼたと止めどなく性液を漏らした。

「あぅ…、や、やめ、彗っ……さわんないでぇぇぇぇアァァァっ…ッ」

触れてくる手から逃れようとベッドの端へ転がる忍に彗は声をあげて笑った。

「アハハハハハハ！忍、可愛いー‼」

子供がオモチャで遊んでいるように男は楽しそうに笑った。

「ほら、忍こっちへおいで」

忍の放った性液の上へ汚れることなど気にもせず、彗は腰掛けて忍を呼ぶ。

「やっ、やっ、やだっ！」

怖くて首を横へ振ると、彗の顔から笑顔が消えた。

「忍。これ以上、俺を怒らせるなよ」

冷たく厳しい瞳と声に忍は絶句した。

「俺が呼べば返事をしろ。俺が命じればその通りにするんだ。お前は俺だけを見て俺だけを感じていればいい」

抑揚のない声に言われ、忍の頭は始終混乱した。

「返事！」

「はいぃっ！」

返事をしなかったことに声を荒げられ、忍は急いで返事をした。

「こっちにきて、足を開いて」

続けて命じられ、忍はこれ以上、酷い目にあいたくない一心で言われた通り、彗の前で足を開いた。

「この媚薬、強烈だろ？俺が作ったんだ」

上機嫌に口笛まで吹きながら、彗は薬の入手ルートを告げた。まさか、本人が作成したものとは知らず、忍は更に大きく足を開かせられながら内心驚いた。

「結構ロングセラー商品なんだ。主にＥＤ患者にだけど」

だから正常なお前には強烈だろうと、嬉しそうに腰を撫でられ、忍は悲鳴を上げる。

「ヒィ、ンん……」

触れられる度にガクガク大きく震えて喘ぐ忍の服を彗はスルスル脱がせていく。

「あっ、はぁぁ…ッん、イヤァァァぁぁぁぁー」

ズボンと下着を一緒くたに脱がせられ、布が擦れただけで快感が脳天まで痺れ渡り、忍は一気に達した。

「ハハ…、服脱ぐだけでビショビショ」

「す……い…、助け…」

「助けて欲しいなら質問に答えて、ちゃんと謝罪をしろ」

涙と涎でボロボロの忍の顔を飴色の瞳が冷たい視線で見下ろす。

「あの電話番号って誰の？いつ貰った？」

「はぁ…んっ、ま、前のクラス…の子……。保険……しつから…かえ……んンっ、ィアァーーーー」

一生懸命答えるなか、彗の手が悪戯に身体の上を這い、忍は頭を抱えて再び吐精した。

「さ、触らないでぇ〜……、おねが…ぃ……」

もう体に触れられたくなくて、忍は荒い息を吐きながら哀願したが、彗はそんな忍をうっとり見つめて感嘆した。

「忍、可愛い…。本当に綺麗だ」

忍の桜色に紅潮した薄い身体を彗は手の甲で美術品でも撫でるように触れた。ほんの少し撫で上げるだけで、忍は甲高い声で悲鳴をあげる。

「あっ、ィアア…、さわんな……ぃでぇぇー！おねが……ぃ…」

自分の手から逃げるように体を丸め、泣き震える忍にベッドヘッドの引出しを開いた。そして先程のピンク色の液体が入った小瓶を一本取り出す。

「忍はさぁ、電話かけるつもりだったわけ？」

許してと泣き震える忍に声をかけると、忍はベッドへ頭を擦りつけながら首を左右へと振った。

「じゃあ、どうしてあんなの持ってたの？」

「す、捨てるタイミングがなかっただけっ！」

「じゃあ、どうして俺に黙ってたの？」

「す…彗に、誤解されたくなかっただけぇ……」

焦げ茶色の瞳から大粒の涙を溢れさせ、信じてと震える手で服の裾を握り締めてくる忍に彗は下半身が疼いた。

「今度、隠し事したら、こんなもんじゃ許さないよ？」

ゆったりと微笑んで念を押してくる支配者に忍はガクガク首を縦に振った。

「じゃあ、コレもう一本飲んで」

先ほどの小瓶を満面の笑顔で差し出す幼馴染みに忍は目を見開く。

「やっ、嫌だ！無理、俺死ぬ。死んじゃうよぉ……」

「大丈夫。これ、連続３杯まで飲ませた奴いるけど、皆んな死んでないから」

「……」

誰に試したのか分からないが、どうやら複数の人間へ実験済みの結果報告に忍は顔を青くした。

「俺が忍のこと、殺すわけないだろ？」

逃げようとする忍を押さえつけ、瓶の蓋を開くと、彗は力づくで中の液体を飲ませた。

抵抗する忍は液体の半分を吐き出したが、残りの半分を飲んでしまった忍はその効力に半狂乱に叫び声を上げた。

「ヒィ…、ァアァァァーーー、やめっ……やめてぇぇぇ、彗、すいぃーーー」

忍の放った体液を長い指に絡めて、彗は忍の後孔へ塗りつけた。そのまま指を二本入れると、少し奥にある前立腺を思い切り押し潰した。

「はぁぅう……んっ、ヒィぐぅ…、イッてぇるぅぅー！あっ、あっ、ぁァアァぁーーー！」

中をこねるように刺激され、忍は涙と涎を垂れ流し、触れそうになる気をなんとか繋ぎ止めた。

「忍の中、痙攣してる」

彗はそんな忍を愛おしげに抱き締めると、ズボンの前を寛げ、忍の蕾を散らすように一気に自身を捩じ込んだ。

「ィヤァアアーーー！ひぃんぅ…、イッ、イッくぅっ、イッちゃぁァアーー…」

奥を掘るように体を進めてくる男に忍は絶叫を上げながら、何度も果てた。

「凄いね。俺がイくまでに何回、出すつもり？」

最奥の壁を先端でぐりぐり捏ねながら、忍のものから溢れ出す精液に彗が笑った。

「あっ、はぁんん……、ふぁァア…、そ、それ、ダメェ〜…イッ、イッちゃうっ、また出ちゃうっ…」

「いや、もう忍、イッてるよ」

喉の奥で笑って、彗は奥の壁を貫くように大きく腰を振った。

「キッィアーー…、はっ、こ、壊れるぅ…、壊れちゃっ……、あっんんっ、ィアぁァアアアーーー」

身体を弓反りにさせ、身体を痙攣させて達すると、彗が中で弾けるのを感じた忍は、これで許してもらえると、淡い期待を持った。だが、それは大きな間違いで……

「忍、可愛い。もっと可愛い忍を見せて」

薬のせいでわずかな刺激でも達する身体をまだいたぶるつもりの男に、忍は涙をボロボロ流した。

「ほ…ほんと、ごめんなさいっ……、ゆ、るしてっ…」

苦しそうに肩で息をしながら懇願したが、彗はベッド下に収納していた小さなアルミのアタッシュケースを持ち出した。そのケースの中身を知る忍は新たな恐怖に身体を震わせた。

「忍、イきっぱなしで辛そうだから、ちょっと栓しようか？」

何でもないように言いながら、ケースの中から細長い針のような管を取り出し、彗はやらしく笑った。自分の予想が的中し、忍はガチガチ歯を鳴らして震えながら後退る。

「やめ、止めて…、彗お願……い…」

一本、管を選んだ彗はそれをアルコール消毒して近寄ってくる。

「ほら、大丈夫。凄く細いだろ？」

細長い針のようなものを見せられ、忍は嫌だと首を横へと振った。以前、これを尿道へ挿入され、不安や恐怖、そして痛みと快感に翻弄された記憶が甦る忍は縋る思いで懇願した。

「こわ…、怖いぃ……むり、止めてよ…」

乞うように涙を流す忍に彗は困ったように笑いながら、震える足へ器用な指先を這わせた。そのまま足首を掴んで一気に引き摺るように自分へ手繰り寄せると、愛おしむように足の甲へと口付ける。

「ごめんね。ここまでがお仕置きだから」

もう何を言っても駄目だと悟った忍はこれ以上、酷くされない為に逆らうことをやめた。

「さあ、忍、足を開いて」

柔らかい物言いだが、服従を強いる飴色の瞳に忍は逆らわない。だが、恐怖がなくなるわけもなく、命じられても身体が動かなかった。

「忍、大丈夫。俺、失敗しないから」

安心してと笑う彗は足を割らせると、そそり勃つ忍のものを握り込んで、ゆっくりと小さな孔へ先ほどの管を差し込んだ。

「イッ、ヤァァァぁぁーー…い、いたぁっ、やめてぇ……いれな…でぇ……」

ガクガク震えながら尿道の中を擦られる感覚に忍は絶叫した。恐怖と痛み、そして強烈な快感から涙が流れ、口の端からは涎が流れた。だが、彗はその涙も涎も愛おしそうにベロリと舐めとる。

「忍、見て？」

優しく手元を見るように命令されて、忍は涙で霞む視線を向けると、彗はゆっくり管を出し入れするように動かした。

「ヒッ…ンんっ……ぅあァァ、アァぁぁ……た、助け…やめ、やめてぇぇぇ！！」

動かされる度に射精感が起こり、射精している気になるが、実際は穴を塞がれ、出すことすら出来ずに熱だけを体へ溜め込む。荒れ狂う快楽に忍は目の前をチカチカさせた。

「イく、イキたぃぃぃーーーッ……ァアッ、イキたいっ、彗、すいーーーーーっ…」

勝手に腰が跳ねて、制御できない射精感に忍は頭を抱えて叫んだ。

「大丈夫。イってごらん。ほら…」

グッと奥まで管を差し込み、後孔へ指を挿れて、奥にある前立腺を彗は小刻みに揺すって刺激を繰り返した。

「ンんぅ…、ァアーーーッ、く、くるっ！くるぅーーーっ、はぁうァァアーーー」

全身が痙攣するように跳ねあがり、忍は吐き出すことなく達した。全身脱力する忍から管をゆっくり抜き取ると、解放された忍のものからはドクドクと精液が溢れ流れ出てきた。そして、放心状態の忍を男は再び組み敷く。

「彗…、彗……っ…」

何がどうなっているのか、もう分からない忍は甘えるように男へ抱き着いた。彗はそれに応えるように抱きしめ返す。

「忍。いい子だね」

たまらないと吐息を漏らし、忍へ深く口付けする。全てを奪うように口内を掻きまわして、自分の唾液を呑み込ませると、腰を抱えて、ゆっくり忍の後孔を自身で犯していった。

「ふっ…ァアッ……んっぅ……」

ガクガク震える腰を支えて奥を突くと、甘く切ない声を上げる忍が可愛くて、彗は更に奥を犯すように腰を進めた。

「んっァアァッ—…、ふっ、ン…」

身体が弓反りになった薄い体を押さえ込み、深く口付けて舌を絡ませたら、忍の爪が男の背中へ食い込んだ。

「こわ……ンんっ、ァア…ッ……彗、こわぃい〜…」

大き過ぎる快感に忍が助けを求めるように男の背中を引っ掻いた。

「大丈夫。俺がいるから。忍、気持ちよくなって…」

その痛みに眉を寄せながら、荒い呼吸と共に宥める言葉を囁くと、彗は忍のものを軽く扱いて、腰を強く何度も打ち付けた。

「あヒ…ッ、たすけ、…やめ、やめてくら……さぃ…ァァー」

目の前がチカチカして、忍は呼吸が止まり、本当に死ぬんじゃないかと覚悟を決めた。

「ん？ちゃんと息して」

今まで善意で前立腺を避けてあげていた彗だが、忍の反応が弱りだしたのを気にかけ、自分のもので前立腺を擦り付けた。

「ヒィ、アァァァーーー…、あぅ…、ゆるひてぇ……すいぃ…」

「忍……、他の奴と話しちゃダメだよ。他の奴を見るのもダメ。いい？」

「は、はいぃ…！ごめんっ、なさ……ぃ。もう、しませ……んっ…」

だからもう終わらせてと、怯えた目で見つめ、しゃっくりあげて必死に乞う忍に彗は一気に自身を捻じ込んだ。

「ぅアァァぁぁぁぁっっ……ぅ、きぃ……すきぃ！彗、すきぃ……」

忍は自ら男へ抱きつき、足を腰へと絡ませた。そして何度もうわ言のように好きだと喚く。

「……そんな可愛いこと言ったら、俺が許すと思ってるの？」

無表情だった顔が少し拗ねたような表情へ変わり、彗は忍の前立腺を突き上げ続けた。

「ンんっ、好きっ、すい……、彗だけぇ…、おれ……には、彗だけぇ……」

「………忍は本当、俺の機嫌の取り方、知ってるよね。憎ったらしい」

「ひぃ…ン……」

半分以上、不安と苛立ちに苛まれていた不快な気持ちは忍の『好きだ』という言葉一つで治まりをみせた。泣きじゃくり、震える忍を強く抱き締めて、口付けると、彗は熱い吐息を耳元で囁き、忍の中で爆ぜた。

「仕方ないから、今回はこれで許してやる」

優し声に忍はやっと許してもらえたと、安堵に心と身体を震わせた。彗は再びベッドヘッドの引出しを開くと、今度は透明の液体が入った小瓶を取出し、それを自身の口へと含んだ。それを口移しで忍に飲ませてやる。

「んぅ、ぁ……っ」

また変な薬なのではと、液体を飲み込んだ忍は怯えた目を向けた。

「大丈夫。解毒剤だから。すぐに効いてくるよ」

焦げ茶色の汗ばんだ髪を掬い上げるように撫でて告げると、媚薬と同じように即効性の解毒剤の効果で、忍は次第に規則正しい寝息で眠りについた。








失う声






　拷問のように抱かれて目を覚ました次の日、忍は高熱を出した。四十度を超え、頭痛も酷い。

「…っ」

ベッド脇で心配そうに額に当てられたタオルを冷たいものに変えてくれる彗へ口を開いたが、声が出なかった。

「ん？忍、どうしたの？大丈夫？」

優しい声に怒っていないと分かった忍は安心した。

「今日はゆっくり休もうね？」

優しい笑顔で顔を覗き込まれ、忍はコクンと頷いた。そして、熱に潤む瞳で男を見つめた。彗は基本、自分が熱を出したり弱ったりしていると、すこぶる機嫌が良くて優しい。それは忍が反抗したり逃げたりしないからだった。

「じゃあ俺は学校へ行ってくるから。ちゃんと寝てるんだよ」

甘やかすような声で髪を撫でられ、忍は素直に頷いた。そんな従順な忍に男は本当に嬉しそうに微笑む。色素の薄い飴色の瞳がカーテンから入る日差しで輝き、目の色と同じ髪が輝く。色の白い肌はとても透明感があって、触ると気持ちが良いことを忍は知っていた。

綺麗だと思った。こんなに綺麗な男に何故、自分が執着されているのか忍は今でも謎だった。

ぼーっと見惚れていたら、視線に気付いた彗が瞼へ軽くキスを落とし、名残惜しそうに部屋を出て行った。

　忍の部屋を出た彗は一度、自室へと向う。忍の反抗心のなさが心底、気に入った男は上機嫌た。

「彗様、おはようございます」

　部屋の扉を開こうとしたとき、声をかけられた彗は振り返る。そこにはダークスーツをきっちり着こなし、黒く短い髪を七三しちさんに撫でつけた線の細いフレームの眼鏡をかける品の良い専属執事が恭しく頭を下げて挨拶した。

「池田か。どうした？」

一緒に部屋へ入ると、池田と呼ばれた男は手に持つ数枚の書類を彗へと手渡した。

「忍様のところへお泊りになってたのですか？」

「ああ」

「……学校へは？」

「熱が出てるんだ。休ませろ」

「畏まりました。主治医を派遣しておきます」

神崎家を取り仕切り、幼い時から彗に仕えている池田は幼馴染みの忍のことも良く知る人物だった。

「ちょっと、厳しく躾けたから忍のこと、甘やかせてやってくれ」

「……畏まりました」

短く命じると、池田は小さく溜息を漏らしながら頭を下げた。

「忍の身体が心配だから、今日の予定は全てキャンセルにしといてくれ」

医師の診断が出たら直ぐに連絡をするようにと、付け加えたら、池田はこめかみを押さえて大きな溜息のあと、頭を下げた。

「……畏まりました」

これ以上なく上機嫌な主人に池田は学校指定のブレザーを羽織る手伝いをして、登校用鞄を持ち、車の用意が出来たことを告げた。ただされるように部屋を出た彗は長い廊下を先ほど渡された資料を見ながら歩く。玄関を出ると、待機していた黒塗り高級車の後部座席へ乗り込んだ。幾人もの使用人が屋敷の主の外出を見送る為に列を成し、頭を下げる。

「あ！そうだ！忍のところへ朝ごはん運んでくれ。食べたがらなくてもちゃんと食べさせるように」

同じ車の助手席へ乗り込む池田へ指示を出すと、池田はその命令を近くにいた使用人へ言づけた。それを確認した彗は再び、資料へ目を向けて学校へと向かった。







　一人部屋に残された忍は芯から寝た為か、体はダルいものの眠気はなかった。ベッドで寝返りを打ち、扉を見つめる。熱のせいか無心でいたら、扉がノックされた。

「っ⁉」

彗がいないとき、余程のことがない限りこの部屋へは誰も近寄らない。というより、主の命令で近づけないのだ。それなのに誰かが訪ねてきて、忍は驚いた。

「はい」っと返事をしたいのに、したはずなのに声が出ない。忍は不可解に思いながらも、喉元を押さえて声を出そうとした。だが、やっぱり声が出なくて気持ちが焦った。そうしていると、扉が勝手に開かれた。

「失礼します」

相手は黒いスーツを着た年若い使用人で朝食を運んできたのか、カラカラと押し車を引いて中へと入ってきた。忍は重だるい身体を上げると、使用人は驚く。

「お、起こしてしまいましたか！申し訳ございません」

「っ……！」

大丈夫ですと、言いたいのにやっぱり声が出なくて忍は困惑した。そんな忍に使用人は和やかに話しかけてきた。

「熱があると聞きました。ご無理はなさいませんように。後、鯛粥が好みだとお聞きしましたので、用意させて頂きました。少しでもお口に入れて頂けませんか？」

食欲がなく断ろうと口を開くも、声が出なくてパクパク口を動かす忍に使用人は首を傾げる。困ったように使用人を見ると、彼はベッド脇に片足をついて訝しげに忍を見た。

「忍様？もしや、お声……」

青ざめた顔で声が出ないのかと聞かれ、忍はコクンと頷いた。

「彗様はご存知ですか？」

使用人の質問に忍が首を横へ振ると、男はすかさず立ち上がってパニックに陥った。

「す、彗様にお伝えします！あと、お医者様をすぐにお呼び致しますね」

青い顔で騒ぎ立ってる男は部屋の外へ飛び出したとき、ドンっと誰かとぶつかった。

「うわぁっ！」

短い悲鳴のあと、ぶつかった相手に更に顔を青くして謝罪の言葉と共に頭を下げた。

「す、すみません。俺！急いでて……」

「なんですか？忍様の部屋で騒ぐなんて、彗様に知れたら死にますよ？」

まだ教育が行き届いてない使用人に呆れたように忠告するのは主人の送迎を終えた神崎家をまとめる執事長の池田だった。その後ろには神崎お抱えの医者が続いていた。

「も、申し訳ございません…。ただ、忍様が……」

顔を上げて、一大事だと訴える男に池田が眉間に皺を寄せた。

　忍の声が出ないと訴える使用人を黙らせると、池田は連れてきた医師に忍を診せた。

名医と名高い年老いた男は幼い頃から彗と忍を診察してきた。ここ最近では体調を崩す忍を頻繁に往診へと出向いている。そんなおじいちゃんのような優しく親切な医師は忍の状態に神妙な顔付きになった。

「……？」

いつものように薬を出して終わりと思っていた忍もその異様な顔付きに不安になって、声の出ない口をパクパクさせる。

「ほらっ！先生！忍様の声が！声がぁぁぁー‼」

頭を抱えて自分のことのように騒ぐ使用人に医師は溜息を吐いて怒鳴った。

「やかましい！黙らんかっ！」

ペシッと頭を軽く叩くと、医師は乱れたスーツを整えながら忍の額へ手を当てた。

「熱はこの解熱剤で落ち着くよ」

いつものように優しく言われて忍は頷く。

「頭痛は？」

頷いてイエスと答える忍に医師は更に質問を重ねた。

「吐き気や喉の痛みは？咳はあるかい？」

まとめての質問だったが、どれも忍には当てはまらないもので、首を横へと振る。

「熱と頭痛だね？それに加えて今回は声が出ないと……」

言葉を発しない忍は医師に口を開けるように指示を出されて従った。ライトで喉の奥を何度も診る医師はふむと頷くと、困ったように診断を下した。

「ストレスだね。彗君は相変わらずなようだな…」

自分の額を押さえながら後ろに仕える池田へ尋ねる様に呟く。その言葉に池田は視線を伏せた。

「ところで、眠れるかい？」

ぽんぽんと慰めるように頭を叩いてくる医師に忍は眠くないと首を振った。

「不眠症ですか？」

心配するように池田が口を挟むと、医師はその可能性もあると頷く。そうしてカルテへ何かを書きしるし、暫くして出された病名は———

「ストレスだね」




　でしょうね……




と、忍は心で呟いて項垂れた。

「ゆっくり休んで楽しいことをしたらすぐ戻る。彗君には私からも口添えしておくから」

カルテを持って立ち上がり、優しく笑う先生に忍は頭を下げた。そして、医師が帰ろうとしたとき、先ほどの使用人が慌てふためき出す。

「先生！薬はないんですかっ⁉忍様は四十度も熱があるんですよ？ストレスって…そんな、イジメにでも……」

使用人の彼は不安そうな目で忍を見つめて口籠った。

「イジメって…、君、新入りか？」

幼い頃から二人を知る医師が溜息混じりに聞くと、使用人は大きく頷いた。

「はい！今日からこちらで働かせて頂くことになった大内 幸雄おおうち　ゆきおです。宜しくお願いします」

大きな声で元気いっぱいな挨拶をする大内に池田と医師はうるさいと耳を塞いだ。

「君、ここで働くならちゃんと先輩達に色々教えて貰いなさい」

医師は大内に親切心で教えてやると、忍も苦笑しながら頷いた。

「あ！でも、そうだな……。心の休息も兼ねて、忍君、一度帰宅したらどうだい？お父様もお母様も心配していたよ？」

宙を見つめ、思い出したように提案する医者に今度は池田が慌てた。

「き、帰宅ですか？しかし、彗様が……」

「そこは君がなんとか宥めてやりなさい。そうじゃないと、忍君、本当に壊れてしまうよ？」

池田を窘める医師に忍の心が浮上する。実家へ帰れるかもしれないと、喜びが生まれた。

池田は渋々頷くと、医師の退室に一緒に足を進めて部屋を出て行った。

　部屋に残った大内はベッドまで先程の鯛粥を持ってきた。粥は冷めていて、大内は頭を下げる。

「直ぐに新しいものをお持ちします！」

脱兎の如く飛び出しそうな大内を忍は腕をぶんぶん振り回してそれを阻止した。同時に何か書くものが欲しいとジェスチャーで伝えると、大内は自分のスーツの内ポケットにしまっていたメモ帳とボールペンを手渡した。

『大丈夫。お腹空いてないから』

忍が紙に書いた文字をみせると、大内は眉を垂らして困った顔をする。どうしたのかと首を傾げると、しどろもどろに忍が食べないと怒られることを告げた。

神崎家の使用人とは思えないほど素直で感情がダダ漏れな男に忍は噴き出した。

　神崎家の使用人は忍に話しかけもしなければ笑いかけもしない。話しかければ返事はするし、頼めば快く世話を焼いてはくれるが、自分から指示を出さない限り関わってはこない。

　主人に従順で仕事は有能。彗は基本的に自分以外の人間を忍に関わらせない。だから、使用人にも極力関わらないように命じていた。言葉に出さずとも、この神崎家では暗黙のルールである。

忍自身も別に気にかけて欲しいと思わないので気にも留めたことはなかったが、この大内はとても新鮮だった。

「忍様…？」

何に対して笑っているのか不思議そうな大内から忍は冷めた鯛粥を受け取ると、一匙口の中へ含んだ。

これで大丈夫でしょ？と笑ってやると、大内はパァーっと満面の笑顔で喜んだ。自分より年上で背も高い大内だが、なんとなく大型犬に思えて忍はまた笑った。







　　　　　　　　　　　　＊




「彗様、一緒に御飯食べてください」

「彗様、このケーキ、食後に一緒に食べませんか？」

「彗様、飲み物買ってきます。何がいいですか？」

　昼休み、昼食を食べようと席を立つと、男女問わず、生徒達が彗を取り囲んだ。登校してからベタベタと侍るこの有象無象の存在に彗は辟易していた。

これらは日常で、気にせず過ごせばいいのだが、側に忍がいないのが恋しくて仕方がない。だからといって、学校へ登校させるつもりは微塵もない。他の奴らの視界へ忍の姿を映させるのが嫌で仕方ないからだ。

「す、彗様……」

熱の籠る瞳で豊満な胸をすり寄せてくる女に彗は誰も座っていない忍の席を見た。忍がいれば構うことなどあり得ないが、こうして行動を共にしないとき、彗はよく暇潰しで女を抱くことがあった。

「……一緒に来い」

ぶっきらぼうに言い放つと、女は目を輝かせ、彗の後ろに続いた。

　誰もいない保健室に鍵を掛けて、女をベッドの上へ押し倒す。しょうもなさそうに衣服を剥いで、豊満な女性らしい胸元へ顔を埋めた。

「彗様…、好き。嬉しいっ…」

女は甘えるように抱き着いて、気の迷いの逢瀬だとしても幸せだと何度も愛の言葉を口にした。しかし、男はその度に冷めていく自分に虚しさを感じた。更に、こんなときでも脳裏を掠めるのは忍のことばかりだ。




　忍もこれくらい俺を好きだって言ってくれたら…




自分ばかりが好きで疲れると、溜息が漏れる。その苛立ちで、組み敷く女を乱暴に扱った。それでも女は嬉しいと、足を開いて彗を迎えた。







　結局、忍のことを考えながら情事に更け、女を保健室から追い出すと、彗はベッドの上へ寝そべった。このときも考えることはやっぱり忍で、彗は逃げるように瞳を閉じた。しかし瞼の裏に現れる忍の姿に口元が緩んだ。




　昔から忍が分からない

　理解が出来ない


　俺の知る人間は皆、俺に媚びてきた。俺の容姿、財力、才能に──






　忍に初めて会ったあの日、ただ綺麗で可愛い子だと思った。父さんが俺にまた新しいオモチャを用意したんだと思い、今度はどんな風に壊そうか心が躍ったのを覚えてる。でも、忍は俺の手を払いのけて、拒絶した。今までになかった新鮮さに胸が躍った。それと同時に何かが心を打った。そして俺の口から出た言葉は──




「お友達になってくれる？」




　忍が友達になると頷いてから俺はずっと忍と一緒に過ごした。別々の幼稚園だった忍を自分の幼稚園へ編入もさせた。他の子と遊んでいる姿を見ると苛々して忍を殴ったら、大泣きされて辛くなった。翌日、忍が目も合わせてくれなくて、父親にそのことを言うと、数時間後、忍は俺の隣へ来た。だけど、いつも俯いて泣きそうな顔でいるから渋々謝ると、何も悪くない忍が泣きながら謝り返してきて、俺はもう二度と忍を殴らないと心に誓った。

　幼稚園を卒園して小学校へ二人は入学した。その時には俺の独占欲は更に増していて、学校を買収し、忍と同じクラスに６年間してもらった。

毎日、登下校を共にしたし、休み時間も片時も離れず、給食も２人だけで食べた。土・日は忍が俺の家へ泊まりに来ることが義務付けられるようになって、ホームシックで泣く忍を俺は抱き締めて一緒のベッドで眠った。

　小学校を卒業し、２人は付属の中学校へ上がる。もちろん、学校を買収し、小学校の時のように色々と俺は根回しした。なので、小学校のときに対して２人の関係は変わらなかった。

　毎日、登下校を共にし、休み時間も昼食も２人きり。外部の人間は俺達に近付けなかった。いや、近付かさなかったのだ。それなのに、ある日突然、忍が他の奴と話をし始めた。自分以外の奴に笑顔で話す忍を見ると、頭に血が昇り、目の前が真っ赤になって、気が付いたら俺は相手の子をボコボコに殴りつけていた。そうしている内に忍へ近寄る者は必然といなくなり、忍は俺がいなければ常に一人ぼっちになった。

その状態が余程辛かったのか、忍は隠れて泣いている時期があった。心が痛んだが、どうしても忍が自分以外の人間と関わるのが許せなくて、見て見ぬふりをした。土・日も忍は神崎家へ泊まりに来るのが当たり前になっていき、俺達は友達と言うより兄弟のような関係になっていった。

　劇的に変わり始めたのは中学に上がって２年目の夏。俺が一人の女に呼び出されたことがきっかけだった。

この女のおかげで俺は忍への気持ちが恋心だと気がつくことになる。







「彗様、好きです！付き合ってください」

　一般的に美少女といわれる類の容姿の女の子は赤い顔で震えながら彗へ告白をしてきた。彗は一瞬、思考が止まった。

「………好き？」

彼女からの告白ではなく、『好き』という単語に違和感を持ったのだ。

恥ずかしそうに俯く女に彗は何一つ感心が生まれなかったが、当たり障りなく接することにした。

「悪い…。俺、君の名前も知らないんだけど」

「あっ！すみません。私、水無月 絢香みなづき　あやかと申します」

深く頭を下げる絢香に彗は初めて女ん顔をちゃんと認識した。

「絢香は綺麗だね。…嫌いじゃないかも。付き合う？」

軽い気持ちで告白を受けた彗だが、絢香はパァーっと花が綻ぶように微笑んだ。

「う、嬉しいです！ありがとうございます。彗様！」

「うん。じゃあ、俺行くね。忍が待ってるから」

手を振って教室へ戻ると、忍はクラスメイトの男子２人と会話をしていた。

「……忍？」

「あっ！彗、どこ行ってたんだよ」

パタパタと駆け寄ってくる忍に彗は笑顔を作る。

「ごめんね。ちょっと女の子に呼ばれて」

「女の子？」

「うん。絢香って子なんだけど、付き合うことになった」

「嘘！本当に⁉おめでとう！」

彗の言葉に忍は満面の笑顔で祝福した。

「あ、……うん。ありがとう」

綺麗な彼女が出来て仲良しの友達に祝福され、嬉しい筈なのに彗は心に霧が出来たようにモヤモヤした。

「絢香ちゃんって言ったっけ？どんな子？」

ウキウキしながら聞いてくる忍の口から他の人間の名前を聞いた瞬間、イライラしてきて彗は話題を変えた。

「また、紹介する。それより、さっきの二人、誰？忍が誰かと話すなんて珍しいな」

顎で先ほど忍と話していた男子を指すと、忍が嬉しそうに笑った。

「俺も今日初めて話したんだ。中田君と日比野君。凄く気さくで楽しいよ！彗も話してみなよ」

心の靄が更に広がり、彗は顔を曇らせ俯く。

「……うん」

「ん？彗、どうかした？」

心配気に声をかけてくる忍の手を握りしめると、その手を強く握り返された。

「彗？しんどいの？保健室、行く？」

体調不良と勘違いされた彗は首を横へ振った。




　なんでこんなにイライラするんだろ？

　忍、なんでそんなに楽しそうなの？

　俺が居なくて寂しくなかったの？




この感情がただの独占欲なのかどうなのかも分からなくて、彗はさっき忍の話をしていた二人へ視線を向けた。

俺の忍に話しかけるな。そう思ったときには彗の体は勝手に動いていた。二人に駆け寄り、拳を振り落としては二人の顔面を強打する。忍は驚いて止めに入ったが、他の人間を庇う忍が許せなくて、更に二人を殴りつけた。

「忍に近づくな」

殴られ続け、顔面を血で埋め尽くし、意識をなくしたクラスメイト二人に彗は憎々しげに吐き捨てた。







　あれ程の事をしでかしたにも関わらず、彗は何のお咎めもなく、逆にどう見ても被害者であろう二人は二週間の自宅謹慎処分を言い渡された。理不尽な裁きに忍が少し不機嫌そうで、彗は機嫌を伺うようにそっと、隣を歩く。

「あの、忍……」

「彗様！」

謝ろうと口を開いたとき、軽やかな可愛らしい女の声が彗を呼び止めた。

「……絢香」

校門で自分を待っていたのか、今日、彼女となった絢香が嬉しそうに立っていた。

彗が放った名前に忍がピクリと反応する。

「彗、今日言ってた彼女？」

小声で聞かれ、頷くと、忍はにっこり笑った。

「彗、二人で帰りなよ！今日は俺、一人で帰るから」

気を利かせようと自分から離れる忍の腕を力任せに掴むと、忍は痛みに体を竦ませた。

「な、何⁉」

「変な気を利かせなくていい。忍は俺と帰ればいいんだよ」

腕の力とは真逆に彗は優しい笑顔で言った。

「彗？」

痛みに顔を顰める忍の腕を離すと、絢香に向き直り、彗は笑顔で命令した。

「絢香、登下校は忍とするって決めてるんだ。邪魔はするな」

絢香は目を丸くし、驚いたようだったが、直ぐに頷いて了承した。

「はい。邪魔してすみませんでした。気をつけて帰って下さい」

恭しく頭を下げる絢香に忍は驚いた。




　彼氏彼女ってこんななの？




喉まで出かかった言葉を飲み込み、忍は絢香に会釈する。そして彗に手を引っ張られるようにして門を出た。







「ねぇ、忍。今日泊まっていきなよ」

　帰り道、家への帰宅路の分岐点で彗は忍を誘った。

「なんで？今日、平日だよ？」

「平日でもいいだろ。おいでよ」

「う〜ん…、今日はいいや」

少し悩んだあと、忍は首を横へ振って断った。




　どうして？

　忍はどうして俺の希望通り動かない？




バイバイと、笑顔で手を振る忍に黒い気持ちが渦巻き、彗は鞄に入れていた携帯電話を取り出し、絢香に手渡された携帯番号を打ち込む。コール音がして暫くすると、絢香が電話口にでた。

『彗様？』

不安と期待の入り混じる声に彗は抑揚のない声で誘った。

「絢香、今から俺の家へ泊まりに来ない？」

『え⁉今からですか⁉』

「うん。来る？」

『い、行きます！今直ぐ行きますっ』

「……そう。じゃあ、待ってるね」

絢香との電話を切って、彗は忍が帰って行った道を見つめた。そこには忍の姿はもう無くて、ただ呆然と立ち尽くす。




　絢香は誘えば直ぐ来るのに……




忍へのモヤモヤする気持ちを彗は掻き消すように歩きだした。
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「彗様。お招き頂いて、とても嬉しいです」

　絢香は本当に嬉しそうに笑って彗の部屋へ上がった。

「広くて綺麗……」

煌びやかな神崎家に圧倒されたが、彗、個人の部屋も一般家庭のリビング程あり、絢香は感動した。

白と黒で基調されたシンプルな部屋は物が少なくてスッキリしている。黒の革のソファへ座った絢香はキョロキョロ部屋を見渡し、感嘆の溜息を何度も漏らした。

「ふふ…、アハハハ……」

突然笑い出す彗に絢香は目を丸くして首を傾げる。

「ごめん。なんか、忍が初めて部屋へ来たときのこと思い出して」

「忍？いつも彗様が一緒にいるお友達ですか？」

「うん。幼馴染みなんだ」

「幼馴染みだったんですね！いつもとても仲が良さそうだなって思ってました」

絢香は両手を胸の辺りで合わせて微笑んだ。

「忍さんはいつも彗様のお側にいれて羨ましいです」

「……忍はそうは思ってないだろうけどね」

今日、断られたのが相当堪えた彗は大きく溜息を吐く。

「彗様……」

絢香はソッと彗の手へ触れると、優しく微笑んだ。そんな絢香の瞳を彗は無表情で見つめ返した。

「私じゃ代わりになれませんか？」

縋るように熱い視線で自分と寄り添おうとする絢香に彗は抱き着くように細い身体を引き寄せた。







　次の日から彗の隣には常に絢香がいるようになった。勿論、忍もいたが彗は絢香とばかり楽しそうに会話をしていた。

「これ、昨日焼いたんですけど、良ければ食べて下さい」

恥じらいながら渡された包みを開くと、ハート型のクッキーが入っている。

「忍さんもどうぞ」

柔らかな笑顔で手渡してくる絢香に忍も笑顔で受け取る。

「ありがとう」

お礼を言って、包みを開こうとしたら、彗は忍の手からそのクッキーを奪い取った。

「忍は食べなくていい」

「「えっ⁉」」

彗の言動に忍と絢香が驚く。

「絢香、忍には気を遣わなくていい」

「……はい」

彗の命令に絢香は微笑んで頷いた。彗はクッキーをひとつ掴んで食べると、美味しいと微笑む。それを見て絢香もまた嬉しそうに笑った。そんな二人を見て、忍は邪魔をしてはいけないと感じ席を立った。その瞬間、彗にすかさず腕を掴まれて止められる。

「忍、どこ行くの？」

「えっ？……ちょっと、トイレ」

別にトイレへ行きたい訳ではなかったが、それしか思い浮かばず、忍は行き場所を口にした。

「俺も行く。じゃあ、絢香また帰りね」

「はい。また！」

彗も席を立つと、絢香へ手を振り、忍の手を引いて教室を出た。その姿を絢香は笑顔で見送った。







「絢香ちゃん、良い子だね」

廊下を歩きながら忍が言うと、彗は小さく頷く。

「ねぇ、彗。俺に気を遣わなくていいよ？」

「……どういう意味？」

「絢香ちゃんと二人きりの方がいいでしょ？俺は一人でも大丈夫だから」




　本当は寂しい。


　今まで彗しかいなかったから不安だけど、彗の邪魔はしたくない






「今日は絢香ちゃんと二人で帰りなよ」

忍は心の内を隠すように笑って提案した。そんな忍を彗は無表情で見つめて首を横へ振った。

「忍、一人でどうするの？本当は寂しいくせに」

馬鹿にするような口調に忍は惨めな気持ちになって言い返した。

「寂しくないっ！俺だって彗以外の友達ぐらい作れる！」

馬鹿にされたのが嫌で叫ぶように言い返すと、彗から走って離れていった。そんな忍の後ろ姿を見つめて、彗は眉間に皺を寄せ、奥歯をギリッと音が鳴るほど噛み締めた。

「忍に俺以外の友達？」

考えただけでも吐き気がして、彗は手に持っていた絢香からのクッキーを地面へ叩きつけるように投げ捨てた。

「忍の奴、何考えてんの？」

クッキーを踏み潰して、彗は吐き捨てるように呟くと、あとを追うようにトイレへ向かったが、忍の姿はなくて彗は苛立ち始めた。




　忍の奴、どこへ行ったんだ




周りを見渡し、彗は忍を探した。




　もしかして他の奴とまた話してるんじゃないだろうな…

　他の奴に笑いかけたりしてたらどうしよう




苛立ちはどんどん大きく膨らみ、彗は近くにいる生徒を蹴り飛ばした。

「ぅわあっ！」

蹴られた男子生徒は彗の冷たい視線に凍りつき縮こまる。

「ねぇ、忍、知らない？」

淡々とした口調で尋ねると、男は首をぶんぶん横へ振る。




　この学校で俺と忍を知らない人間なんていない




彗は世界的な財閥の跡取り息子で並外れた頭脳と容姿を持っている。とてつもないカリスマ性を放ち、入学時から一際目立っていた。この学園の生徒の親は全員が神崎家の従業員か取引先なのだ。そんな彗の隣にいつもいる忍は嫌でも周りから認知されている。

「……く、工藤君なら購買部の所に」

すぐ横にいた見知らぬ男が震える声で告げてきた。その生徒を一瞥すると、彗は早足に購買部へ向かった。







　その頃、忍は購買部でシャーペンの芯と消しゴムを買っていた。

別に芯と消しゴムに困ってはいなかったが、行く所がなくてふらふら歩いていると、購買部が見えたのだ。

買い物が終わると、近くの自販機で紙パックのミルクティーを買ってベンチに座り、一人寂しくお茶をした。すると、不機嫌な顔をした彗がやってきて忍は目を見開く。

「彗⁉」

少し息切れしている彗に忍は驚いた。

「どうしたの？購買で何か買うの？」

購買部を指差し、忍が聞くと、彗は忍が一人でいる事に安堵した。

「いや、別に用はない」

「そうなの？」

変なのと、肩を竦めて呟き、忍はミルクティーを飲んだ。

「忍、今日は二人で帰ろう」

忍の隣に座った彗が小さな声でいうと、忍は首を傾げた。

「絢香ちゃんは？」

「……忍は絢香のこと、どう思う？」

「え？いい子だと思うけど」

「それだけ？」

「ん〜、可愛いよね？彗にお似合いだよ」

にっこり笑って答える忍に彗は不機嫌になった。

「俺、絢香とエッチした」

「えぇ！……そうなんだ」

ボンっと、顔を赤くした忍はズズーっとミルクティーを飲み干した。そんな忍を彗はジッと見つめる。

「嫌じゃない？」

「へ？何が？」

意味が分からないと聞き返してくる忍に彗はムッとしながら聞く。

「俺が絢香とエッチしたり二人きりでいても忍はいいの？」

「……いいも何も、だって彼女なんだろ？」

あっけらかんと聞き返されて、彗は面食らった。

「忍、俺のこと好き？」

「うん」

「俺が彼女作っても寂しくない？」

「そりゃ〜、寂しくはあるけど、嬉しい気持ちの方が大きいよ？絢香ちゃんはいい子だし」

本当に忍が心から祝福してくれてるのが分かるのに、彗は胸を騒がすモヤモヤと苛立ちに頭を悩ませた。

「俺もいつか絢香ちゃんみたいな彼女欲しいなぁ〜」

笑いながら話す忍に彗の思考が停止した。そして、そのあと直ぐ、何かが音を立てて動き出したのを感じた。




　忍に彼女……？

　何それ………




「………………駄目」

「え？」

否定的な言葉を放つ彗へ忍が視線を向けた。次の瞬間、彗は忍の両肩を掴んで怒鳴りつけた。

「絶対駄目だ！許さないっ‼」

「す、彗っ⁉」

「忍は俺以外の人と話しちゃ駄目！俺以外の人と二人きりになるなんて許さないっ！他の人間に体なんて絶対に触らせるなっ‼もし、もしそんなことをしたら……」

忍の肩にググッと力を加え、驚いて絶句する忍へ彗は低く冷たい声で宣告した。

「相手の奴を殺すから……」

彗の本物の殺意を感じた忍は青い顔になった。

「忍に彼女なんて必要ない」

「……」

「俺が側にいるから」

「……」

「ねぇ、聞いて忍…」

「……」

「俺、忍のことが好きみたい」

彗は忍を優しく抱き寄せ、自分の感情をこのとき初めて理解した。




　好き

　忍が好きなんだ


　友達としてでも家族としてでもなく、恋愛感情で好きなんだ






　あの、初めて出会った時から──
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「忍！起きたか‼」

　心配そうに顔を顰めながら自分の顔を覗き込んでくる綺麗な男が嫌で忍はまた瞳を閉じた。

「忍？大丈夫？」

頬を撫で、頭を撫でてくる大きな手に忍は渋々、閉じた瞳を開く。

あれから忍はゆっくりと眠った。どれくらい眠ったのか分からず、近くにある時計へ視線を向けた。時刻はもうすぐ二十三時になる。窓の外は暗く、とても静かだった。

「声が出ないって聞いた。本当なのか？」

上体を起き上がらせる自分へ詰め寄りながら聞かれ、忍は返事をしようと口を開いた。が、やはり声はでない。それを見た彗は青褪めた。

「……ご、ごめん。忍」

申し訳なさそうに謝ってくる男に忍は驚いた。殊勝な態度の彗はとても珍しい。

近くに置かれていたメモ用紙とボールペンが視界に入り、忍はそれを手に取った。

『お腹空いた』

一言、書くと、彗はすぐに内線で軽食を用意するよう指示した。食事が届くまでの間、彗が何も話さなくて沈黙が続き、忍は息苦しさに苛まれた。暫くすると運ばれた雑炊に手を伸ばし、黙々と食事をする。思っていた以上に空腹だったようで忍は雑炊を完食した。それを見た彗が安心したように息を吐く。

「熱も下がったみたいで良かった。食欲もだし……」

言葉を言い淀み、再び口を閉ざす彗に忍はどうしたのかと怪訝な顔する。すると、彗は決意したように言葉を放った。

「忍、実家へ帰りたいか？」

一瞬何を聞かれているのか分からなかったが、今朝、医者とのやり取りを思い出した忍は目を見開いた。まさか、彗が前向きに帰省を考えてくれているなんてと……。

コクンっと頷くと、彗は心底嫌そうに溜息を吐いた。

「……な、何日ぐらいだ？」

髪を掻き乱しながら聞いてくる彗に忍は驚きながら、紙へ書く。

『一カ月』

「それは無理！」

『じゃあ、一週間』

「……………三日にしないか？」

だろうな。と、彗が許しそうなギリギリの日程に忍は苦笑した。何はともあれ、中三辺りから神崎家での生活を強いられた忍は実家へ帰られることが素直に嬉しかった。

『明日から帰っていいの？』

続けて筆談すると、彗は小さく頷いた。調子に乗ってもう一歩、交渉すかのように忍が紙に文字を走らせる。

『学校も行っていい？』

その質問に彗は考え込むように押し黙ったが、仕方ないとまた首を縦に振った。




　嘘！本当に‼




ビックリだと、身を乗り出して全身で喜びを表す忍を前に彗もまた驚く様に息を呑んだ。

「………忍の笑った顔、久しぶりにみた」

惚けるように呟く男に忍は面食らって顔をりんごのように真っ赤に染めた。

「やっぱり、忍は笑った顔が一番可愛い…。ねぇ、もっと笑って？」




　はい、でた。

　彗の無茶振り……




赤い顔を嫌そうに歪める忍を前に、彗はまたストレスを与えたのではと、話を戻した。

「と、とりあえず、明日から学校へ行くなら忍の家への送り迎えもするから」

別に要らないと、忍は首を横へ振るが、譲らない彗に忍が折れた。

とりあえず、三日間の帰省が決まり、学校へも通える。声が出なくなって不便だと思っていたが、予想外の自由が手に入って忍は心から喜んだ。







　翌日、彗は忍の声が戻っていないことに、再びガックリと肩を落とした。朝食を済ませた二人は制服に着替えて屋敷を出る。学校へ行けると胸が弾む忍は朝からずっと笑顔だ。その笑顔を食い入るように見つめる彗は永遠、忍を褒めちぎっていた。

「忍は本当、何を着ても可愛いね。笑顔は綺麗だし、本当に好きだ…」

男子高生に向ける言葉とは到底思えなかったが、忍は黙ってその言葉を聞き流した。

　二人は神崎家の車の後部座席へ乗ると、池田が助手席へ座った。

「忍様、今日から三日間、帰省されるとのことですので、三日分のお荷物をご自宅へ配送しておきました。あと、学校への送迎は朝７時半にお迎えに上がりますので、ご準備お願いします」

淡々とスケジュールを伝えてくる池田に忍は頷く。たかが実家へ帰るだけなのに仰々しくされ、呆れた。







　いつも通りの学校生活を過ごした忍は下校のチャイムにホッと胸を撫で下ろした。




　すっごく、胃が痛い……




登校してから今の今まで嫉妬と憎悪の視線に晒され、忍は精神的にグッタリだ。

「忍、大丈夫か？」




　誰のせいで……




心配そうに声をかけてくる男に忍はイラッとしたが、今日はこれで彗ともお別れだと思えば耐えられた。







「いい？絶対、俺からの電話には出ること！ちゃんと顔が見れるようにテレビ電話にしろよ！」

忍を工藤家へ送り届けるや、玄関先で彗は何度も同じことを念押ししてくる。その度に分かったと笑顔で頷く忍も段々と返事の仕方が雑になっていった。

「何かする時には教えてね？外出する時も必ず言ってよ？」

『分かった。必ず連絡するから、もう帰りなよ』

苛立ちを通り越して、困り果てる忍は何度この紙を彗へ差し出したか分からない。そんな彗も観念したのか、盛大に溜息を吐いた。

「あぁー。ヤダなぁ…。忍と別々なんて久しぶり過ぎて辛い」

ぎゅーっと抱きしめてくる彗に忍はうんざりしたように溜息を吐いた。

かれこれ三十分が経過して、お願いだから帰って。と、心の底から切に願ったとき、彗の抱きしめる腕に一瞬力がこもった。そして身体を離して本当に寂しそうに手を引かれた。

「明日、会えるの楽しみにしてる。風邪ひかないようにね」

惜しむ様に頬へキスをされ、後ろ髪を引かれる様に彗は車へと乗った。車が発進して彗の姿が見えなくなり、忍は脱力したように大きく息を吐き出した。

やっと帰った。と、脱力する忍だが、次はまた別の緊張感に包まれる。ドキドキする胸を押さえて、久しぶりの我が家のインターホンを鳴らした。すると、パタパタと足音が聞こえ、玄関が開くと、久しぶりに会う母親が笑顔で迎えてくれた。

「忍、お帰りなさい！」

焦げ茶色の長い髪を耳の横で一つに束ね、膝丈の淡いブルーのワンピースを着た自分とよく似た容姿の母に忍は照れたようにただいまと口を動かした。







「池田さんから話は聞いたわ。声が出ないんですって？」

　家の中へ入った忍へ母の紫ゆかりは、息子の好きな温かいミルクティーを作った。そのミルクティーを飲む息子を前に紫が聞く。

「ストレスって聞いたけど、その……、彗様とは仲良くしてるの？」

安心させるように忍が頷くと、紫は少し躊躇ったあと、何かを告げようと口を開いた。しかし、それを遮るように忍の携帯電話が鳴る。着信相手はもちろん彗からだ。

彗からだと、液晶画面を向けると、忍はソファーから立ち上がり、自分の部屋へと移動した。

約束通りテレビ電話で着信に出る。すると、彗は端正な顔立ちで泣き言を漏らした。

『忍〜、やっぱり帰っておいでよー。寂しいよ？』




　……いやいや、まだ離れて５分ですけど？




ふざけんなっ！と怒鳴って電話を切りたかったが、忍は寸でのところで踏み止まった。

『また明日、会えるだろ？』

紙に書いて告げると、彗はハァーっと大きく項垂れた。

『明日は少し、俺の家へ寄っていかない？』

明らかなＨのお誘いに忍はハッキリと首を横へ振った。電話の中の男は残念そうに笑う。

彗との電話に一生懸命筆談で対応したが、忍は疲れたと言って電話を切った。

そのままベッドへ横たわると、見慣れていたはずの天井が今では懐かしくて苦笑してしまう。そのまま少し目を閉じると、忍は知らず知らずの内に眠ってしまった。







　どれ位寝ていたの分からないが、忍はいつもの部屋と違うことに驚き、バチッと目を覚ました。部屋を見回すと、実家へ帰ってきたことを思い出して安堵した。次に彗との約束を思い出して携帯電話を焦って探す。直ぐ手元にあった携帯電話を見て、着信やメールがないことに胸を撫で下したとき、握りしめていた携帯電話が鳴って、忍はビクッと体を跳ねさせた。液晶画面を見ると、彗の名前が表示されていて、直ぐに電話へ出た。

『もしもし。忍、何してるの？』

何か嬉しいことがあったのか、彗の声は機嫌がよさそうで忍は気持ちが軽くなった。眠っていたことを伝えたら、彗はふふっと声をあげて笑う。

機嫌が良すぎて気持ち悪かったが、不機嫌になられるよりはいいかと、忍は彗との電話を楽しんだ。

『忍、寂しい？』

ふと、聞かれて忍は戸惑った。寂しいか寂しくないかといえば彗には悪いが全く寂しくない。

一人の時間を持てて、自分の部屋でリラックスもできる。でも、先程のように少し戸惑ったりもした。あまりにも懐かし過ぎる我が家は少し気を遣う。もうすぐ父も帰宅するだろう。久しぶりの再会なのに緊張で押し潰されそうな自分に怖かった。

自分の家で自分の部屋で自分の居場所な筈なのにほんの少しだけ違和感を持つ。

『いつでも帰って来たくなったら言ってね？』

迎えにいくからと、囁くように言われ、忍はまた胸が痛くなった。暫くして電話を切ると、物思いに更けた。そのとき、家のインターホンが鳴って、忍はまた緊張に身体を強張らせた。

「忍、お父さんが帰ってきたわよー」

母親に呼ばれ、忍はベッドから飛び出して階段を降りた。

「おかえりなさい、あなた」

　紫が出迎えると、忍の父親の豊ゆたかが汗を流し、息を切らせて玄関で立っていた。いつも落ち着いて威厳のある父の取り乱した姿に忍は驚く。

豊は忍の姿を見たあと、妻の紫を心配そうに見つめた。

そんな父に違和感を感じた忍は隣に立つ母を見る。父の帰宅にどことなく安堵したような母に忍は困惑した。

「お前……、本当に帰って来たんだな」

忍を見て、困ったように言ってくる父親に忍は顔を俯かせた。

「声が出ないんだって？」

呆れたように言われ、忍は萎縮するように下を向く。しかし、次にふわりと大きな掌で頭を撫でられ、忍は顔を上げた。

「…三日はいられるんだろ？ゆっくり休みなさい」

厳しくも優しい声に忍は、はにかむように小さく頷いた。

「さぁ、ご飯にしましょ！」







『いただきます』

　手と手を合わせ、忍は口を開く。今日のご飯はハンバーグだった。付け合せは忍の好きなナポリタンとポテトサラダ。そして母親お手製のコーンスープと野菜たっぷりのキッシュも大好物だった。

「明日は忍の好きな鯛の煮つけにするわね」

笑顔で箸を進める息子に紫は嬉しそうに明日の献立を話した。

「おかわりもしなさい」

隣で豊がキッシュを皿へよそってくれて、忍は手を伸ばした。変わらない優しい父と母に忍のなかの疎外感はどんどん薄れていく。

「学校は楽しいか？」

豊が聞いてきて、忍は曖昧な顔で頷いた。

「楽しくないのか？それとも授業に付いていけないのか？」

心配そうな父に忍が何て答えるべきか思案していたとき、また携帯電話が鳴った。そのベルの音に過剰に反応をしたのが豊で忍は驚いた。

「す、彗様からか⁉」

液晶画面の名前を確認して忍が頷くと、豊と紫の視線が揺れた。それが明らかに不自然で、忍は彗の電話を取ると、同時に両親を観察した。




　………なに？




電話口で聞こえる彗の声を聞き流しながら忍は両親の視線を追いかけた。そのとき、二人の視線が電源を落としているテレビへと重なり、まさかと嫌な予感に駆られながらテレビへ近づいた。よくテレビ番組で盗撮の犯人がカメラを仕込むという場所を隈なく探すと──




　嘘……




直径３ミリ程度のカメラが出てきて忍は青褪めた。振り返って両親を見ると、二人は視線を伏せた。

『あぁ〜、意外とバレるの早かったね』

電話の向こうで困ったなと、笑う彗の声に忍は怒りに顔を赤くした。

「──っ！」

『え？もしかして忍、怒ったの？』

どれだけ大きく発した声も、音に鳴らずに忍は悔しさで涙を滲ませた。それをカメラ越しに見ていた彗が悪びれる様子もなく聞いてきて、忍は手に持っていた携帯電話をテレビへ思い切り投げつけ、家を飛び出した。

どこを目指すでもなく、彗から少しでも離れたくて、彗に関わる人達から離れようと無我夢中で走った。




　嫌だ、嫌だ、嫌だっ！




心の中で叫びながらひとしきり走り抜いた忍は小さな公園へ入り、簡素なベンチへと座った。久しぶりに思い切り走って苦しかったが、心はどこかスッキリして感動する。ゼイゼイいう胸を抑えて空を見上げると、星が瞬いて自然と口元が弧を描いた。夜空を見上げるなんて久しくなかったことにまた感動した。




　どうせもうすぐ彗が来るんだろうな……




ぼんやりと自分の未来が見えて、忍は暗くなった。




　彗と離れたい




今回のことはどうしても許せそうにないと、忍は溜息を漏らす。正直、今回実家へ帰してくれた彗には心から感謝した。嬉しかったし、優しさすら感じた。なのに、まさか家に監視カメラを設置するなんて…。




　彗の事だからきっと他にもいっぱいつけたんだろうな

　勿論、俺の部屋にも…




両親の揺れた沢山の視線や眠りから覚めたとき、タイミング良く電話が鳴ったのはそういうことだったのだろうと、忍は納得した。

もう勘弁してくれと項垂れて途方にくれたとき、公園の入り口に黒い高級車が停まった。瞬時に彗だと分かったが、忍は恐怖で足が竦んだ。逃げなければと、震える足で立ち上がり、入口とは逆の出口へと足を向けたとき、車から降りてきた男に呼び止められた。

「忍！」

反射的に身体が止まったが、近付いてくる男の顔を見たら、怒りが込み上がり、忍は駆け出した。




　嫌い、嫌い・大嫌い──




目を瞑って、音にならなくても忍は叫んだ。そのとき──

「忍！とまれ————っ」

夜を照らす車のライトが目前に迫り、忍は全身を硬直させた。が、次に飛び込む様に駆け込んできた彗に肩を思い切り押されて、身体が宙に浮く。

道路の端へ思い切り倒れ込んだが、自分を押した彗は頭から血を流してその場に倒れていた。




　彗…、彗…、彗………




目の前が真っ暗になって、忍は血まみれの男を前に絶叫を上げた。




「ぁあ、あぁぁぁぁぁ————」








取り残された者






　病院へ搬送された彗のあとを追い、忍は治療室の前でずっと祈るように待っていた。そのとき、神崎家専属執事の池田が忍を呼びに来た。

「池田さんっ！彗、彗は⁉」

動揺する忍を宥めるように池田は忍の背中を撫でる。

「事故直前に意識を失いましたが、頭を数針縫ったのと、足と腕に掠り傷のみで命に別状はありませんでした。忍様は大丈夫ですか？声は戻ったのですね。良かったです」

池田は治療を受けることを拒み、ずっと報告を待っていた忍の身を確認した。見たところ、掌に掠り傷があるだけで大きな怪我はないと踏み、安堵する。加えて気に掛けていた声が戻っていることにも安心したように微笑んだ。

このとき初めて忍も自分の声が戻ったことに気が付いた。それほど追い込まれていたようで、嬉しいはずの状態だったが、今は彗が無事なことの方が喜びが大きかった。

「彗が……、彗が助けてくれたから大丈夫。……そんなことより、俺がいきなり飛び出したからだ……、どうしよう彗に何かあったら…」

カタカタ体を震わせて、涙を流しながら自己嫌悪に陥る忍に池田は困惑した。そのとき、彗が処置を受けていた病室の扉が開いた。

「神崎さんのご家族は？」

看護士が聞くと、二人は顔を上げた。池田のはからいで、忍も病室へ入れてもらうことができ、二人は看護士にただされるまま入室した。

「彗っ！」

病室へ入ると、簡素な椅子に座る気怠げな彗がいた。忍が駆け寄ると、診察していた医師が説明を始めた。

「脳震盪を起こしたようですね。頭も身体も検査しましたが以上はないので大丈夫ですよ」

優しく先生が微笑み、忍は良かったと身体の力を抜いた。

「池田、騒がして悪かったな」

使用人へいつものように冷静で無機質な声を掛ける彗に池田が恭しく頭を下げた。

「大事に至らず、良かったです」

池田がそう言って頭を上げると、彗は怪訝な顔で忍を見た。

「彗様？」

どうしたのかと声をかけると、彗は忍を冷ややかな目で一瞥して耳を疑う言葉を口にした。

「誰だ、こいつ？」

まさかの言葉に池田が口を開いて固まる。忍も目を見開いて動きを止めた。

「……彗？」

名前を呼ぶと、彗は鬱陶しそうに忍を睨んだ。今までこんな目で睨まれたことがない忍はまた新たな不安と恐怖に身を固くした。

「嘘だろ？彗⁉」

勇気を出して駆け寄り、肩を掴むと、その手を払い退けられる。

「馴れ馴れしい奴だな。汚い手で触るな」

「……え？」

「二度も言わせるな。消えろ」

冷たい視線と凄味のある声に忍は背筋が凍った。




　何……

　何が起こってるんだ




何も考えられず、病室を出て行く彗を見つめ、忍はただ呆然と立ち尽くした。
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「記憶喪失⁉」

　神崎家へ戻り、池田から聞かされた事実に忍は頭の中が真っ白になった。

「はい。……生活には支障はないとのことです」

医者から聞いたことを池田は言葉を選びながら、あれこれ忍に説明した。そして、忍を残念そうな目で見た。

「な、何…？」

「大変言いにくいのですが、実は何故か忍様のことだけ覚えていないみたいなんです」

「はぁ？」

池田の一言に忍が眉間に皺を寄せた。

「だから、何故か忍様の事だけ記憶喪失らしくて…」

口籠る池田に忍は複雑な感情に顔が引き攣った。




　何それ？

　本気で言ってるのか？

　人生の殆どを一緒に過ごしてきたのに？




「最近入ったばかりのえ〜と…、そう！使用人の大内って人のことだって覚えてたのに？俺のことは何一つ覚えてないわけ⁉」

愕然とする忍に池田は申し訳なさそうに頷いた。なんだよそれ。とボヤキながらこめかみを押さえる忍に池田が提案した。

「とりあえず時間を置きましょう。先生は時間が経てば思い出す可能性も高いと仰ってます！」

極力ポジティブに言ってのける池田を横目に忍は溜息を吐いた。現実が受け入れられず、考えが纏まらなくて何度も頭を抱えて肩を落とす忍に池田は一人の時間を与えようと、一礼して部屋を出た。

　部屋に一人残された忍はベッドへ寝転がると、天井を見上げた。そして、両目を覆った自分の両手が濡れたのを見て驚いた。

「なに、俺。泣いてんの？」

自分が涙を流していることに気付いて忍は失笑した。そしてここで初めて自分が彗の中から抹消されて、ショックを受けていることに気が付いた。







　ひとしきり泣いた忍は落ち着きを取り戻し、ベッドの上で天井を見上げて考えた。

「……なんで俺のことだけ忘れてんの？」

流石に人生の殆どを共に過ごし、人生の殆どを束縛されてきた忍は漠然とした何かが胸の中でモヤモヤしていた。

　怒り、不安、喜び、悲しみ

何かはまだ分からない。もしかしたら全ての感情かも知れない。それともまだ自分の知らない何かの感情なのかもしれなかった。

「……俺、どうしたらいいんだろ？」

身体を起こし、これからのことを考える。彗の記憶が戻るまで自分はどうすればいいのだろうか。ここにいて良いのだろうか。実家へ帰るべきなのだろうか。

考えていたら、ふと病院で自分をゴミの様な目で見た彗を思い出した。あまりにも衝撃な出来事に忍は自分の存在価値が本当にゴミにでもなったように感じた。
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　彗が記憶を失って一週間。いつ記憶が戻ってもいいように忍は神崎家で当てがわれた部屋でじっと待った。だが、毎朝受ける報告で、彗の記憶が戻る兆候はなく、忍は表情を曇らせていった。

「彗は学校、行ってるの？」

「はい。日々、お変わりなくお過ごしです」

「そう…。俺も行こうかな……」

彗の承諾がなければ屋敷からは出られない忍だが、自分を忘れてしまい拘束している事も覚えてないなら自由にしてもいいだろうと思えた。

池田は賛成しなかったが、このまま閉じこもっていても仕方がないと、忍は制服に袖を通して鞄を持つ。

「忍様！お待ちください‼」

池田が必死に止めるのを無視して、忍は神崎家の門を出た。もちろん彗とは別々に。

自身の足で学校まで向かい、彗と別々に登校してきた忍の姿に学園中は目を丸くした。教室での席は彗と隣だが、彗が一切、忍に構わず視界にも入れなくて、周りは驚愕する。




　はい。俺も驚いてます




天然記念物でも見るような視線に晒されたが、それも今までのことを考えると仕方ないと忍は諦めた。

彗の周りはそれを嬉々とし、男女問わずに人が群がった。休み時間の度に自分の席まで被害が及ぶ人の多さにうんざりした忍は席を立って、教室の外へ出て行った。そんな忍に気にも留めない彗にクラス中がまた騒めいた。







　昼休み、持たされたお弁当を持ってゆっくり食事ができる場所を探していたら、後ろから名前を呼ばれた。

「く、工藤君…」

振り返ると、茶髪で小柄な見知らぬ男の子が一人立っていた。

「何？」

「ひ、一人？良かったら一緒に食べませんか？」

機嫌を伺うような男の子に忍は感激した。

「い、いいの⁉」

勢いよく聞き返すと、男の子は笑顔になって頷いた。

　忍は久しぶりに彗以外の同年代の子とまともに話を楽しんだ。天気の話からテレビの話、授業の話に先生の話、趣味の話に習い事の話。好きな食べ物や嫌いな食べ物。意味のない他愛ない内容だが、忍は嬉しかった。自分と話してくれるだけで心が満たされた。

彗の記憶がなくなり、屋敷では腫れ物に触る様な扱いで孤立していた忍に普通に接してくれていたのは池田と大内だけで、忍の居場所はどこにもなかった。

学校へ来ても以前の彗の態度のせいで、忍に声をかけてくれる人はいない。自分から声を掛けようとしたら、怖がられて逃げられることもあり、心が折れた。ここでもまた一人だと憂鬱になっていた時に声をかけてもらえて、忍は本当に救われたのだ。

　彼の名前は村上　拓也むらかみ　たくや。茶髪で眼鏡をかけていて、低い鼻の上にはソバカスがある。自分と同じぐらいの体型で威圧感もなく、話し方も砕けていて親しみを持てた。お世辞にも容姿は良くは無かったが、気さくで温かい雰囲気を持っている彼の隣は居心地が良かった。

「工藤君と話ができて嬉しいな」

「俺も。声を掛けてくれてありがとう」

昼休みがもう少しで終わるとき、忍は躊躇いがちに村上を見た。首を傾げる村上に忍はしどろもどろ口を開く。

「その、あの……、また一緒に食べれないかな？」

勇気を出して誘うと、村上は満面の笑顔で大きく頷いてくれた。

「そんなの、こっちがお願いしたいぐらいだよ」

優しくて謙虚な村上に忍はじーんっと胸が熱くなる。今まで傲慢な幼馴染みといて、一度も味わった事のない感覚に忍は花が咲き誇る様に美しく笑った。
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「アンっ……ンっ、彗さまぁ〜…」

　艶かしい声を上げて抱きついてくる豊満な身体の女子は彗に酔いしれていた。抱き着かれたのが嫌だったのか、彗は女の頭をベッドへ押さえつけると、達する為だけに腰を振った。

「ンンっ、いい…、アァァ……す、彗様っ、アッアッん……」

おざなりの愛撫のみで乱暴に犯されても女は喜んで足を開いて喘いだ。彗は自分が満足すると女をゴミの様に見下ろし、制服を着用して引き留める女を残し、保健室から出て行った。




　くだらないな……




毎日が淡々と過ぎ去り、自分の思い通りに進んでいるはずなのに彗は日々、とてつもない焦燥感に駆られていた。




　何か大事なものを忘れてるような……




何かを思い出したいが思い出せない。この苛立ちを消化出来ず、空を見上げたとき、強い風が吹き、目の前を緑の葉が舞った。何気なしにその葉の行く末へ目を走らせたら、中庭のベンチで笑う一人の男に目が止まった。




　あいつ、病院でいた……




クラスで自分の隣の席に座り、いつも俯いているだけのゴミだと思っていたが、あんなに柔らかく綺麗に笑うんだと彗は息を止めた。

純粋に綺麗だと目を奪われたが、次に心を駆け抜けたのは何故か激しい怒りだった。








求める熱情






　昼休みが終わり、忍はご満悦で教室へと戻ってきた。予鈴と共に教室へ入ろうとしたとき、後ろから肩を掴まれ、振り返ると、そこには彗が機嫌悪そうな顔で立っていた。

「な、何⁉」

肩を掴む手が痛くて、忍が痛みに顔を歪めると、彗は忍の顎を掴んで自分へと引き寄せ、まじまじと見つめてくる。

「……っ！」




　お、思い出した？




淡い期待と不安が胸に沸き起こったが、彗は忍へ残酷な命令を言い放った。

「お前、目障りなんだよ。俺の前に姿を見せるな」

そう吐き捨て、彗は忍から手を離して教室へ入っていく。あまりの横暴で非礼な態度に流石の忍も怒りが沸点に達した。

手に持っていた空のお弁当箱を男の背中へ思い切り投げつけた。彗は振り返って忍を見ると、驚きに固まった。周りの生徒達も忍の行動に開いた口が塞がらない状態だ。

「お前、何様だよっ！そんなに目障りならお前がどっかいけっ‼」

人生初めての経験だと言わんばかりに驚愕する男へ忍が大声で怒鳴る。

キッと睨みつけてくる焦げ茶色の瞳を見て、我に返った彗は体制を整えると、目を細め、口元にうっすら笑みを浮かべた。

次の瞬間、握りしめた右手で忍の左頬を思い切り殴り付けた。忍の体は吹っ飛び、机や椅子に体を当てて倒れ込む。一瞬何が起こったのか分からなかったが、左頬の痛みに顔を歪めた。

口の中で鉄の味が広がり、殴られたのだと理解した。あまりの衝撃にくらりと眩暈を起こしが、何より彗からこのような暴力を振るわれたことにショックを受けた。

忍はふらつきながら立ち上がると、彗の胸倉を掴んで思い切り拳を振り上げ、殴り返そうとした。が、それを阻止するように後ろから教師に手を掴まれた。

「工藤君！何をしてるんだ‼」

焦ったように声を荒げる教師に忍は唇を噛み締めた。反抗的なその態度に忍は引き摺られるように教師に連行されていった。

その場に残った彗は拳を振り上げてきた忍に固まった。未だかつてそのような人間がいなくて、驚いたのだ。それ以前に、殴った直後、一瞬、胸が騒ついた。落ち着かないこの気持ちを知りたくて、近くにいた生徒に無意識に聞いていた。

「あいつ、誰だ？」
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　工藤 忍。俺と同じ幼稚園で小学校、中学校出身らしい。ちなみに全て同じクラス。

見た目もぶっちゃけ綺麗だし、それだけ一緒なら名前ぐらい覚えててもいいと思うが、全く記憶にない。




　っていうか、全て同じクラスってすげぇな……




クラスメイトから聞いた情報に彗は午後の授業そっちのけで忍のことを考えていた。




　人に弁当箱をぶつけられたのは人生初めてだったな……

　しかも、あいつ殴り返してくる気だったし




彗は自分の右手を握り締めた手を見つめた。そして、忍を殴り飛ばしたことを思い出す。いつもは全く感じない罪悪感が何故か胸に広がって溜息が漏れた。

「工藤 忍か……」

右手で頬杖をつきながら彗は忍の名前を唱えた。







　あれから工藤 忍は教室へ戻ってこなかった。さりげなく戻ってくるのを期待していた彗は少し残念に感じている自分に驚く。時間ギリギリまで待ったが、迎えの車が到着したと連絡が入り、気が乗らないながらも教室を出た。

校門前に停められた神崎家の車の横で池田を見つけると、その隣に忍の姿を見つけて彗はダラダラ歩いていた足を駆け足に変えた。

「結構ですってばっ！」

「しかし、お怪我を……」

「池田！」

迷惑そうに声を荒げている忍と気遣うように声を荒げる池田に彗が駆け寄り名前を呼ぶ。池田は主人に気付いて背筋を伸ばし、一礼した。

「お待ちしておりました」

「そいつは……？」

忍へ目線を向けると、忍はふいっと顔を背けた。自分が殴った左頬は赤く腫れ上がり、大きなガーゼが貼られている。その頬へ自然と手を伸ばすと、バシッと手を叩き落とされた。一瞬呆気に取られたが、手の痛みと反発された怒りに彗は焦げ茶色の髪を鷲掴み、車へ叩きつけた。

「っ！」

「このクソ生意気は奴、一体何なんだ？」

池田へ視線だけを向けて聞くと、池田は彗の手を離させようと手を伸ばし、口早に答えた。

「忍様です！彗様の大事な方です」

「………はぁ？」

池田の言葉に彗が忍の髪から手を離す。

「大事だと？俺の？」

今日、初めて名前を知ったこいつがか？と、失笑しながら執事へ問うと、池田は言いにくそうに口を開いた。

「彗様は覚えていらっしゃ……」

「池田さん！いいからっ！もう、思い出して欲しくない！じゃあ、俺は今日から自分の家へ帰るんで。お世話になりました‼」

池田の言葉を遮りるように忍が大声でまくし立てると、彗を一瞥して足早に去っていった。池田はそんな忍を止めることが出来なかったと、額を掌で押さえて大きな溜息を吐いた。







　痛い…、痛い…、めちゃくちゃ痛いっ！

こんな風に殴られたのは初めてで、忍は頭痛までしてきたと涙ぐんだ。

自分の歩く振動で痛む左頬を押さえながら、彗から少しでも距離を取りたくて大股で歩く。




　もう、忘れよう


　彗の記憶喪失は自分のせいでもあったから気にしていたが、もう構わない



　俺は自由だ！




自分が視界に入るのが嫌で仕方ない彗にグッと奥歯を噛みしめた。




　でも……、本当は、本音は少し寂しい




　幼稚園の時からあれだけ執拗に追いかけまわされ、監禁までされたのだ。いきなり放り出されてどうしていいのか分からない……。

でも、どこか安堵してる自分がいるのも確かで、忍は瞳に溜まった涙を拭った。

「もう、いい。これでいいんだ！」

今回の暴力沙汰で忍は退学となった。本当は停学処分だったが、退学にしてくれと頼んだのだ。今日から神崎家も出て、自分の家へ帰ろう。学校も変えて彗とは無縁の生活を送ろう。

それがいい。それは、自分が少し前まで想い描いていた理想なのだから。

悩んだり悔んだりする事はない。幼いとき、神崎家へ行ってなければこれが普通だったんだ。忍はそう自分に言い聞かせ、実家へと足を向けた。







「彗様、忍様を本当に思い出しませんか？」

「……思い出せない」

　車の中で責める様に池田に何度も聞かれたが、彗の答えは変わらなかった。池田はどうしたものかと困ったように息を吐く。そんな池田を尻目に、彗が小さな声で聞いた。

「…………そんなに大事にしてたのか？」

バツが悪そうに窓の外を眺める主人に池田は弾かれたように顔を上げて頷いた。

「はい。幼少の頃から！貴方が忍様を家へ住まわせるほど！」

「俺が？あいつを⁉じゃあ、あいつ俺の家で住んでいるのか？」

「はい。本日の朝までは。先ほどもお止めしたのですが、今日からご実家へ帰られると仰っておりました」

「……あっ、そう」

彗は池田の言葉に釈然としなかったが、また明日学校で捕まえればいいと思い直し、気持ちを立てなおした。







　翌日、彗は教室の扉が開く度に視線を向けたが、待てど暮らせど忍がやってくることはなかった。そうして一日を取り巻きに囲まれながら不機嫌な顔で過ごす。




　左頬、そんなに痛めたのか？




彗は昨日の帰り際、忍の腫れ上がった左頬を思い出して小さく舌打ちをした。

昨日の夜、忍にもう一度会いたくなったが、朝になれば会えると自分に言い聞かせて耐えた。それなのに忍が学校へ来なくて苛立ちを覚えた。そうこうしてると担任が教室へと入ってきた。取り巻きの生徒達も各々の席へ移動する。教師の挨拶が終わると、彗は少し声を張って質問した。

「おい。工藤 忍は休みか？」

いきなり声を掛けられた教師は狼狽えたが、彗の質問に笑顔で答えた。

「工藤君は退学になりました。神崎君へあの様な態度をしたんですから」

当たり前だと笑う教師に彗は何かで頭を強く殴られた様な衝撃を感じた。

「た…いがく？」

「はい。神崎君も目障りだったのでしょう？」

それなら良かったですね。と、にこやかに告げてくる教師に彗は額を抑えた。




　言った……

　確かにそう言ったのを覚えている




あいつの笑顔が綺麗で見惚れたことがムカついた。名前も知らないあいつが邪魔で呼び止めて告げたのは自分だと、彗は後悔の念に襲われた。

神妙な顔付きで黙り込む彗を教師は心配そうに見つめた。そして、考えが纏まったのか、男は顔を上げると教師を見て、バツが悪そうに命じた。

「退学、取り消しにしろ」
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「忍！気を付けてね。いってらっしゃい」

　実家へ戻ってきて、一週間。忍は新しい学校へ転校し、充実した毎日を過ごしていた。彗に殴られた左頬も大分治って、傷も目立たなくなっている。

今日も母が作ってくれたお弁当を鞄に入れて、忍は家を出た。

学校では突然の転校生にも関わらず、好奇な目を向けることなく、沢山の同級生と親交を深めつつあった。




　学校って楽しいっ！




人生初の充実した学校生活に忍は大満足だった。

　登校して授業を受け、友人と他愛ない会話を楽しみながら昼食を楽しみ、午後の授業も滞りなく済ませた忍は今日の宿題をするべく、日課の図書室へと向かった。

元々飲み込みが早い方だが、ここは進学校なだけあり、毎日膨大な量の宿題が出る。今日も数学の宿題プリントが４枚と古文が３枚、理科が２枚ある。これがまた難しい。数学が苦手な忍は問題を解くのに時間がかかることもあり、毎日図書室で勉強をして帰っていた。

今日も頑張ろうと、いつもの指定席に着いて、プリントと筆箱を取り出す。

「おい、本当にここにいるんだな？」

入口付近から荒々しい声が聞こえて、忍は顔を上げた。そのとき目に入ったのは、偉そうにこの学園の校長を怒鳴りつける彗だった。

忍はビックリして、持っていた筆箱を床へ落としてしまった。すかさずしゃがみ込んで筆箱を拾ったが、彗が怖くて立ち上がれない。机の隙間から様子を見ると、彗は図書室内をぐるりと見渡していた。




　な、なんで？

　ど、どういうこと⁉




何がどうなっているのかパニックになる忍に図書室中にいる生徒は他校の制服に身を包んだ桁外れの美貌を持つ彗へ釘付けだ。そんな羨望の眼差しに慣れている男は気後れすることなく、我が物顔で図書室を見回した。ほどなくして、カウンター越しにいる図書係の生徒へ質問した。

「今日は工藤 忍は来ているか？」

まさかの自分の名前を出され、忍はドクンっと大きく心臓を鳴らした。質問された生徒は、大きく頷き、こちらを指差す。

「来てますよ。いつもあっちの席に座ってて……、って、あれ？トイレかな？」

いつも図書室への常連の忍は図書係の人々と仲が良い。今日も図書室へ来たとき、笑顔で挨拶も交わした。なのでいつもいるはずの指定席に忍の姿がなくて目を丸くした。

彗は指された方へ視線を向け、机の上に散らばるプリントを見つけると、再び図書係の生徒へ聞いた。

「トイレはどこにある？」

「図書室を出て、右手奥ですよ」

説明を受けると、彗は図書室を出た。忍はドキドキする胸を押さえ、立ち上がると、プリントと筆箱を乱暴に鞄の中へしまって、図書室の裏側の出口へと走った。




　あ、ありえない！なんで、彗がいるんだよ？




足を止めると竦んで動けなくなりそうで、忍はひたすら走った。下駄箱へ向かうと、遠目で黒いスーツ姿の池田を見つけた忍は踵を返し、校内へ方向を変える。

神崎家の執事長である池田が来ていることを知り、忍は更に焦った。彗が単独で来ているならまだしも、池田まで来ているなら恐らく学校の外はもう固められたに違いないと踏んだ。忍はとりあえず自分のクラスの教室へと向かった。誰も居ないことを確認して、そっと扉を開く。

「な、なんでだろ？っていうか、俺見つかったらどうなるんだろ……」

また殴られるのだろうかと、憂鬱な気持ちになった忍は治りかけの左頬を撫でた。見た感じもう、腫れはないが強く押したりするとまだ痛みが走る。その痛みに連動するかのようにふと、あの出来事が甦った。

自分に手をあげる彗が怖いと思うと同時に物凄く悲しくなって、涙が込み上がる。もう、本当に自分の事をかけらも覚えていないのだと認識させられた。沈む気持ちに心が重くなっていたら、胸ポケットへ入れていた携帯電話が鳴り、忍は相手を確認した。それは見知らぬ番号で眉を寄せる。

「誰だ？」

知らない番号だから気にしなくていいかと電話を切ると、直ぐに同じ番号から着信が入った。取ろうかどうか悩んだが、同じことが何度も繰り返され、忍はもしや緊急の電話なのではと、電話へ出た。

「………はい」

『やっと出たな…』

呆れたように言い放つ聞き覚えのあるその声に忍は驚いて電話を手放し、地面へ落としてしまう。ガシャンっと、床に落ちた電話から声が漏れて聞こえる。

『お前、今どこにいる？』

電話を拾おうと手を伸ばしたが、自分の手が驚くほど震えているのが視界に入って、忍はその手を握り締め、電話を拾うことを止めた。

『忍、聞いてるのか？今、どこにいる？』

苛立ちを含んだ声に忍は後退ると、机へ足が当たってガタガタと机や椅子が音を立てた。

『なるほど…、教室か』

その音で彗は自分の居場所を特定したようで、忍は青褪めた。震える手で電話を拾い、電源を切ると、鞄を持って、全速力で走った。

下駄箱には池田がいる。恐らく正門、裏門にも他の使用人がいるだろう。図書室へは帰れない。教室にはもう直ぐ彗が来る。




　どこ？どこに隠れる⁉




忍は廊下へ出たが、複数のバタバタと走る足音に冷や汗を流し、止むおえず再び教室の中へと戻った。教室を一巡し、目に付いた箇所が一箇所。教卓だ。

忍は鞄を抱きかかえて教卓の下へ体を丸め、息を潜めた。数秒後、教室の扉が乱暴に開かれた。

「いない…」

「本当にこの教室なのか？」

「とりあえず、彗様に連絡を…」

池田のほか、教頭と担任の声に忍は震える体を抱きしめた。




　怖い……




見つかったら本当に殺されるんじゃないかと、忍は震えてカチカチ鳴る歯の音を消すためにグッと奥歯を噛み締めた。

廊下の方から彗の声が響いて、忍の心臓が更にはやくなる。

「いません。正門も裏門も固めていますが、まだ連絡もありません。校内にいるのは確かなんですが…」

池田が答えると、彗は冷たい声で命令した。

「さっさと捕まえて俺の前に引き摺りだせ」

その命令に３人は短く返事をして、バタバタと走り去った。忍はギュっと鞄を握り締め、彗をやり過ごすことだけに集中した。手は汗ばみ、体はガクガク恐怖で震えた。




　お願いっ！早く行って‼




心の中で強く念じて、忍は目に涙を浮かべた。

怖くて怖くて気が触れそうで、声を出してしまわないか不安な忍は自分を抱きしめていた腕を解いて、両手で口元を覆った。そのとき、狭い教卓の下で身じろいだせいか、鞄の取っ手部分の金具が教卓の脚へ当たり、カンッと音を立ててしまった。

「………」

今まさに教室を後にしようというとき、誰も居ないはずの部屋から音がして、彗が足を止めた。そして、もう一度、視線を一巡させる。

目に留まったのは教卓。

「やっと、見つけた……」

不敵に笑って、誰にも聞こえないぐらいの小さな声で囁くと、彗は教室へと足を踏み入れた。

コツコツと品の良い靴の音が近付いてきて、忍は血の気が引いた。




　こっちへ来るっ




恐怖で身を縮こませて息を潜めると、男の楽しそうな声が教室内に響き渡った。

「忍、出ておいで」

優しい物言いに、身体が竦む。もしかして思い出したのではと思ったが、彗の一言でそれはないと確信した。

「素直に謝ったら、俺の側に置いてやるぞ」

記憶を取り戻していたら、絶対に彼はそんな言い方などしないと、忍は体を強張らせた。

「……忍」

また名前を呼ばれ、出て行かなかくては行けないのは分かっているが、怖くて体が動かなかった。

「早くしろ」

どんどん不機嫌な声で急かす男に忍の気持ちも焦る。

「忍っ！」

怒鳴り声と一緒にドカンっと教卓を蹴られ、忍は目を思い切り瞑って体を小さくさせた。

「……っ」

両手で口を塞いでいなかったら、大きな悲鳴をあげていただろう。彗の蹴りで教卓は教壇と真逆の方向へ大きく傾き倒れた。その大きな音にも体を竦め、忍は怯える。しかし、やっと念願の忍を目の前にした男は満足そうに唇を弧にした。

「早く立て」

忍の腕を掴むと、その手を忍は振り払った。気の強い行動をするくせに、その手は大きく震え、更に焦げ茶色の瞳には涙が溜まっている。あと少しで瞳から溢れそうな雫を彗は綺麗だと、指先を伸ばした。

ビクっと体を引いて、キツく瞳を閉じる忍の頬を撫で、睫毛に溜まった涙に触れると、彗の指先を濡らした。

「………何？」

小さく震える声で絞り出した質問に、彗は指先の雫をペロリと舐めて笑った。

「お前に会いに来た。それより、どうして逃げたんだ？」

「どうしてって……」

目障りだと罵られ、あんな風に殴られて恐怖心が付かない人間がいるなら見てみたい。と忍は思った。

「な、殴り足りなかったの……？」

もう理由がそれ以外思い当たらなくて、忍がストレートに聞くと、彗は視線を一瞬反らして腕を組み、忍を見下ろした。

「あれは、俺が悪かった」

「……え？」

まさかの謝罪に忍が目を見開く。

「怪我はもういいのか？」

目を細めて聞いてくる男に忍は小さく頷いた。

「そうか…」

どこか安心したように呟く彗に忍は違和感を感じた。一週間前の彗と明らかに雰囲気が違った。どちらかというと、記憶を失う前に近い空気感で忍は困惑した。

「忍、おいで」

もう一度手を差し出され、忍は眉を寄せて困ったように男を見上げた。

「早く…」

優しい声で急かす彗に忍は震える手を差し出した。

「…彗、記憶戻った？」

手を引いて立ち上がらされた忍はやさし笑顔を向けてくる男の顔を上目遣いで見つめた。

「いいや。何で？」

「……いや、別に」

どこか淡い期待をしていた分、忍はガッカリした。

「前の俺の方がいいか？今の俺より？」

聞かれた忍は視線を落とし、真面目に考えた。

「……どうかな」

前の彗も相当酷かった。と呟く忍に男は失笑した。

「お前は馬鹿みたいに素直なアホだな」

酷い言われようにムッとして睨み付けると、彗は鼻で笑って忍の細い腕を引っ張り、教室を出た。

「え？どこ行く気？」

「家へ帰る」

至極シンプルな返答に忍は言葉に詰まった。勝手に帰れ。と、喉まで出かかった言葉を飲み込み、忍は俯いて彗へ付いていった。

　校門まで行くと、神崎家の車が停まっていて、外には校内を走り回ったからか、珍しく汗をかいた池田が主人を待っていた。

「彗様、お待ちしておりました。忍様と会えたのですね」

池田は安堵の表情を見せ、恭しく頭を下げると、後部座席の扉を開く。

「忍、乗って」

「いやいや！俺、歩いて帰るから」

ぶんぶん首を横に振る忍に彗はドンっと背中を押して無理矢理、乗車させた。そして、そのまま忍が逃げられないように車へ乗り込む。相変わらずな身勝手さに、忍は小さく溜息を吐く。助手席へ池田が乗り込むと、車は動き出した。車内は誰も言葉を発することなく、とても静かで忍には息が詰まりそうだった。窓の外を眺めて早く家へ着けと思っていたら、自宅へ戻る道を通り過ぎられ、忍は運転手へ身を乗り出した。

「あの、すみません。俺の家そっちじゃない…」

「神崎家へ向かってるから、合ってるよ」

彗に言葉を遮られ、忍は理解が出来ず、言葉に詰まった。

「元々、俺の家で住んでたんだろ？だったらまた俺の家で住めばいい」

それが当たり前というように言ってのける彗に忍は面食らった。

「い、嫌だ！意味が分かんない‼家へ帰して‼」

詰め寄り抗議すると、彗は肩を竦めて首を傾げた。

「いちいち喚くな。前と同じになるだけだ。不自由はさせない」

「ちょっと、待って！前と同じって彗、記憶ないんだよね？冷静になってよ！彗は今日、一体何しに来たの？」

「お前に会いに」

「じゃあ、目的達成だよね？もういいよね？」

「いや、お前に会って、お前を連れ戻しに来た」

「はぁ？」

もう訳が分からないと、忍は頭を抱えた。

「何？また俺のこと殴るの？さっき悪かったって言ったよな？だったらもうこの話はなしでしょ⁉そしたら俺はもう関係ないよね⁉」

彗にとっての自分の存在価値が図れず、忍は混乱する。

「うるさい奴だな。もう怒ってないし殴る気もない。とりあえずお前はこっちの学校へ戻ってきて、俺の家で住め」

鬱陶しそうにこめかみを押さえながら、淡々とこれからのことを言われ、忍は憤った。

「い、嫌だ！絶対に嫌だ‼帰る、降ろして！」

忍は鞄を抱えて運転手に停車を求めた。だが、運転手は困った表情になるだけで車のスピードを落とすことはしなかった。忍は混乱する中、神崎家にだけは戻りたくなくて、車のドアノブに手を掛ける。しかし、ロックがされていてガチャガチャ音を立てるだけで、扉は開かなかった。

「お、降ろして！お願いだからっ‼」

叫ぶ忍に彗が大きな溜息を吐いた。

「忍、落ち着け」

彗が肩へ手を掛けると、忍は大きく体を跳ねさせてその手を思い切り叩き払った。

「っ！」

痛みに顔を歪める男に忍はしまったと顔を強張らせ、少しでも彗から距離をとるように扉の方へ移動した。

「さ、触らないで！俺のこと、家に帰して！」

睨みつけて怒鳴ってくる忍に彗はうるさいと一言漏らすと、忍から顔を背けて窓の外へと視線を向けた。何度も呼びかけてくるその声が聞こえてないように男は振る舞った。もう何を言っても無駄なのだと忍は察すると、涙が溢れてきて服の袖で涙を拭う。




　嫌だ……。あそこには帰りたくない

　もう、あんな檻に入りたくないっ







　忍思いも虚しく、車は神崎邸の前で停車した。池田が扉を開くと、彗は車を降りた。

「……忍、早く降りろ」

なかなか降りない自分を責めるように催促する男に忍は泣きそうな顔でゆっくりと車を降りた。門の前では数人の使用人が主人を出迎える為に立っていた。そこには神崎家に沿ぐわぬ感情ダダ漏れ使用人の大内もいて、久しぶりの忍の姿に喜びが隠せず笑顔になる。

気まずそうな忍へ彗が手を差し出したが、顔を背けて拒否した。

「……本当、可愛い気のない奴だな」

反抗的な態度を見せる忍に苛立ち、力任せに忍の腕を鷲掴むと、引き摺るように屋敷へ入った。そして、忍は甘く苦しい時間を過ごした監獄へと連れ戻された。

「座れ」

ソファーへ腰掛ける彗に立ち竦む忍は言われた通り、そっとソファへ座った。

「忍様、おかえりなさいませ。こちら彗様より取り揃えさせて頂きました」

忍の帰りを喜び、テーブルへミルクティーを置き、大きな紙袋を差し出してきたのは、あの印象的な使用人の大内だ。忍の声が戻っていることに安心した大内は瞳をキラキラ輝かせる。そんな男から忍は渋々、紙袋を受け取った。中身は以前通っていた名門校の制服や鞄、教科書類で嫌な予感に忍は顔を顰めた。

「明日からまた通えるようにしてるから」

嬉しいだろうと、偉そぶる彗に忍は怒りに任せて叫んだ。

「いい加減にしろよっ！彗の我儘には付き合いきれないっ‼」

力いっぱい叫んで渡された紙袋を男へ投げ付けると、後ろに控えていた池田は青い顔でそれらを回収し、フォローへ回った。

「彗様…。忍様はお疲れのようです。話はまた後日に……」

「顔に似合わずヒステリックなんだな」

池田の声を遮り、興醒めだと口元を覆って呟く彗に忍は自身の品性の無さを指摘されたと羞恥に震えた。

「彗様！」

あまりな言い方に池田が主人を窘めるが、忍は構うものかと声を張り上げる。

「下品で結構！彗なんかにどう思われたって、俺は全然構わないっ！」

ふんっと、顔を背ける忍に池田が困り果てたように額を押さえる。その光景を前に大内はオロオロと狼狽えた。

「…………で？」

腕を組み、時間の無駄だと気持ちを切替た忍は彗へ聞いた。

「俺に何を求めてるの？記憶も戻ってないんだろ？殴りたいわけでもなさそうだし、用件を言ってよ」

「………」

つんけんどんな言い方をしてくる忍に彗はグッと唇を引き結ぶ。無言で視線を珍しく伏せる姿に忍が眉間に皺を寄せた。池田も困ったように見つめてきて、長い沈黙が続いたとき、痺れを切らせた大内が声を発した。

「そ、そんなの、忍様を好きだからに決まってるでしょう！」

それ以外の理由はないと言いきる大内に忍はキョトンとして彗へ目を向けた。彗は顔を赤くし、気難しそうな顔をした。それを見た忍は信じられないと、彗へ正面切って聞いてみる。

「え？……彗、俺が好きなの？」

どストレートな質問に彗はバツが悪そうに顔を歪め、ゴホンっと咳払いしたあと、答えた。

「好きじゃなきゃ、こんなに優しくするわけないだろ」

まさかの肯定する台詞に忍の思考は一瞬停止する。




　………え？なに？今、なんて？

　好き……？




「俺、いつ好かれたの？どの時点で？」

心の疑問が口に出て、忍は呆然とした。

彗が理解できないと、片手で両目を覆い、天を仰ぐように溜息を吐く。

「先に言っておくけど、お前が迷惑がってもお前はもう俺のものだからな」

ビックリするほどの傲慢な物言いに、忍は本当に記憶が戻ってないのか疑いの目を向けた。そんな忍に池田が苦笑しながら助言する。

「記憶は戻っておりません」

その言葉にこの男が根っからの暴君なのだと思い知る忍は脱帽する。

「言っておくけど、俺だってお前を思い出す努力はしてるんだ」

近くのサイドテーブルに積み上げられた数冊のアルバムの中から一冊を手に取ると、彗はペラペラとページを開いた。

「……っていうか、思い出す必要ある？彗、根本的にそんなに変わってないよ？」

男の努力をぶち壊す容赦ない言葉に池田と大内はピシッと固まったが、当の本人である彗はフンッと鼻を鳴らし、アルバムのなかの忍へ目を走らせた。暫くの間、真剣にアルバムを見ていた彗が感心するように口を開いた。

「本当にいつも一緒にいたんだな……」

忍は言ってる意味がいまいち分からなくて、アルバムを覗き込んだ。そこには幼稚園の制服を着て神崎家で遊ぶ彗と忍の写真がたくさん貼り付けられていた。

　春は花見。夏はプールや海に祭り。秋には遠足や運動会。冬はスキーやクリスマス会などの写真が並ぶアルバムに忍の顔が柔らかくなった。

「懐かしいなぁ〜」

ふふっと、声を出して笑う忍に彗は写真ではなく、忍本人へ釘づけになる。

「ん？なに？」

不思議そうに首を傾げる忍に胸が高鳴り、自然と手が伸びて滑らかな頬を撫でた。

「えっ⁉な、なにっ⁉」

いきなり距離感が縮まって、驚きに身体を後退ると、彗は行き場をなくした手を握り締めて立ち上がった。

「とりあえず、お前は俺の側にいろ」

戸惑うようにそう言い残し、彗は部屋を出て行った。残された忍は困ったように池田を見つめた。

「忍様。申し訳ございません。ですが、彗様は昔と同じように貴方を確実に想っております」

果てしなく迷惑だと、喉まで出そうになった言葉を飲み込むと、忍はソファへ倒れる様に深く腰を落とした。

「あと、紹介したいのですが…」

まだ何かあるのかと、池田へ視線を向けると、直ぐ側に仕えていた大内が背筋を伸ばして自己紹介を始めた。

「大内　幸雄。忍様の専属使用人になりました！どうぞ宜しくお願い致します！」

大きな声に圧倒され、目をパチパチさせる忍に池田が説明を付け足した。

「まだ不慣れな奴ですが、お医者様の見立てで忍様に付けると良い気分転換になる人材と思い、選ばせて頂きました。もしご不満でしたら変更致します」

「変更って、彗はなんて言ってるの？」

忍が他人と接することを極端に嫌がるのに、専属を付けるなんてと、不安な表情の忍に池田が笑った。

「大丈夫ですよ。記憶を失ったからか、その辺の許容が出来たようでして、彗様直々のご要望です」

そんなこともあるのかと、忍は驚きながらもクビにしないでくれと懇願してくる大内に笑って挨拶した。

「俺の方こそ宜しくね。大内さん」




　　　　　　　　　　　　　＊




「おはようございます。忍様」

朝の六時、大内は元気な声でまだ夢のなかにいた忍へ挨拶をした。

「…おはよう……ございます…」

まだ眠いと、目を擦る忍は布団のなかで身じろぐ。

「忍様！朝食は和食と洋食のどちらに致しましょう？」

大きな窓のカーテンを開きながら大きな声で聞いてくる大内に忍は耳を両手で押さえながら枕に顔を埋めた。

「……すみません。もう少し小さな声でお願いします」

朝から頭に響くと唸る忍に飛んできたのは、静かで耳触りの良い声だった。

「寝起きの忍は可愛いな」

こんな甘い台詞を自分へ言うのはこの世にただ一人だと、忍は体を起こし、その人物を見た。

「……おはよう。彗」

「おはよう。ところで、忍は学校へ行くのか？」

朝の支度を既に済ませた様子の彗がソファへ腰掛け、またアルバムを捲っていた。

「……彗と同じとこ？」

「当たり前だろ。前、行ってたとこは退学届を送っておいた」

手回しの良い事実に忍のテンションが一気に下がった。

「行きたくないなら無理しなくていい」

「………いや、行く」

悩んだ末、彗が記憶を取り戻したらまた外出も厳しくなるかもしれないと踏んだ忍は、外へ出られるときは出ようと思った。

「…大内、用意をしてやれ」

ソファへ腰を下ろして指示すると、制服を持ってきた大内は忍の着替えを手伝おうと、寝巻のボタンへ手を伸ばした。が、そのとき、バンっと大きな音がして、二人は体を跳ねさせ、彗を見る。

「………なに？」

ビックリしたと呟く忍に彗は立ち上がって、足早に近付いてくる。そのまま大内へ朝食の準備を命令すると、代わりに自分が着替えの手伝いをすると言い出した。

「い、いやいやいや！いいよ！自分でやるから」

胸元を隠すように押さえて断るが、勿論引く男でないことは承知で……

「いいから、黙ってろ」

不機嫌に忍を叱咤し、彗はスルスルと忍の寝巻のボタンを外していった。陶器のように白く滑らかな肌が露になり、彗は無言で忍の体躯へ視線を滑らせた。

「………変な気、起こすなよ。お……男同士なんだから…」

既に男同士でＨ済みだが、記憶がないならと忍が常識を盾にした。すると自分より遥かに大きい掌が腰を撫で、強い腕の力で抱き寄せられた。

「大丈夫…。ちゃんと勉強するから」

耳元で囁き、頬を掠めるようなキスをされ、忍は身の危険を感じる色香に背筋を凍らせた。







「今も十分、可愛いが、小さいときのお前も本当に可愛いな…」

　忍の部屋で一緒に朝食をとる彗は行儀が悪いのを承知で、ずっとアルバムを見続けていた。感激するように何度も称賛してくる男に忍は苦笑した。

「いや、彗の方が百倍可愛いけどね。最初会った時は女の子だと思ったし」

客観的にみて、忍もかなり容姿の優れた子供だったが、この男の目を惹く絶大な容姿に比べると比ではない。それでも彗は写真の中で無邪気に笑う忍に夢中になった。

「これ、泣いてる…。泣き虫だったんだな？」

夏祭りに行ったときの写真を指差し、からかってくる彗に前の席に座っていた忍が身を乗り出してアルバムを覗き込んだ。同時に側に控えていた池田も写真へ目を落とすと、懐かしむ様に口を開く。

「あぁ〜、夏祭りですね」

白の浴衣に身を包む忍は髪が濡れ、カキ氷が入っていたらしい空の容器を持って泣き叫んでいた。それを不機嫌な顔で黒の色違いの浴衣を着た彗はカキ氷がたっぷり入った容器を片手にそっぽを向いていた。あぁ…と、嫌そうに少し目を細める忍に彗が首を傾げた。

「なんだ？すっ転んでカキ氷でもこぼしたのか？」

「お前にぶっ飛ばされたんだよっ！」

当時のことを思い出した忍が適当なことを言う彗へ声を荒げて真実を告げた。

「…どうせ、お前がボケッとして、ぶつかったんだろ」

どこ吹く風で言い返してくる男に忍は言い返す。

「違うっ！同じカキ氷買ったのに彗が俺のばっかり食べるから取り合いになったの！そしたら彗が俺をぶっ飛ばしてカキ氷を頭から被ったんだよっ！」

「へぇ〜。よく覚えてるな」

感心するように頷く彗に忍は頭痛を覚えて、再び席へ腰を落とした。

「………記憶が戻ればこの写真を見ただけで、お前のように覚えているものなのかな」

「彗様は記憶力が良いですから。忍様の事に関しては特に覚えていらっしゃると思いますよ」

主人の質問に池田がコーヒーを差し出しながら答えると、彗は忍を見た。

「だったらやっぱり思い出したいな…。昔のお前を知らないのは勿体なさすぎる」

真剣な顔で言われ、忍は熱く感じた顔を俯かせ、池田が淹れてくれたミルクティーを飲んだ。
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　学園を追放されたと賑やかせた忍が彗と登校するなり、周りは騒々しかった。相変わらず突き刺さる視線が苦しくて忍は俯く。そんな状態で午前を乗り切ったが、昼食時もまた彗を取り巻く人間に一緒に囲まれて、大きなストレスに苛まれた。

「忍、こいつは誰なんだ？」

くっ付けた席の隣で周りなどお構いなしの彗は持ってきたアルバムを忍へと見せた。休み時間になれば必ず目を通す彗に忍は呆れた顔で写真を見た。が、その写真を見た瞬間、忍から表情が消え、彗は怪訝な顔をした。

「忍…？」

そこには中等部に上がって間もない二人の姿が写っていた。そしてもう一人──

「懐かしいね……」

この中学時代で二人の関係が大きく変わったことを思い出す忍は彗へ淡く微笑んだ。不意打ちの笑顔に彗は魅せられ、釘付けとなる。

「……水無月　絢香。彗の初めての彼女だよ」

ずっと二人だけの世界を飾るアルバムに見知らぬ女が自分と忍の三人で映った写真はあまりに不自然で質問したが、明らかにテンションを下げる忍に驚いた。

「忍は嫌いだったのか？」

「え？そんなことないよ。凄くいい子だったし。彗が少し離れてく気がして寂しかったけど、俺なりに応援はしてたんだよ？」

「それなら何で別れたんだ？」

彗に聞かれて、忍は少し暗い顔で目を伏せた。

「忍？」

催促するように名前を呼ばれるが、忍はどう答えればいいのか分からなくて口を噤んだ。




　劇的に変わった二人の中学二年




彗に初めての彼女ができ、そして彗が忍への恋心に気付いた。忍へあらゆることを求めてきて、二人の関係が崩れた思い出だ。記憶を失った彗には到底伝えられるものではない。忍にとっても決して良い思い出ではなかった。言葉に詰まる忍に彗はアルバムをバタンッと畳んだ。

「忍、昼ご飯を食べよう」

話題を変えて席を立とうとしたとき、周囲を固めていた生徒の一人が声をかけてきた。

「す、彗様…、あの、コレ！ここのシュークリームが美味しくて…」

華奢で女の子のように愛らしい容姿をした男の子が赤い顔でラッピングされた箱を差し出した。それをじっと見ていた忍の視線に気が付いた彗はその箱を乱暴に手に取った。

「そういえば忍はシュークリームが好きなんだろ？後で一緒に食べよう？」

機嫌をとるような彗に周りが驚きに息を呑む。やはり彗のお気に入りは忍なのかと再認識した生徒達は忍を睨み付けた。この瞬間、何の罪もないシュークリームを忍は一瞬で嫌いになる。嫉妬に燃え盛る自分のファンを他所に焦げ茶色の髪を撫でてくるその手が嫌で首を振って拒否した。

「いらない」

構ってほしくないと顔を背けた途端、短気な男は舌打ちして、シュークリームの入った箱を持ってきた男の子目掛けて思い切り投げつけた。

「ヒィッ！」

突然箱ををぶつけられ、悲鳴をあげる男の子に忍は伏せていた顔を上げた。

床にはシュークリームが入った箱が形を変えて落ちている。中身は飛び出していないが、箱の状態からして中は悲惨な状態だろう。男の子はというと、いきなりの暴力で震えていた。あまりに不憫な男の子に忍が彗を見た。が、彗は忍の態度が悪いからだと不機嫌になっていて、どっと疲れを感じた。

「そのすぐ手を上げる癖、直しなよ」

落ちている箱を拾いあげ、リボンを解いてへこむ箱を開きながらぼやくと、忍は生クリームやカスタードでぐちゃぐちゃのシュークリームを手に取った。

「ここ、有名なところのだ」

リボンに差し込まれていた名刺を見て、忍が嬉しそうにいう。テレビや雑誌で取り上げられていて、ずっと食べたいと思っていた。彗へ一言いえば食べれただろうが、そこまでするのも気が引け黙っていた。偶然にも食べられる機会に忍は目を輝かせる。だが、そんな忍に彗が注意した。

「そんなの食べるなよ」

「え？なんで？」

先ほどまで食べようと誘っていたのにと、手にしたシュークリームを食べようとしたとき、彗は焦ったようにその手を叩き落とした。

クリームがはみ出て既に見た目の悪いシュークリームは忍の胸元から膝と制服を汚して地面へグシャリと落ちた。

「あーーーー！何すんだよっ！」

叫んで彗を非難すると、怒鳴り返される。

「落ちたものなんて食べるな！」

「まだ落ちてなかったじゃん！」

「箱ごと床に落ちたろうが！忍は床に落ちたのなんて食べたら駄目だ！」




　なんだそれっ！

　箱から出てないならいいだろうがっ！




怒鳴ってしまう前に、忍は汚れた手や服に目を落として立ち上がった。

「どこへ行く気だ？」

腕を掴んで聞いてくる彗に忍はその腕を力任せに払って責めるように言った。

「彗のせいで汚れたから洗いに行ってくるんだ！」

ふんっと顔を反らし、取り巻きが道を開ける道を忍は歩いて教室を出て行った。







　彗とのやり取りに機嫌の悪い忍はトイレの扉を力任せにバンっと、押し開いた。だが、次に息を呑む光景が目の前に広がり、体が固まった。

一人の男を三人の男が囲んで、トイレの床を舐めさせているのた。尋常じゃない事態に忍は固まった。すると、イジメに加担していた一人が下卑た笑いを向けて話しかけてきた。

「おっ！もしや、あの彗様お気に入りの工藤 忍じゃね？」

指をさして、何が面白いのか爆笑する男に忍は不愉快だと顔を顰めた。

「うぉー！本当だ！ってか、俺、近くで初めて見たわ。すげぇ美人じゃん！」

「つーか、工藤。固まってないでこっちこいよ。面白いもん見せてやるから。こいつ命令したら便器も舐めるんだぜ？」

予想外の事態に忍は頭が付いかないまま、地面を這う男を見た。そこにはこの学校で彗以外、初めて自分が接した相手がいて、忍は目を疑った。

「む、村上君⁉」

彗が記憶を失い、相手にされない自分と以前、一緒に昼食を共にした相手に忍は駆け寄って、手を差し伸べる。

「大丈夫⁉」

髪や制服はビショビショに濡れて、村上は震えていた。縋るような瞳を向けられ、忍は彼を抱きしめてやる。

「え？もしかして、工藤ってば村上と友達だったりすんの？」

信じられねぇ〜と大はしゃぎする男達に忍は冷たい視線を投げて村上と一緒に立ち上がった。そのままトイレを出ようとしたが、一人の男に扉を封鎖するように立たれた。

「まあまあ、そんな顔すんなよ」

値踏みするように自分を見下ろしてくる男に忍は背筋を伸ばして対峙する。凛としたその姿が美しくて、その場にいた三人は目を見張るように立ち尽くした。

「保健室に行きたいから、どいてくれる？」

邪魔だと告げると、三人は我に返ったように顔を上げた。そして目を配らせて頷き示し合う。

「村上。お前は帰れ！」

そう言って扉を開いた男はニタニタやらしい笑みを浮かべて続けた。

「工藤は俺達と遊ぼうぜ」

「……」

「確か、あの神崎彗のお気に入りだろ？あ！捨てられたんだっけ？」

だったら問題ないよな。と、下心が見える顔で近付いてくる男達に忍は村上の背中を押した。つんのめる村上は青い顔で振り返ったが、行けと視線を出口へ向けた忍に従い、村上は走っていった。

「工藤君、捨てられたね〜」

「村上の奴、恩知らずだな〜！あははは！工藤、可哀想〜」

「まあまあ、心も身体も慰めてあげるから元気出しなよ」

取り囲むように忍との距離を詰めてくる男達に忍は拳を握り締めた。
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「す、すみません！く、工藤君が……‼」

息を切らせ、忍のピンチを知らせに村上は彗を求めて教室の扉を開いた。席で忍の帰りを待っていた彗は初めてみる男に眉間に皺を寄せた。いつもなら視界にも入れないが、男から忍の名が発せられ、彗は椅子から立ち上がると、村上へと近付いた。

「忍がどうした？」

圧倒的な存在感を放ち、呼吸が止まるほどの神々しさに村上は目を見開く。この学校の…、いや、上流社会での憧れの存在に声を掛けられ、村上は赤い顔で忍のことを話した。

「…工藤君が──」

村上の言葉に彗は地面を蹴って、言われた場所へと走り抜けた。心臓がドクドク鳴り、不安に駆られて頭の中が真っ白になる。

「忍！」

取り乱すように叫んで扉を開いたら、そこには胸元をはだけさせ、男に跨れる忍がいて、彗はヒュッと息を吸う。次に考えるより早く体が動いて、忍の上に跨る男の顔面へ拳をブチ込んだ。鈍い音と共に大きな物体は宙を舞い、忍に自由が戻った。殴られた男は意識を手放して転がり、それを見た仲間の男二人が顔を真っ青に染めた。

「彗…」

劣勢状態だったことから、彗の登場に忍は安堵した。起き上がらせた体は小さく震えていて、それを見た彗が再び激昂した。近くにいた男の胸倉を掴んで引き寄せ、力の限り何発も顔面を殴りつけた。血が飛び散り、大きな音と共に男の悲鳴が途切れ途切れに放たれて、残るもう一人の男は恐怖で腰を抜かし、その場にしゃがみ込んだ。

「す、彗！もう駄目‼殺しちゃう！」

拳で殴られ続ける男を見て、忍が声を上げると、彗はその男を壁へ叩き付けるように投げ飛ばして怒鳴った。

「殺してるんだ！」

黙っていろと睨まれた忍は恐怖で足を竦ませた。だが、次にしゃがみ込んだ男へ容赦ない蹴りをを何度も繰り出す彗にこのままでは駄目だと、彗の背へ抱き着く様に暴力を止めに入った。

「彗！やめてくれ‼」

忍の制する声に彗は邪魔だと振り返ったとき、しがみつくように抱き着いてくる忍の震える姿にギリリと歯を食いしばった。

かろうじて意識がある男は生まれて初めての本気の殺意を向けられ、ガチガチ歯を鳴らし、震えて身を小さくさせた。

「クソッ！……ケガはないか？」

忍へ向き直ると、彗は確認するように頭や顔、腕や脚を丁寧に調べた。

「大丈夫……、ちょっとびっくりしただけ」

まだ小さく震える忍だったが、大きなケガもなさそうで、彗は胸を撫で下ろした。

「く、工藤君！」

彗を呼びに行った村上が扉の陰から心配気そうに忍を見た。そんな村上の無事な姿を前に忍は良かったと笑った。それを見た彗が村上へ命令した。

「おい、お前」

「は、はい！」

彗に話しかけられ、村上は反射的に返事をした。

「忍を連れて保健室へ行け」

「はいっ！」

村上の返事を聞くと、彗は忍の頭を撫でて優しい声で言う。

「忍、保健室で待ってろ。池田か大内に迎えを行かせるから」

不安気に彗を見上げると、頬を撫でたあと、村上の方へ背中を押して忍は外へと出された。そして、その場に残った彗は鋭利に光る眼差しを地べたを這う三人へ向けた。







　保健室へ着くと、自分より怪我をしている村上の手当てを忍はしてやった。

「ご、ごめんね……」

手当てを受ける村上は小さな声で謝罪する。その声に忍はにっこり笑って首を左右へ振った。

「俺は大丈夫。それより、あいつら村上君にいつもあんなことしてるの？」

忍は今までの自分の経験でイジメとは無視や陰口と思い込んでいた。まさかこんな暴力や屈辱的なことをするなんてと、顔を顰める。

「その…、助けてくれてありがとう」

あのまま見捨てられても仕方なかったのにと呟く村上の傷の手当てを終えた忍は肩を並べるように隣に座った。

「村上君のこと、イジメてるのはあの三人だけ？」

「……ハードなのはあの三人かな。クラスから僕は煙たがれてるから」

苦笑いする村上を見て、忍は不思議で仕方なかった。話も快活で楽しく、性格も決して悪くない。村上がイジメられる原因が分からなかった。そんな思いが表情に出ていたのか、村上は恥ずかしそうに頭を掻きながら話した。

「ここって上流社会の令息、令嬢が通うでしょ。僕の親の会社はこの学校で一番の下っ端なんだ」

「……え？」

最低なイジメの理由に忍は破顔した。

「親の会社なんて、村上君自身には関係なくない…？」

憤る忍に村上は力なく笑った。

正直、神崎家程ではないが工藤家もこの階級ではかなりの名が知れる一族だ。その為、このようにカースト的なイジメは受けた事がない。というより、側にいる男があんなのだから、物理的に攻撃でもしようものなら相手は間違いなく抹殺されるだろうなと考えを改めた。

「彗にお願いしてみようか？」

「え？」

「村上君のイジメ。…親の権力争いなら、神崎家に勝るとこはないだろ？俺もハブられてるから、皆んなに言っても効果ないだろうし」

「そんなっ！彗様を使うなんて、僕には恐れ多くてできないよ」

「できる、できる。彗が機嫌いいときに話してみるね」

屈託のない笑顔で言われ、村上はありがとうと、涙を流して忍に感謝した。そのとき、保健室の扉が勢いよく開かれる。

「忍様っ！」

顔面蒼白の汗だくで入室してきたのは忍専属の使用人、大内だった。

「お、お怪我はありませんか⁉」

取り乱しながら駆け寄ってくる大内に忍は言った。

「俺より彗のとこ行ってくれない？」

あの様子だと、あの加害者三人が被害者になると呟く忍に大内は頷いた。

「それなら、池田さんが向かってます。学校だと隠ぺいに困ると嘆いてましたよ」

事の重大性を分かっていない新入りの大内に忍は額を押さえて溜息を吐くと、立ち上がった。

「池田さんだけじゃ、ちょっとしんどいだろうし、俺も行くよ」

今すぐ帰りたい衝動を抑えながら、忍は大問題になっているであろうトイレへ大内と向かった。







「彗様！落ち着いて下さい‼」

　気絶し、顔面が潰れた三人をまだ足りないとばかりに蹴り続ける主人を池田は必死に止めた。その壮絶な光景を忍は最悪だと項垂れる。

「彗様！いい加減に…」

「いい加減にするのはお前だろう！誰に指図してるんだ！」

しつこく邪魔をされ、怒りの対象が池田へ向き、不穏な空気が増したのを感じた忍が慌てて間に入る。

「彗！まだこんなとこにいたの⁉」

駆け寄り、血塗れの手を握り締めて、忍は必死に男を宥めようと言葉を紡いだ。

「あのさ！今日はもう帰らない？昼ご飯もまだ食べてないし！ランチ行きたいなぁ〜」

大好きだと公言する笑顔を向けて機嫌を伺うと、彗は大内を指差しながら言い放った。

「あいつはクビだ」

突然の流れ弾に頭を抱えて絶叫する大内を池田が舌打ちした。

「お前は馬鹿か。どうして忍様を連れてきた！」

彗の怒りを代弁する池田に忍が笑顔を崩さぬように彗の手を引く。

「彗……、もうそんなに怒らなくていいから。俺は彗が守ってくれたからいい！ありがとう」

少し恥ずかしそうに言うと、彗は驚いたように忍を見た。穴が開きそうなぐらいの熱視線に音を上げたのは忍で、彗の腕を引っ張ると、池田へ目配りさせる。その合図に大内へ車を回してくるように指示を出した。

　色々汚れた二人は池田が持ってきた替えの服へ着替えると、大内が運転する車に乗った。車内ではまだブチブチ文句を連ねる彗に忍はハイハイとひたすら頷く。この説教のような愚痴が早く終わらないかと思っていたら、彗は小さく息を吐いて、窓の外を見て聞いてきた。

「……何が食べたいんだ？」

「へ？」

「ランチするんだろ？」

「あ、うん！」

機嫌が直ったのだと忍は笑顔になった。その笑顔一つでささくれ立っていた気持ちが治まっていき、彗は何とも言えない気持ちに思い悩む。

　笑った顔が見たいのにいつも見せてくれない。近付くと遠ざけて、手を伸ばすと払われる。自分のものだと訴えたら、嫌そうに顔を伏せて、全く自分の思い通りにならなくて、毎日が苦しい。忍が側にいないと心が騒ぎ、自分のいないところで危険に晒されたと聞いたときは気がおかしくなるほどの怒りに自分が怖くなった。

もう誰にも触らせたくない。見せたくない。この笑顔を自分だけのものにしたいと、強く求める独占欲に翻弄された。

「彗は、何食べたい？」

ランチが出来ると、隣で無邪気に笑う忍にこんなことで喜ぶなら何でも食べさせてやる。何処にだって連れていくし、欲しいものがあるならどんなことをしてでも手に入れてみせると思った。だから──

「忍が好きだ……」

助けてくれと嘆くように彗は忍の肩へ自分の頭をもたれかけながら告白した。

「……彗？」

いつもの傲慢な態度が消え、忍はなんて答えればいいのか分からなくて口を閉ざした。







　　　　　　　　　　　　　＊




　ランチを終え、神崎家へ帰宅すると彗の部屋に呼ばれた。

正直、気乗りしなかったが、今日助けてもらった恩もあり、無下にできなくて、忍は荷物を置くと彗の部屋へと向かった。

「悪い、少し座って待っててくれ」

急な仕事が入ったのか、彗は仕事用の机の前に座って書類を捲りながらパソコンを触っていた。また時間をズラそうと踵を返したとき、池田にソファへ座るよう案内された。

「忍様が帰ったら仕事が中断します」

耳元で囁かれ、忍は渋々ソファへと身を沈めた。出された紅茶を飲みながらその辺に置かれていた雑誌を読み、時間を潰すこと一時間。そろそろ帰ってもいいのでは？と、視線を上げる。

「忍、待たせたな」

ひと段落したのか、彗は椅子から立ち上がると、忍の座るソファへと移動した。

「あ、うん…。大丈夫」

「何か食べるか？」

内線電話を手に取る彗に忍は首を横へ振った。

「俺はいいから、彗こそ何か食べたら？」

疲れが見える顔に笑って答えると、男は足早に近付いてきて、自分の隣へと座った。近い距離感に戸惑ったが、それを表面に出すことなく、忍は何杯目かの紅茶を口に含んだ。

「忍…、明日は学校を休まないか？」

「………どうして？」

嫌な予感を抱きながら横目で聞くと、彗は真剣な顔で告げてきた。

「忍には安全な場所に居て欲しいんだ。他の奴と関わって欲しくない。会話は勿論、目だって合わせないで欲しいんだ！」

「………」

「忍が欲しいものなら何でも買うし、行きたいところがあるなら俺が連れていく。絶対に不自由な思いはさせないって誓うから側に居てくれないか？」

切実に訴えてくる男の姿にデジャブ感が拭いきれず、忍はドン引く。

既に自由という名の不自由な扱いにうんざりしているのだ。このままでは監禁生活が待っているのではと、頭を悩ませた。

「…あ、のね。彗？俺も世の中の節理を学ぶことは……」

「勉強がしたいなら、家庭教師を雇う！」

「………社交性とかも学びたいんだ」

「それは……」

必要ないだとうと、眉間に皺を寄せて睨み付けてくる男に忍は困ったように肩を落とした。

「ところで、あの男は忍の何なんだ？」

「へ？」

誰のことを言っているのか分からず、視線を上げると、嫉妬の念に苛まれる飴色の瞳とぶつかった。

「お前のピンチを教えにきた奴…」

「あぁ！村上君？」

勘ぐりしてくる彗に余計な嘘はつかない方がいいと思った忍は正直に村上との出会いを含めて関係性と、イジメの話をした。

「だから、ね！彗、助けてあげてよ‼」

意気込みながら頼んでくる忍に彗は一瞬、圧倒されたが、すぐに思い立って口元を緩めた。

「いいよ。…だけど、条件がある」

「条件……？」

不安に駆られ、少し身を引いたとき、彗の腕が抱きしめてきて、そのままソファの上へ押し倒された。一瞬の出来事に忍は何が起こったのか分からず、目を瞬かせた。が、目の間に強烈な美貌が広がって、自分の状況を把握した。

「忍……、抱かせてよ」

甘い声で強請るように口付けようとする彗の顔を忍は思い切り両手で押し返し、滝のように冷汗を流しながら早口で捲し立てた。

「ま、ま、待って！男！俺、男‼」

「分かってる」

抵抗する手を掴むと、彗は拘束するように忍の手を頭上へと押し付けた。そして、青い顔の忍へ安心させるように男は微笑む。

「大丈夫。忍なら勃つし、ちゃんと男同士のやり方も勉強したから」

壮絶な口説き文句に忍は体を起こそうと躍起になったが、いかんせん悲しきことに力では彗に全く敵わない。

スルスルとネクタイを解かれ、ブレザーとシャツのボタンを流れる様に外されて、胸元のピンクの飾りへ手を這わされた。

「す…彗っ！」

久しぶりの感覚にビクンッと大きく身体反応させ、忍は羞恥で顔を赤くさせた。

「忍、ここ感じるんだ？」

嬉しそうに上目遣いで飾りを舐めてくる男に、忍は奥歯を噛みしめてキツく瞳を閉じた。

「…っ、ふぁ…や、やだぁ…」

両手で彗の頭を押し返すように抵抗すると、乳首へ歯を立てられ、忍は一際大きな声を放つ。

「ぃ、んンッ…」

綺麗だと囁きながら、衣服を剥ぎ取り、首筋から順に足の爪先まで舐め取られ、忍は恥ずかしさとくすぐったさに体を赤くして身を捩る。逃げる様に腰を捻ると、その腰を彗は抱きしめる様に固定した。

「んっ…ッ、はぁ……」

自身への直接的な愛撫はないものの、丁寧に体を舐め上げられて忍の体はじんわり熱を持ち始めていた。忍のものも少し硬さを持ち始め、ゆっくりと勃ち上がってきて、彗はクスリと笑う。

「感じてんの？」

どこか嘲笑うような声に忍の羞恥は増し、赤い顔を横へ背け、ソファを蹴るように足をバタつかせて新たな抵抗を示す。彗はそれを合図に華奢な身体へ本格的な愛撫を開始した。

「はぁ、ンンっ…やっ、だぁぁ……やめ、やめてっ」

乳首を舐め上げ、甘噛みすると、甘い声を漏らす忍に彗は酔いしれた。足の付け根を撫で、忍のものを握り締めると、ヒュっと息を呑んで身を固める初々しい姿に笑みが零れる。

「忍、可愛い」

不慣れな反応を返してくる忍に彗はゆっくり、優しく触れていった。

人にこれ程優しく気遣うように触れたのは以前の自分は知らないが、今の自分の記憶の中では初めてのことだった。

「ひっ…んぅ……やめ、触らないでぇ…ぁぁ、んっ…」

ゆるゆる上下に手を動かし、忍のものを扱くと、忍は体を震わせて唇を噛み締める。そんな抵抗すら可愛くて彗は乳首をチュッっと吸い上げ、忍のものを導くように扱いて声を上げさせるように愛撫した。

「っ…ンっ、あっあっやだ、やだぁ……す、い…イ、イクぅ、アッあぁ……」

限界だと、四肢をピンっと伸ばし、達しそうになる忍に突然、意地悪な気持ちが湧き上がり、とっさに忍の根元を握り締めて絶頂を阻止する。

「イっやぁぁぁぁんっ…あ、あぅ……はぁ、ンんっ、なんでぇ…？」

腰を浮かせ、ガクガク震えて縋ってくる忍が綺麗で艶かしく、ずっと見ていたいと彗はため息を零した。

「本当に可愛いな…。夢中になる」

ポツリと呟く男に忍は涙を零しながら頬を擦り寄せた。甘えるような仕草に庇護欲が掻き立てられたが、それと同時に強烈な支配欲に駆られた。

「もう少しお前が乱れるのを見ていたい」

朦朧とする意識のなかで残酷な宣言をされた忍は瞳に溜めた涙を流した。







「はぁ…ん、ンッ…ヤっ……イクっ、出したい、彗っ……もうヤダぁぁぁぁー…」

　何度も何度も絶頂をはぐらかされ、忍は喉を反らせて腰を浮かしながら泣き喘いだ。とりつくろうことも出来ず、大きく足を広げる忍に彗は満足そうに腰を抱きかかえる。そして、忍の先走りへ指を滑らせると、奥の蕾へ指を伸ばした。

「ッンン！」

びくんっと大きく体を跳ねさせる忍に彗が固く閉じた蕾を優しく撫でる。

「まさか、使ったことないだろうな？」

責めるような声に忍は目を閉じて、赤くした顔を反らした。その様子に彗は答えを導き出して舌打ちした。

「まさかお手付きとはな。誰が相手だ？」

嫉妬で怒気を含む低い声に忍は変な勘違いをする男に唖然とした。

「答えろ！」

厳しい声と一緒に指をズブっと一本入れられて、忍は悲鳴のように喘ぐ。

「ヒィ…アッあぁっ……」

「相手の奴の名前だけ言え」

指を奥へと進めて内壁を刺激され、忍は約一ヶ月振りの感覚に身震いした。

「アッ…ん、彗……」

涙で霞む視界で彗を見つめて名前を呼ぶと、男はギリリと奥歯を鳴らして指の数を二本に増やした。

「他の奴にもそうして強請ったのか？」

グチュっと音を立てて入ってくる指に圧迫され、忍の四肢に力が入った。中を暴かれる感覚が怖くて、怯えた目で首を左右に振る。

「ちが…っ！彗…勘違い……だってば…、っアぁぁぁぁッーー…」

彗だけだと言おうとしたとき、忍の中の最も感じる一点を指が掠め、忍は喉を反らせて大きく喘いだ。

「……ここか」

ニッと笑って、彗はその一点を執拗に押したり撫でたり引っ掻いたりと刺激した。忍は体を大げさに跳ねさせて泣き喘いだ。

「ぃヤァァァ…、アッぅ、はぁんンっ……やだぁ、そこ嫌だぁァアっーー」

根元を握り締めている忍の先端からは、トロトロと蜜が溢れて、彗は栓をするように爪をたてた。

「ヒィァアぁぁぁぁ……、す…ぃ……彗っ、やめてぇぇぇ……おねが…、おねがぃ……」

涙を流し、涎を口の端から垂らして懇願してくる忍に彗の目はまだ怒りで鋭かった。

「イキたいならさっさとお前の体に触れた奴の名前を教えろ」

冷たい声に忍は必死に誤解を解く為、声を上げた。

「ちが…っ、彗だけ…彗だけぇ……、他の人なんていな…ぃアッあぁ、ンん…、そこやめてぇぇぇ…」

グリグリと先端を親指の爪先で抉ると、忍は逃げるように床を蹴り上げて、ずり上がった。

「こら、逃げるな」

ギュっと根元を握り直され、忍はガクガクと震えて男を見上げる。

「俺だけって本当に？嘘じゃないだろうな？」

確認するように目を合わせて聞かれ、忍はガクガク頷いた。

「……そうか」

安堵の息を吐くと、彗は残念そうに囁いた。

「こんなことも忘れてるなんて勿体無いな…」

涙で濡れる忍の瞳に優しくキスをして、口の端を流れる涎をベロリと舐めると、彗は忍の後孔の指を動かして前立腺を撫でた。

「ふぅっ…くぅ……」

新たに涙を流し、快感に震える忍の耳を甘噛みすると、彗は優しく告げた。

「イかせてやる」

「…っい、ァアぁぁぁぁーーーッ……」

その言葉と一緒に根元を握られていた手を解放されて、後孔の指を突き立てられた忍は絶叫と共に白濁した液体を放った。

激し過ぎた快楽に焦らされた体は震えが止まらない。荒く、不規則な呼吸を奪うように、彗は忍を抱きしめて深く口付けた。

「ンンっ…ふぅ、はぁ……ァ…」

苦しくて顔を背けると、彗は忍の片足を腕に担いだ。そのまま、ズボンの前を寛げさせると、自身を取り出し、忍の蕾へあてがった。

「っ……」

指ではないそれを当てられ、忍は体を強張らせる。

「大丈夫。ゆっくり挿れるから力を抜いて…」

優しく甘い声で囁くと、忍は助けを求めるように彗の背に腕を回してしがみつく。

「アッ、んんっ…彗っ！も、やだぁ……はふっ…ぅン……」

指なんて比じゃないぐらいの重量感と存在感のもので、ゆっくり中を擦りあげるように貫かれ、忍は冷汗を流した。辛そうなその顔に彗は何度もキスを落とす。

「忍のいいとこってココだよな？」

息の上がる切羽詰まった声で聞きながら、彗は先ほど指で確認した場所を突いた。

「ヒィんンっ…！」

身体を丸めて反応を示す忍に彗は面白いと、何度もそこを刺激した。

「あっ、あっ、だ、ダメぇ…、ぃイくぅ……、またイっちゃうぅーーー…」

彗の背中へ爪を立てて、絶頂を伝えてくる忍の細い腰を掴み直すと、彗は我慢が出来ないと、大きく腰を振って、忍の中へ深く己を突き刺した。

「ァアぁぁぁぁっ……ふ、深いぃ…ヤダぁー…」

あまりに大きな刺激に忍は彗の背へしがみついた。自分の動く邪魔をしているのだろうが、彗はそれすらも愛おしくて、忍を強く抱きしめ、より深く繋がるために腰を打ち付けて進めた。

「ァァん…、だめっ、だめぇ……あた、るぅ…、奥あたる……ぅ…ンァァ…」

内壁を味わうように突き上げる彗に忍は抱き着く腕を解いて、のたうつ様に脱ぎ捨てられたシャツを鷲掴んだ。

突かれる度に自分のものからビュクビュクと精液が飛び出し、ソファを汚す忍に彗は楽しそうに笑う。

「お漏らししてるみたいだ」

新しいオモチャを見つけたように、彗は忍のものを握り締めた。その刺激に忍はまた一際、大きな声を上げて思い切り達する。

「ァァァアーーーーッ」

「本当、感度いいな」

耳元で楽しむように囁かれ、忍はぐちゃぐちゃになる頭を抱えて泣き喘いだ。

「あっう…、ゆるし……てっ…、きもち、過ぎてもうムリっ……こわぃ…」

震えて解放を願う忍に興奮を隠せない彗は申し訳なさそうに吐息を漏らした。

「駄目だ…。もう少しお前を抱いてたい」

パンっと、最奥を叩きつけるように腰を打ち付けると、忍は背を反らせて悲鳴を上げた。

「んあァアーー…、ふ、ふかっ……、ら、めぇ……」

カタカタ震えながら動かないでと、懇願してくる瞳の涙を散らすように彗は気持ちがいいと、腰を打ち付けた。

「アッ、はぁうっ……、く、くるぅ…、また、イくぅぅーーー！」

気が狂うと、泣き喚きながら達した忍の中へ彗も自分の欲望を放ち、乱れる呼吸で互いに空気を送るようにキスをした。

ビクビク震えて、助けを乞うように抱き着いてくる体を抱きしめながら、彗はこんなに人へ執着する自分に改めて困惑した。沢山の女を抱いたが、ここまで可愛いと思ったこともなければ心を満たされることもなかった。

不思議と忍を抱きしめると安心感が湧く。言葉では表せれないこの全ての感情が恋というなら知らない方が幸せだったかもしれない。胸が苦し過ぎて辛いからだ。

池田は忍のことを俺の大事な人だと何度も言っていた。記憶を失い、そんな相手など要らないと思っていたが、一度触れたらもう無理だと何かを悟った。きっと、こいつが泣いても喚いても、何をしても離してやれそうにない。

彗は腕の中で半ば意識を飛ばしつつある忍を見て微笑んだ。




　絶対に手離さない

　こいつは俺だけのものだ




彗は心の中で誓うように念じると、忍の唇へ深く口付けした。







　これでもかという程、身体を貪られた忍は最後は意識を手放し、グッタリとして動かなくなった。流石に心配で医者を呼ぶと、かかりつけの医師は呆れたように息を吐いて彗を睨み付ける。

「君は記憶をなくしても忍君を求めるんだな」

額を抑えて困惑する医師に彗はムッとしながら視線を床に落とした。

「この発熱はストレスからだから、ゆっくり休ませてやりなさい」

一言いい残すと、医師は帰っていった。

忍の部屋で男は反省しながら、赤い顔で寝息をたてる忍を見つめた。静かに寝かせてやろうと思うのだが、いかんせん、触れたくてウズウズする。




　頭、撫でるだけ…




誰に言い訳してるのか分からないが、そっと手を伸ばして焦げ茶色の柔らかな髪を優しく撫でる。すると、変わり無く寝息をたてて眠る姿にホッと息を吐いた。




　頬が赤いな

　触っても起きないかな……




熱で頬がリンゴのように赤くて心配な反面、今度は滑らかで柔らかな忍の頬へ触れたくて指先を伸ばした。起こさないようにと細心の注意を払ったが、頬へ手が触れた瞬間、忍の長い睫毛が震えて彗はサッと手を引っ込めた。

「んっ…」

ゆっくり瞼を持ち上げて目を開く忍に彗は罪悪感と喜びが入り混じった。

「忍、大丈夫か？」

ぼーっとする頭で優しく笑って自分を見つめてくる彗を見て、何があったのかを忍は振り返る。次に馬鹿みたいに高い天井へ視線を移し、重い溜息を吐いた。

「忍……」

好きだと訴えてくる飴色の瞳を見て忍はうんざりした。どうして彗はこんなに俺に固執するんだろと、回らない頭で考える。以前は一緒に積み上げた年月で恋をしたのだと理解出来ても今回は違う。




　俺、彗に対して特別な何かを発してんの？




もう何がどうなってるのか教えてくれと、忍は布団を頭まで被った。

「忍、しんどいのか？」

ガバっと瞬時に布団を剥ぎ取り、大きな手で前髪を掻き上げ、額に手を当てられる。熱が高いのか彗の少し冷たい手が心地良かったが、相変わらずデリカシーがない行動にまた溜息が漏れた。

「俺、熱あんの？」

体を起こすと、彗は手を離して頷いた。

「三十八度ある。無理はしない方がいい、何か欲しいものあるか？」

「んー…。お水」

少し考えて喉が渇いたことを告げると、彗は部屋に備え付けの冷蔵庫から水の入ったペットボトルと、常備されているコップを持ってきた。コップへ水を移して差し出され、忍はそれを受け取り、水を口の中へ含んで飲み込んだ。喉がカラカラだった為、二口目に口をつけたら、ごくごくと水を飲み干した。

「もっといる？」

水を注ごうとする彗に忍は首を横へ振ると、彗は忍からコップを受け取った。

「すっごい疲れた…」

久しぶりの情事に忍はバタンっとベッドへ倒れ込む。以前は良くあった倦怠感もこう久しぶりだと辛さが増すなと、ぼんやり考えていたら、彗が気遣うように頬を撫でてきた。

「俺はもっと忍の乱れる姿見たかったけどな」

「……俺のこと殺す気？」

真剣に聞いたが、彗には冗談に聞こえたようで、声を上げて笑って抱きしめられた。

「なぁ、今日ここで一緒に寝ていいか？」

離れたくないと、首筋に顔を埋めてくる男に忍は好きにすればいいと伝えた。彗は満面の笑みでいそいそとベッドへ入り込んでくると、身体を抱きしめてきて、頭に顔にとキスの雨を降らしてきた。




　こういう愛情表現は変わらないな




よしよしと頭を撫でて寝ようと誘うと、彗は忍を胸へ抱きすくめるようにして眠りについた。
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「約束！」

　翌日、熱も下がって体調も良くなった忍は登校するや否や彗の腕を引っ張りながら村上の教室へ連れて行った。

「分かった、分かった。ちゃんとそいつのフォローすればいいんだろ？」

面倒臭そうな彗に忍は睨み付ける。

「約束、ちゃんと守ってよ！」

渾身の枕営業を無にされては堪らないと憤る忍に彗は呆れてものが言えないと息を吐いた。そんな二人は村上の五組の教室前に立つ。扉を開けと、せっつく忍に男は渋々従った。

「おい、村上……」

扉を開くと同時に村上を呼ぼうとした彗だが、五組の壮絶な光景に柄にもなく言葉を失った。その様子に忍が怪訝な顔で彗の後ろから教室を覗き見た。

「村上君‼」

丸く地面へ蹲る村上がクラスメイト数人に取り囲まれて、暴力を振るわれていた。誰も止めることはせず、無視するか軽視する人間に忍が声を張り上げる。

「何やってるんだっ！いい加減に…」

怒鳴る忍を制して、彗が前に出ると、五組の空気が一瞬にして変わった。薄ら笑いを浮かべていたものは気まずそうに視線を伏せ、無関心を装っていた者は恐怖に顔を強張らせた。

「……何をしているんだ？」

五組全体を見回して質問を投げかけたが、皆、口を閉ざして答えない。その現状に彗は歩を進めて教室へ入ると、見せしめに村上の頭を踏みつける男の顔面をぶっ飛ばした。蛙が潰れるような声で吹き飛んだ男は地面に倒れ、両方の鼻から大量の血を流した。恐らく鼻の骨が折れたのだろう。彗の一発はとても重くて強い。それは見ただけで誰もが理解出来るほどだ。そんな五組の生徒達は震えてその場から後退った。

「俺が聞いたら直ぐに答えろ」

無言は命令違反だと告げる彗に周りは狼狽えた。

「一体、何をしているんだ？」

もう一度、先ほどと同じ質問をしたとき、再び沈黙が流れた。数秒で痺れを切らす彗はまた一歩進んで、近くにいた男の胸倉を掴み拳を振り上げる。そのとき、男が悲鳴のように白状した。

「リ、リンチですっ！」

その答えにピタリと拳を振るうことを止めた彗はなるほどと、地べたに座り込み、自分を見上げる村上を見た。

怪我をして痛みに体を強張らせてはいたが、恐怖や敗北に屈服した様子はなく、涙を流してもいなければ、体を震えさせてもいなかった。彗は面白いとほくそ笑む。

「村上は忍の友達なんだろう？だったら、やり返せよ」

自分が手伝うまでもなく、実力のある村上へ告げると、忍は声を荒げた。

「彗！村上君は…」

「いいんですか…？」

忍の声を遮るように村上は立ち上がって、彗へ確認した。その力強い眼力に忍は目を見張る。

「あぁ。好きにやればいい。それでお前やお前の家へ何かする奴がいるなら、神崎家が全力で潰してやるよ」

そう声を張って宣言すると、教室の中が驚愕に騒めいた。家格カーストで最下位の村上は神崎という後ろ盾に感謝した。そして、拳を握り締めて自分を殴りつけてきた男の顔面を殴り返した。何度も何度も繰り返し殴りつけ、顔を上げて目が合う奴から順に地面へと倒していく。そんな恐慌に忍はよろめく体を彗に支えられた。

「ちゃんと約束は守ったからな」

忍の頭へ一つキスを落としながら告げると、彗は忍の腕を引いて自分の教室へと帰った。







　予想にしていなかった展開に忍の思考はずっと停止していた。

「おい。忍？聞いてるか？」

ふと、彗の声が聞こえて、忍は弾かれた様に顔を上げた。

「ご、ごめん。考え事してた…」

「村上か？」

聞かれて頷く忍に彗は呆れたと溜息を吐く。

「忍は儚げで優しく謙虚だと思ってたのかもしれないけど、本当のあいつはきっと違うよ？」

「……じゃあ、どんなの？」

眉を寄せて聞くと、彗は楽しそうに言った。

「劣等感が強くて復讐心を持つ野心家だ。残忍なとこも持ってると思うぞ」

その言葉に忍は無表情になった。頭の片隅で自分が思っていたことを言われたからだ。彗は絶句する忍にまた意地悪に笑った。

「凄いの拾ったな、忍」

ククっと喉の奥で笑う彗はおもむろに紙へペンを走らせた。

「それ何？」

彗の名前と自分の名前、そして村上の名前が書き足されて、忍は首を傾げた。

「お前、本当に何も聞いてなかったんだな。親睦会のメンバーだよ。最低３人集めろだって。これでメンバーが揃ったな」

勝手に村上をメンバーに入れる彗に忍が焦った。

「ちょっと、こんなの勝手に決めたらダメだろ？ちゃんと、村上君にも聞かなきゃ！」

「聞いてどうなるんだ？俺が来いと言えば結局来るだろ？」

自分の言ったことが絶対と思っている彗には通用しない話だと、忍は机の上へ突っ伏した。

「……忍？」

機嫌を損ねさせたと思った彗は村上の名前を消した。

「分かったよ。俺は忍がいればいいから後は好きにしろ」

そう言って紙を渡され、忍は周りを見回した。そこにはギラギラと輝く目を向けてくるクラスメイト達に尻込みする。

「む、村上君にしよう！俺、お願いするよ」

早口に言うと、その言葉を聞いた生徒達は憎々しげに舌打ちした。

「……ところで村上君、大丈夫かな」

あのまま去ってしまったことを後悔する忍に彗は背筋を伸ばしながら言った。

「大丈夫だろ。権力がなかっただけで、あとは人並み以上な感じだからな」

この男がそういうなら大丈夫なのだろうと、忍は胸を撫で下ろすと、次にずっと気になっていたことを口にした。

「……彗って、村上くんのこと気に入ったの？」

「はぁ？」

「いや、なんか珍しく褒めてるから…」

上目遣いで聞かれ、彗は頬杖を付くと、指先で忍の頬をつついた。

「俺がじゃなくて、忍が気に入ったんだろ？」

あり得ない返答に忍は目を丸くした。何故なら、忍が気に入った者は今まで彗の嫉妬で闇に葬られてきたからだ。

「……それは友達になってもいいってこと？」

震える声で勢いに任せて聞くと、彗は忍の頬をふにふに摘んで引っ張りながら笑った。

「そりゃあ嫌だけど、忍が分をわきまえて接するなら村上との付き合いは許してやるよ？」

「ほ、本当に⁉」

この十年、到底考えられなかった言葉に忍は彗に詰め寄った。

「忍の一番が俺って、ちゃんと分かってるならね」

「うん！俺の一番は彗！それは絶対っ！分かってるよ」

何度も頷く忍に彗は笑って頭を撫でた。目を輝かせ、無邪気な子供のように喜ぶ忍に男はご満悦だ。

「彗、ありがとう」

彗は自分だけに見せる忍の笑顔に心が満たされた。




　可愛い…




まぶし過ぎる笑顔に満たされて、彗は思い直した。





　忍は恐怖心で押さえつけるより、優しく躾けたほうがいいのかもしれない




　勿論、最後は俺だけに依存させるから、それだけじゃ駄目だけど、そこら辺はゆっくりと…






正直、友達と言うカテゴリーの村上に苛立ちがないわけではない。

イラつき９割、我慢１割。だが、忍のこの笑顔で割合が覆された。イラつき１割、可愛さ９割だ。

なので、村上を消すのは今ではないと、考えた彗は忍へほんの少しの自由を与えることにした。
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「突然、同じ班にしてごめんね」

　昼休み、忍は村上を呼び出して謝った。彗の勝手な提案と自分の意気地の無さから迷惑をかけてしまうことに罪悪感が半端ない。この学園の親睦会は二泊三日の旅行でもある。だから、気心が知れた相手と皆、班を組みたがるのだ。

「全然いいよ！っていうか、むしろ工藤君や彗様と同じ班にしてもらえるなんて光栄だよ〜」

嬉しいと笑う村上に忍は安心した。そして、ふと、彗の言葉を思い出した。




　〝劣等感が強くて復讐心を持つ野心家〟




「クラスはどう？大丈夫そう？」

伺うように聞くと、村上は手を叩いてお礼を告げてきた。

「工藤君！本当にありがとう！大丈夫なんてもんじゃないよ！今じゃ、皆、僕の奴隷みたいなもんだから！」

上機嫌で告げてくる村上を忍はじっと見つめた。その視線に何を言いたいのか察した村上は苦笑しながら言った。

「工藤君は残酷だよね」

「え…？」

「だって君、誰にでも優しいから」

責めるように言われて、忍は言葉に詰まった。

「僕は助けて貰った身だし、君に嘘はつかない。ハッキリ言って、僕は奴隷が欲しいと思ってるよ」

思いもよらなかった発言に忍はただじっと、村上の話を聞いた。

「知ってるでしょ？この学校が僕には生活し辛い場所だって。だから盾が必要なんだ。そうじゃなきゃ、また僕が毎日、殴って蹴られる。蔑まれ、貶められる！逆らえない奴隷扱いを強いられるんだ‼」

最後は怒鳴るように主張する村上に忍は静かに聞いた。

「……それで仕返しするの？」

村上は責めるような聞き方をしてくる忍を睨みつけると、苛立ちを含むように言い返した。

「工藤君はされたことないから、そんな風に言えるんだ！生まれも育ちも上流階級で、あの神崎彗に守られている。こんな仕打ち受けたことないでしょう？」

村上の言葉に忍は宙を見て、今までの自分を思い出すように言った。

「……俺なんて彗と幼稚園で会ってから、まともに人と会話してないよ？」

「……はぁ？」

意味が伝わらなかったようで、忍はどこか寂しげに笑って説明した。

「小さい時に神崎家へ行ったら彗に気に入られて、幼稚園は編入。小学校も中学校もそして高校も一緒。今じゃ家に帰るのも許してもらえない。つい最近まで監禁されてたし。人権剥奪紛いなんてしょっちゅうだし、本当に殺されるんだって覚悟を決めた時もある。彗は今、俺のこと、記憶喪失なんだけど、それを機に逃げようとしたら失敗して今に至るんだ。それでも……」

忍は一度言葉を切って、村上を見て続けた。

「それでも彗へ仕返ししようとは思わない」

真っ直ぐ見つめてくる忍に村上は目を見開いた。心臓を撃ち抜かれたような感覚に身震いした。

「村上君には復讐なんて、して欲しくないな…」

独り言のように呟く忍が純粋過ぎて、村上は胸が痛くなった。

本当は嫌だし悔しいが、忍に嫌われたくない。その想いから、村上は復讐を断念するように溜息を吐きならが、恨みがましく言った。

「僕、彗様の気持ち分かるな…」

「え？何で⁉俺なんて幼稚園から一緒にいるけど未だに分かんないよ」

唇を尖らせる忍に村上は残念そうに笑った。

「工藤君って、彗様のお気に入りってのを省いてもお釣りがくるぐらい魅力的だもん。それにこの社交性の良さ、ほっといたら誰かに掻っ攫われそうだ。人を繋いで離さない魅力なのに工藤君はさっさっと次の人の元へ執着も見せずに去っていきそうで不安になる」

肩を竦めながら淡々と言われ、忍はその内容に驚いた。

「俺、そんなに薄情かな？」

「違うよ。なんだろう……。いい言葉が見つからないんだけど、とりあえず君の一番を死守したくなるんだ。工藤君は放っておいたら、あちこちの一番になりそうだから」

「……一番？」

「容姿もいいしね」

フフッと、褒め言葉を付け足して笑う村上に忍は唖然とした。

「どうかした？」

首を傾げると、忍は少し頬を赤らめて俯いた。

「いや、そんなこと言われたことないから」

「え？毎日、彗様に言われてるじゃないか」

「アレは挨拶みたいなもんだし」

正直、彗の可愛いだの綺麗だの発言は長きに渡り言われ過ぎて、視力が悪いのか頭がおかしいとしか思っていない。だって、いつも隣にいる彗はもの凄く綺麗で美しいから……

「どっちにしても、監禁されちゃうぐらいあの彗様を虜に出来るんだから、工藤君は恵まれてるよ」

羨ましいなぁと愚痴る村上に忍は腕を組んで、そうだろうかと、首を傾げた。
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　……最悪だ




　朝、目覚めると、午前十一時を指す時計を見つめて忍は枕へ顔を埋めた。昨夜は彗の目を盗んで村上と密会したことがバレて、嫉妬に狂う彗に目茶苦茶にされた。そのおかげで盛大な寝坊をした忍は大きな溜息を吐いた。

身体は重くて怠かったが、熱はない。それなら学校へ行こうと、ベッドから降りたら、部屋の扉が叩かれた。

「忍様、おはようございます」

笑顔で挨拶をしてきたのは専属執事の大内だった。

「……おはよう」

何故、起こさなかったのかと、恨めしい目を向けると、大内は困ったように言い訳を口にした。

「申し訳ございません。彗様が起きるまでそのままにと仰ったので……」

そんな事だろうと思っていたが、出来るだけ学校へ行きたい忍は不満だった。落ち込む大内へ制服を持って来るように指示すると、大内は洗面用の湯を張った容器を忍へ渡して、慌ただしく登校への準備に取り掛かった。







「行ってらっしゃいませ」

　車で学校の門の前までお送り届けてもらった忍は教室へと走った。学校は昼休みで、学内は賑わっていた。忍が遅刻してきても大して目立つ事もなかったが、教室へ入ると中は明らかに人が少なくて、ガランとしていた。

「あれ？彗は？」

誰に聞くでもなく自然と出た問いに、教室内にいた数人の生徒が恐る恐る村上の名前を出し、忍は不思議に思ってそのまま五組の教室へと足を向けた。







　五組の教室前は人だかりができていて、忍が入るのは難しかった。

「中で何かやってるの？」

忍の質問に野次馬の一人が答えた。

「彗様と村上って奴が自分の奴隷使って、デスマッチのプロレスしてんだよ」

「はぁ⁉」

忍は顔を顰めると、男子生徒達の間に割って入ろうと試みた。教室内からは歓喜の声が聞こえたが、それと一緒に鈍痛や悲鳴も聞こえてきて、忍は冷や汗を流した。

「ちょ、ちょっとごめん！通してっ！」

無理やり割り込む忍に観客は不満の声を上げたが、それが忍だと分かると、身を引いて道を開けた。

なんとか人混みを抜けて最前列へ行くと、彗に背中を蹴られてよろめく男子と村上に背中を押され、戦えと強要される女子が教室の真ん中で拳を握って殴り合いをさせられていた。

男も女も血を流し、痣だらけなのに、彗も村上もそれを見ている周りの生徒達も楽しそうに笑っていて、忍は気がおかしくなりそうだった。

「…すい……」

信じられないと、彗の名前を呼ぶが、忍に気づくことなく冷酷な男は楽しそうに笑っていた。

「彗っ！」

それを止めるように今度は大声で名前を叫ぶと、その場にいた全員が動きを止めて忍を見た。

「あれ、忍来たのか？」

笑って声をかけてくる男を睨みつけると、村上が笑顔でおいでと手招いた。

「工藤君も一緒にしよう？僕と彗様の勝ち抜きチーム戦なんだけど、どっちが勝つと思う？」

「忍は俺に賭けるよな？」

目が眩みそうな質問に忍は額を押さえた。それを見て彗が首を傾げて肩を竦める。

「忍、シラケさせんなよ。ゲームじゃん」

「………」

俯いて黙り込む忍に彗は村上へ一度、視線を向けた。村上も溜息を漏らして肩を竦めた。場の空気が盛り下がり、彗は忍の近くへ歩みりながら説得を試みる。

「忍、ブラックジョークだって。ほら、笑えよ。怒んなってば」

忍の肩を抱こうと手を伸ばすと、その手を忍は叩き落とした。

「こんな悪趣味、付き合えないっ！」

怒鳴り声に近い声音で睨みつけられ、彗は呆れたように言った。

「村上ぐらい柔軟になれば？忍は真面目過ぎて面白くない」

忍は彗のその言葉に怒りと屈辱が募った。村上はそんな忍に良からぬ雲行きを感じて、謝りながら距離を詰める。

「ごめん、ごめん！工藤君。僕からこのゲームをしようって誘ったんだ。周りのギャラリーも見てよ？楽しそうにしてるから僕達もちょっと盛り上がり過ぎちゃって。もう止めるよ」

ねっ。と共犯者へ村上が視線を向けると、彗はどこか不満気に頷く。

「ほら、彗様もこう言ってるし今回は許してよ？」

にっこり笑って機嫌を取ってこようとする村上を忍は彗同様に冷たい目で見つめた。

「村上、もうほっとけ。忍は変に頑固だからこれ以上言っても無駄だ。本当、興醒めだ」

彗が解散を告げたとき、自分を罵る男に忍は拳を握りしめて楯突いた。

「はぁ？興醒め⁉お前のやってることの方が興醒めだよっ！見ろよ、五組の子達は皆んな泣いてるじゃないか！」

「喜んでる奴らだっているだろ」

「被害者がいるんだぞ！」

「それは仕方ないんじゃないか？」

本気で怒っているのに彗はまともに取り合おうとはせず、かったるいなと忍を見た。

「忍さぁ〜、村上のこと少しは見習えば？」

その言葉と態度に忍は遂にキレて、彗の頬をバシンっと平手打ちした。まさか殴られるとは思ってなかった彗も油断していた為、綺麗にビンタが決まる。




　────っ！




殴られたその瞬間、彗の中でパチンと何かが弾けた音がした。そして怒りに顔を紅潮させる忍の顔を呆然と見つめた。

「そんなに村上君がいいなら、これからは村上君と一緒にいろっ！」

思い切り怒鳴る忍は彗へ背を向けると、五組の教室を出て行った。

「彗様！大丈夫ですか⁉」

村上が焦ったように聞くと、彗は叩かれた頬を押さえて村上を見た。そして苦虫を潰したような顔で呟いた。

「ヤバい。…俺、記憶戻ったかも」








揺れる心






　彗の記憶が忍の一撃でどうやら戻ったらしく、村上は目を見張った。

「えっ！嘘‼アレで⁉」

ってか、そんな事で？と、言うよりこのタイミングで⁉

間が悪いのかなんなのか言葉に詰まっていると、彗は大きな溜息を吐く。

「参ったな…、忍が稀に見せないぐらいキレてた」

村上はチラリと彗を見るも、最初こそ困った顔をしていたが、今ではもう楽しそうに笑っていて、忍への哀れみを感じた。

「ちょっと、距離空けてみようかな…」

ふふんっと笑って悪い顔をする男に村上は巻き込まれたくないと冷や汗を流した。







　彗は池田へ電話をし、記憶が戻ったことを告げた。そして、忍と喧嘩をしたので距離をおくと話したあと、忍へ複数の護衛をつけるように命じた。

担当リーダーは大内とになったが、残りの数名の見張り役は彗自らが選抜した。その一部始終を隣で見ていた村上が失笑する。

「そんな見張り付けるぐらいなら、一言謝って戻ってきて貰えばいいんじゃないんですか？」

さっさと仲直りしたらいいのにと提案したが、彗は首を横へ振って笑った。

「ちょっと、忍を煽ってみようと思って。自由にするのと放置にするのは違うからな」

悪巧みする暴君に村上は忍が彗へ反発する理由を垣間見た。

「俺、工藤君と普通に話していいですか？」

村上は彗を崇拝してはいたが、忍には恩がある。加えて友達だとも思っている。なので、どちらに付くとかではないが、忍と変な空気になるのは嫌だった。

「駄目。お前は俺とちょっとの間、行動しろ」

「………」

「悪いようにはしないから。それに、そんなに長いこと忍を自由にする気ないし」

というより、出来ないと笑う彗に村上は何を考えているのか分からないと、溜息を吐いた。







　　　　　　　　　　　　＊




　ムカつく、イラつく、腹立つなぁ〜




苛々が治らずに忍は足音をダンダン鳴らしながら自分の教室へと戻った。教室へ入る前に不本意ではあったが、彗が追いかけてきているのではと振り返る。だが、その姿は見えなくて、忍の怒りは更に膨らんだ。




　謝りにもこないのかよっ！

　ってか、俺からは絶対折れないっ！




村上と比べられ、悪趣味に理解を示さないと非難する彗に辟易した。




　彗とは口もききたくないっ




感情的になって手を上げてしまったが、忍は全く罪悪感を持たなかった。むしろ何故、拳で殴らなかったのかと後悔している程だ。

ムカムカとする気持ちを鎮めるために何度目かの深呼吸をしていると、予鈴が鳴り、教室へ生徒達が戻ってきた。だが、彗だけは戻ってこなくて、それもまた忍の胸を騒がした。







　結局、午後の授業全てをサボった彗は教室へ戻ってこなかった。忍はその間、冷静さを取り戻していた。彗の頬を打った掌を見つめて溜息を吐く。




　やっぱり、悪かったな……




元々、平和主義で暴力が嫌いな忍は、あれほど拳で殴れば良かったと思っていたが、時間が経つにつれて手を上げてしまったことを申し訳なかったと反省する。まだ、彗への怒りはあるものの、手を上げてしまったことは謝ろうかと考えながら門へ向かった。

　校門前には神崎家の車が二台止まっていた。一台からは池田が、もう一台からは大内が降りてきた。

「お疲れ様です、忍様」

頭を下げる池田に忍が何故二台も車があるのか聞いてみると、池田は少し言いにくそうに告げた。

「その…、彗様が本日は村上様とお出かけになるとのことで……」

「………で？」

「忍様を大内に送らせるようにと仰せつかりました」

頭を下げて告げてくる池田に忍の怒りがブツリと切れた。




　上等だ……

　そんなに村上君がいいならそっちにいけばいい




「分かりました。彗にさようならって伝えといて下さい！」

フンッと鼻を鳴らして背を向ける忍を池田と大内が急いで追いかる。

「ま、待って、待って下さい！忍様！」

呼ばれて振り返ると、大内は車を指差した。

「どこへ行くんです？車へ乗ってください！」

いつも大人しい忍に大内はパニックになる。

「別にどこでもいいでしょ？ってか、付いてこないでよ！」

「いやいや、困ります！」

「もう、俺は彗や神崎家と無関係になる！だから心配なんてしなくていいよ！もう、彗とは絶交するから。これからは村上君を守ってあげて下さい」

「はぁ？な、何を言ってるんですか？そんなの彗様が許すわけないでしょう？」

絶交なんてあの彗を相手に考えられないと大内は叫び、池田はこめかみを押さえた。

「許すも許さないも、もう絶交するって言ったらするのっ！」

忍は子供のように叫んで二人に背を向けると、駆け足でその場を去った。







「はぁ？絶交？何言ってるんだ？忍の奴」

　村上を連れて池田が待つ車に乗ると、彗は心底機嫌が悪そうに言った。

ニ、三日、自由にして自分への反応を伺い見るつもりだったが、また勝手に暴走して反抗を見せる忍に彗の中の征服欲が顔を出した。




　久しく見ないほどキレてるとは思ったけど、あいつ…




苛立ちから舌打ちをする主人に池田が更に言いにくい事態を告げた。

「とりあえず、その……、どこかへ逃走する忍様を大内が追いかけました」

「どこかって、家へ連れて帰ってないのか？」

「………申し訳ございません」

忍が神崎家に戻っていないと知った彗は眉間に皺を作った。池田は深々と頭を下げて謝罪する。

「忍のあの変に強気なところ、どうしたら治ると思う？」

高級車を思い切り蹴りつけたあと、怒りが[image: u+8ff8]る笑顔で彗が村上へ聞く。

「……いや、その、工藤君っていつもこんな感じなんですか？」

温和で上品で優しいと思ってはいたが、意外と頑固で手厳しく、芯を持っていることに村上は感心した。が、その美徳ともなる芯はこの支配欲の強い人間には疎まれるものだと、失笑する。なんにせよ、この神崎 彗の神経を逆撫でする天才らしい。

「僕も一緒に探しましょうか？」

村上の申し出に彗は少し考えてから頷いた。そして、鋭利な瞳と冷たい声で忠告した。

「忍に何かしたら、お前の人生、詰んだと思え」







　ひゃ〜…、怖いなぁ〜


　あの恐怖の塊の彗様にこんなに反抗しちゃう工藤君は本当、勇者だよ






村上は彗と別れ、忍を探すために街へと出た。

あの飴色の瞳に囚われたら、蛇に睨まれた蛙状態になる村上は、あれを何十年も前から経験済みの忍を哀れんだ。

見ただけで感じる強烈なカリスマ性を放つ彗はこの学校の中では神だった。学校の外でもおそらく神的存在だろう。そんな相手に屈しない忍は、はたから見ると愚かな異端者だ。





　上手に媚びを売って、人生謳歌すればいいのに不器用なのか頑固なのか……






「工藤君も損な子だな」

はぁ、と溜息を吐く村上は天を仰いだ。そして、少し騒ぐ声が聞こえて、そちらに視線を向ける。黒いスーツを着た大人の男、四人に囲まれ、怒鳴る忍を発見した。

「……工藤君も目立つ人だなぁ〜」

彗の隣にいても決して薄くなる訳ではないあの美しさ。

彗とはまた違った魅力を放つ忍は一度関わると、離したくなくなる甘い蜜の味がした。




　優しくて強い

　美しくてどこか儚い笑顔が癖になる




男に全く興味はないが、征服欲を掻き立てられ、異様な気分になるのだ。彗の気持ちが男なら分かるものがあって、村上は困ったように笑った。

忍は神崎家の使用人に腕を掴まれ、更に激昂していた。

「あらら…、アレじゃ工藤君は宥められないよ」

聞こえることのない使用人へのアドバイスを呟くと、村上は忍の元へ駆け寄った。







「はーなーせっ！絶対、帰んないっ！」

　大内は頭を抱え、忍をどう宥めるべきか悩んだ。助っ人へ来た同僚に腕を掴まれ、暴れる忍を前に青褪める。いつも何だかんだと怒りを鎮めて、いうことを聞いてくれてた忍が、ここまで反発することに困惑した。

「忍様、戻りませんと彗様の怒りに触れます！」

「知らないっ！もう、俺は彗とは絶交したから！さっきも言ったけど、村上君連れてったら。俺と村上君、天秤に掛けて村上君といる方が楽しいらしいしっ‼」

嫌味をぶつけるように叫ぶと、大内と他の使用人は参ったなと息を吐いた。そのとき、忍は後ろから聞きなれた声で名前を呼ばれた。

「工藤君、僕に嫉妬してたの？」

　振り向き様、思いもしなかった一言に面食らった忍は顔を赤くし、次に湧き起る怒りにふざけるな！と怒鳴り声を上げた。だが、怒鳴られた村上はなるほどと、満面の笑顔で目の間にあったファーストフード店を指差した。

「ちょっと、お茶しない？」

ホテルのラウンジでもなければ高級カフェでもない一般市民が利用するファーストフード店。たった一度、彗と昔使用して、池田にこっぴどく叱られた忍は好奇心と叱られたときの恐怖心で板挟みとなった。

「なに？もしかして入ったことないわけ？」

バカにしたわけじゃなく、驚いただけの村上の言葉に忍は首をぶんぶん横へ振ると、足を進めた。

「初めてじゃない！一回来たことあるし！」

十六歳で世界に溢れる名店舗をたった一度しか使用していないことは十分箱入り息子だと村上は思ったが、合えて口にすることなく店内へ入る忍の後ろに続いた。勿論、大内達にはここで待つ様に告げてだ。大内は困り果てるように項垂れたが、自信満々な村上に一縷の望みを掛けて、同僚とその場で待つことにした。







　古い記憶を思い出しながら、明らかな挙動不審な態度で席に座った忍へ村上がポテトとドリンクのコーラを持ってきた。

「頂きます」

目の前にコーラを置くと、丁寧に頭を下げる忍に村上は律儀だなと笑った。村上はテーブルを挟んで忍の前へ座り、自分用のコーラを一口飲んで謝罪した。

「工藤君、今日はごめんね？」

「……」

「悪ふざけが過ぎたよ。でもね、僕はあんな悪ふざけよりもっと酷いことを毎日されてきたんだ。あれぐらい許してほしいな？」

「……」

ずっと黙ったままの忍に村上は困ったようにお願いした。

「工藤君、僕と友達止めないでね」

この村上の言葉に忍は伏せていた瞳を上げた。

「村上君は悪くない…。酷いことをされたら、多少の復讐心は芽生えるもんだし。でも……、あれはやり過ぎだよ？彗が絡むから余計に大事になったのかもしれないけど、俺は村上君にはあまり酷いことして欲しくない」

「……うん」

「その……、友達を止めるつもりもないよ？」

最後に忍が赤い顔で付け足す言葉に、村上は胸を撫で下ろした。

「ありがとう」







　二人は少しぎこちなかったが、目と目が合うと、ふっと笑い合って、少し柔らかな雰囲気が流れた。そのまま中庭で初めて一緒に昼ご飯を食べたときのように他愛のない話で忍は声を上げて笑う。互いの話が進むに連れて、村上は彗の話を切り出した。

「工藤君はさ、なんであんなに彗様にキツイの？」

「え？」

「彗様ってあの神崎家だよ？あの世界的な。日本だけじゃなくて世界的財閥！そんな跡取り総帥にこんになに気に入られて、そんなに嫌そうなのってなんで？」

心底分からないと、聞いてくる村上に忍は顔を顰めた。

「……彗って人格っていうか、性格悪いよ？」

「そんなささやかなこと、工藤君が流してあげなよ！」

「ささやかっ！あの凶暴で意地悪で人のことを所有物扱いするのをささやかで片付けないでよっ！」

目の色を変えて言い返してくる忍に村上は一瞬尻込んだ。しかし、そのあと、忍という人物を理解してはぁぁ〜っと頭を抱えた。

　プライドの高い人なのだと村上は思った。下手をすれば彗よりもプライドが高いかもしれない。忍の求めているもの。それは恐らく──

　〝神崎　彗と対等の立場〟

我儘をどれだけ聞いてもらっても、甘やかされても、忍には響かないのはこの為だろう。忍を認め、同じ目線で接しない限り、この男はあのカリスマにいつまでも反発するのではないかと村上は思った。次にここに居ない彗へ思考を切り替える。

　彼は征服欲の強い男だと思う。人が同じ土俵に立つのはきっと嫌がるだろう。例えそれが愛しい忍であっても。忍を支配し、跪かせたい男には忍のこのプライドの高さと思考が邪魔の何物でもないはずだ。これは──

「水と油だな……」

なんて難問なんだ。と、村上は頭を悩ませた。

「工藤君、とりあえず今日は戻ったほうがいいと思うな」

　極力、忍の神経を逆撫でしないように柔らかく、下手にでながら村上は言ったが、忍は嫌だと首を横へ振った。

「工藤君、彗様も反省してるよ」

「しないよ、あいつは！」

「そうかな？」

「っていうか、村上君は彗のことどう思ってるの？」

意味深な聞き方に村上は一瞬どう答えるか悩んだが、正直に告げた。

「崇拝してる。あんな素晴らしい人はそうそういないと思う。知力、体力、独創的で、人を平伏させる天性からの能力は素晴らしいよね。もう、オーラが違うもん」

惚れ惚れしながら彗を語る村上に忍はふ〜んっと興味無さそうにコーラを飲んだ。

「工藤君は？」

「え？」

「彗様のこと、どう思ってるの？」

笑って聞かれ、忍は難しそうな顔をした。

「嫌い」

ポツリと呟く忍に村上は大笑いした。

「ほんっとう可愛い人だね、君！僕といる彗様が嫌なんでしょ？工藤君って意外とやきもち焼きなんだね〜」

「……はぁ？やきもちっ⁉俺が⁉」

ガタンっと椅子を鳴らし、前のめりになって声を上げ、聞き返してくる忍に村上は驚いた。




　あれ？無意識なんだ




村上は忍から微かに感じた嫉妬心を利用できないかと考えたあと、トイレへ行くと言って席を離れ、彗へと電話を掛けた。

「彗様、工藤君見つけました。それで、提案なんですけど今日はってか、ちょっと本当に距離開けたらどうですか？」

『……どうして？ってか、どこにいるんだ？』

彗の心配と怒りを感じる質問に村上は楽しそうに笑った。

「工藤君が嫉妬してますよ」

因みに場所はファーストフード店。と告げた村上に、彗は思考を止めた。







　　　　　　　　　　　　　＊




　忍が行方を眩ませ、連絡があれば直ぐに出られるようにと車の中で待機していた彗だが、村上からの一本の電話で自宅へ戻ることにした。車内で景色を変える窓硝子を見つめながら、先ほどの村上の言葉を反復する。

「嫉妬？」

『はい。彗様と仲良くする僕に嫉妬してますね』

「……そんな素振り全く見えないけど？」

『そうでしょうね。工藤君の嫉妬心って、彗様を追いかけさせるように仕向けてるから。今もそうでしょ？彗様が追いかけてくるの待ってる。でも、追いかけて来ないから子供のように癇癪起こして、更に気を引こうとしてる。ここで更に追いかけなかったら工藤君、もっと拗ねるかも』

楽しそうに言う村上に彗は暫く考えた。村上が言うことが事実ならこれ以上、拗らせないように迎えに行くべきなのではと。それを伝えようとしたとき、質問より先に村上が口を開いた。

「いっそのこと、彗様への恋心を認識させた方が今後の為になると思いませんか？」

その言葉に彗は押し黙った。今後のことも考慮した結果、彗は小さく頷いて言葉を放つ。

「分かった。とりあえず、今日は自宅へ帰らせるようにする」

村上の言ったことを全て鵜呑みにするわけではないが、もしも本当に忍が嫉妬をしているのなら、願ったり叶ったりだと男は心を弾ませた。




　あの忍が嫉妬……

　そんな日が来るなんて思いもしなかった




本当に嫉妬しているのかを見極めたい。今直ぐ、胸に抱きしめ、問いただしたい。己の欲求を堪える今夜は、彗にとって恐ろしく、とてつもない長い夜になるであろう。

早く明日になれと願いながら、彗は外の景色を見つめながら恍惚と微笑んだ。







　翌朝、忍は不貞腐れながら実家を出た。絶対、彗から謝罪の迎えが来ると思っていたのに、まさかの電話一本もなくて、苛立ちに一睡も出来なかった。ぶっちゃけ、学校へ行きたくなかったが、休む理由もなくて忍は母の作ったお弁当を持って家を出る。




　彗の奴……

　ムカつく




本当に自分のことはもういらないと言われている気になった。記憶喪失のときは心のどこかで仕方ないと思っていた。だが、今は違う。




　記憶がなくても自分へ執着を見せていたくせに……




家の扉を開くと、神崎家の車が止まっていて、忍は彗が来たと駆け出した。だが、車の前には大内が立っているだけだった。忍は確認するように後部座席へ目をやると、大内は忍の言いたいことを察したように頭を下げた。

「おはようございます、忍様。彗様は別の車で登校しております」

「………そう」

期待を裏切られ、忍は目に見えたように気を落とした。

「彗様は学校で忍様を待たれていますよ！」

お世辞抜きの真実なのだが、忍の心には響かない。忍はトボトボ歩いた。

「忍様、車で……」

大内は徒歩で登校しようとする忍を引き止めるが、忍は顔を横に振って拒否した。強く勧めることも出来ず、大内は忍と一緒に歩いて登校することにした。







　校門前で大内を筆頭に何人かの使用人に恭しく見送られ、忍は重い足取りで自分のクラスを目指した。教室へ入ると、生徒達が忍を見て静まり返る。感じの悪い対応に顔をムッとしたとき、彗が目に飛び込んできて、忍は固まった。

驚いた理由はそうそう見せない笑顔で彗が村上と会話を楽しんでいたからだ。そんな二人は話に夢中になって、忍の存在に気がつかない。まるでずっと前からの気が合う友人と話すような彗と村上に、忍は孤独感を覚えた。




　俺とじゃあんな風に話さないくせに……




漠然とする途方もないショックを忍は受けた。心にぽっかり穴が開く感覚に涙が出そうで、踵を返して教室を出る。

「あれ！工藤君？」

忍の存在に気付いた村上が声を上げたが、彗はしっと人差し指を唇へ当てて笑う。どうやら忍が扉を開けたときから気が付いていたようで、村上は流石ですと苦笑した。







　……ヤバイ。俺、泣きそうだ




　涙が溢れそうで、それが惨めだと、忍は歩いていた足を駆け足に変え、どこか一人になれる場所を求めて走った。分岐点である階段に足が止まる。予鈴が鳴り、他の生徒達は教室へ戻っていく。取り残され、一人になる忍はそのままゆっくり階段を登っていった。誰もいないと思うと流れる涙が止まらなくて、視界がぼやけるなか、躓かないよう必死で階段を登った。そのまま屋上へ続く重たい扉をゆっくりと押し開き、迎えるような風が吹き抜けて、息を呑む。




　何故泣くのか分からない

　不安？恐怖？

　悲しみ？悔しさ？




彗に捨てられても泣かない自信があった。

新しい友達を作れると心を何度も踊らせて、いつも解放される事も望んでいた。だけど、分かってしまったのだ……




　村上に取られた




彗を村上に取られたんだと思うと、忍は嫌で仕方なかった。この瞬間、忍は村上が言うように自分は嫉妬していたんだと痛感した。自分には見せたことのない顔を村上に見せているのを目の当たりにして、忍は嫌だと確信してしまった。

「………アホらし」

温かな日差しと駆け抜けるような風に頬を打たれ、忍は冷静になれと自分を戒めて呟く。

せっかく出来た友人に嫉妬し、幼馴染みに捨てられたと泣くなんてどれだけ惨めなんだ。ナーバスな気持ちが落ち着くのを待つ様に忍は扉を閉めて、その場にゆっくり正座した。





　よく、漫画やドラマで何かあれば屋上に来るって言うけど、屋上って何もないな…






ただのアスファルトが広がるだけだと、忍はじっと座ったまま地面を見つめた。

「普通、地面じゃなくて空見上げない？っていうか、正座ってどんだけ育ちいいの？」

突然、呆れるような、からかうような声が降ってきて、忍は顔を上げた。




　ふ、不良……⁉




逆光で顔が確認出来なかったが、髪が金髪で、耳に数えきれないほどのピアスが沢山付いていて、忍は驚きに目を瞬かせた。

「お前……、工藤　忍？」

食い入るように見つめて、自分の名前を口にした男に忍は緊張した。

「一人なんて珍しいな」

「……」

黙って、俯く忍に男は困ったように息を吐くと、観念したように言った。

「上がって来いよ。そこにハシゴがあるだろ？」

言われて、周りを見回すと、壁と一体化した錆びた鉄のハシゴに忍は言われるがまま手を伸ばした。屋上の更に上があるなんてと、胸を高鳴らせながら忍はハシゴを登った。そこは学校の外の住宅街が一望でき、なかなかの絶景が広がっていた。強く吹く風も気持ちよく感じる。

「気持ちいい…」

ふわりと笑う忍の頬を男は誘われるように指先で撫でた。あまりな自然な行動だが、距離感が近すぎて忍は固まった。すると、指先を指の甲へと変えて擽られた。

「……泣いてた？」

無表情な男の顔をここで初めてちゃんと見た忍はあまりの端正に整った顔立ちに目を見開いた。

「なに？惚れちゃった？」

茶化すように囁くと、男はゆっくり顔を近付けて、唇と唇を触れさせた。

「……う、うわあぁぁぁぁぁあーーー！な、なにっ⁉」

男からズサササッと後退って、顔を青くする忍に男は腹を抱えてケタケタ笑う。

「お前、可愛いな！俺の好みの顔だったから…」

キスしちゃったと、微笑む男に忍は胸がドキンッと揺れた。

違和感を持たせる不似合なピアスと金髪だが、品のある物腰と微笑みに忍は見惚れた。黒い瞳が日に照らされ、黒曜石のように美しく、彼の端正に整う男らしい顔が魅力的だった。

「お前も俺のこと、まんざらじゃないだろ？」

見惚れていることを指摘され、忍はボンッと顔を赤くする。

「ち、違う！彗とはタイプが違う顔だから！」

目茶苦茶な言い訳をしながらも、忍はその魅力的な顔から目を反らさなかった。

「あぁ。あの美男子ね」

彗のことを知っているようで、男はクスリと笑って頷く。

「……あんた、俺のこと知ってるの？」

忍が訝しむように聞くと、男は笑って頷いた。

「神崎 彗の幼馴染みでお気に入り。超有名じゃん」

嫌な称号に忍は視線を伏せた。明らかに元気のない忍へ男はよしよしと頭を撫でやる。

「神崎から離れて、一人でこんなとこにいていいのか？」

男が聞いてきて、忍はそっぽを向いた。そんな態度がどこか幼く感じ、可愛いと、撫でていた手を頬へ移す。

「いっつもくっ付いてんのに喧嘩？」

自分へ向く様に顔を上げさせて、質問を続ける男に忍は嫌そうに答えた。

「別に。捨てられただけ」

自虐的な言い方に男は一瞬驚いたが、どこか傷付いたような顔で笑った。

「……それは、辛いな」

ポツリと呟かれたその言葉に忍は一気に涙が溢れ、視界がぼやけた。

「っ、ごめ…」

泣きたくないと身を引く忍の体を咄嗟に抱きしめ、男は大丈夫だと背をポンポン叩いた。その優しさに忍は耐えていた涙を流し、男にしがみついて思い切り泣いた。

どれくらい時間が経ったのか、とりあえず全力で泣いた忍は冷静さを取り戻すと、襲いくる羞恥に耐えた。見ず知らずの男に縋って大泣きするなんてと、落ち込む姿に男は不敵に微笑み、自己紹介をした。

「嶋　 竜二しま　りゅうじ。二年一組、宜しくな」

　竜二はハンカチをポケットから出すと、ゴシゴシ忍の顔を拭いてやる。

「うん。やっぱり綺麗だな」

可愛いと、目元へキスしてくる嶋　竜二と名乗った男に忍は照れ隠しのように早口で捲し立てた。

「……授業でなくていいんですか？」

年上と知り、敬語を使うと、竜二はゴロンと横になり、瞳を閉じて答えた。

「うん。俺、頭いいから。…あと、敬語じゃなくていい」

「……頭がいい容姿には見えないけど本当？」

探るように聞くと、竜二はアハハと声を上げ、片目だけをパチッと開いて忍を見た。

「バカっぽく見える？」

「…どうかな。顔が良いから馬鹿には見えないけど」

遠回しに髪の色を指摘すると、竜二は声を上げてまた笑った。

「ストレートな奴だな。髪は親が嫌がるから染めただけ。ピアスは異母兄弟に一度無理やり開けられたから強がって目の前でたくさん開けてやったらこんなんになったんだよ」

「………なんか、複雑だったりする？」

サラリとだが、あまり穏便ではない言葉がチラホラ混ざっていて、忍は固まる。

「ん？複雑だけど、そんなに気にすることもないよ。俺、愛人の子ってだけだから。正妻の子供達は一応この学校通ってるけど、金にものを言わせてるアホばっかりだから、父さんが見兼ねてね。一番見込みのある俺も跡取り候補に入れたんだ。それがあいつらには気に食わなかったらしい。俺も跡取りとかなる気ないし、こうして髪染めて授業サボってアピール中なだけ」

あっけらかんと答えられ、忍はどう答えるべきか悩んだ。なかなか深い話のはずなのにふわふわと軽く話されたせいか、そんなに重要なことでもないのかと錯覚する。。

「忍は？」

突然名前で呼ばれ、忍はドキッとした。自分を名前で呼び捨てにするのは両親と彗以外いないからだ。だけど、悪い気がしなくて、忍はそれについて触れなかった。

「俺は彗と出会ってから彗と一緒に行動させられてた。高校もそう。でも、俺といても価値観も違うから嫌になったのかも。価値観が合う友達に会えて彗は楽しそう」

「じゃあ、忍も友達作れば？」

「……うん。でも、ショックだった。今まで離れたいって思ってたのに……。彗から離れて行かれて自分でもショック過ぎて戸惑ってる」

話しているとまた瞼が熱くなり、忍は俯いた。




　俺、本当にショックなんだな




彗を思い出すと、涙が浮かんで自分の気持ちが浮き彫りになった。

「………俺と友達になる？」

ごしごしと袖で目元を拭われ、忍は上目遣いで竜二を見た。

「俺、ほぼここで寝てるから、サボり友達になろう？」

ニコっと笑って、あまりよろしくない命名の友人関係に忍は笑った。

素直に嬉しかった。と、いうより頭を優しく撫でて柔らかな空気感で側にいる竜二に兄がいたらこんな感じなのかな。と思うと甘えられた。そんな二人は一日をこの場所で過ごした。テレビやゲームの話をした。苦手な数学も自称頭がいいと言う竜二に教えてもらった。実際、竜二は本当に頭が良く、おまけに教え方も上手だ。他にも色々、助けてもらって、気がつけば下校時刻になっていた。

「ありがとう。嶋は先生より教え方上手いね！」

「竜二」

「え？」

「竜二って呼んでいいよ」

名前を呼べと指摘され、忍は頬を赤くした。

「……竜二」

口に出して呼ぶと、照れるが嬉しくてハニカム。

「本当、可愛いな…」

「可愛くない」

「可愛いよ？そのへんの女より全然可愛い」

優しい声で言われ、気が付いたときには竜二の顔が近付いていて、忍はまた唇を奪われた。

抵抗する隙すら与えない男に忍は困惑した。そんな忍に竜二は立ち上がると、ハシゴを使わず、そこそこ高いこの場所から飛び降り、シュタッと着地すると、扉を開ける。

「じゃあ、またな！忍」

手を振ってバイバイと告げる竜二に忍は惚けたように手を振り返した。そして、自分はゆっくりハシゴを伝って降りると、また竜二へ感心を寄せた。

「運動神経もいいんだ」

自分にはこの高さを飛び降りのは怖いなと、実感しながら、静かに息を吐いた。







　教室内ではもう誰も近寄れないぐらい彗が不機嫌で一組は終日静まり返っていた。

下校時刻だというのに、誰一人、席を立つこともせず物音すらたてない。存在を感じさせると彗の目に触れて何をされるか分からなくて、生徒達は息を潜めて固まっていた。

そんな重苦しい空気の中、ガラリと扉を開く音が聞こえ、彗は忍が帰ってきたと席を立って顔を向ける。だが、それは忍ではなく、五組から心配で様子を見に来た村上だった。

「あれ〜？工藤君、結局丸一日サボり？」

機嫌の悪そうな彗を見て、これはマズイなと笑う村上に彗はそのまま教室を出て行った。

「おい、忍が行きそうな所、知ってるか？」

もう待てないと、忍を探しに行こうとする彗に村上は首を捻る。

「中庭にはいませんでしたよ？僕、工藤君とは基本、中庭でしか交流なかったんで、それ以外はよく分からないんです。彗様の方が詳しいでしょ？」

逆に長年付き合っていたら分かるだろうと聞き返され、彗は言葉に詰まった。

全く分からないからだ。忍は基本、自分から学校にいる時、側を離れなかった。と、いうより彗が離さなかった。

一人が実は苦手な忍だから、放っておくと誰かと仲良くなりそうで嫌だったからだ。もしかしたら、村上のときのように誰かと仲良くなっているかもしれないと思うと、頭がおかしくなりそうなぐらい気が立つ。

村上は忍に好意を寄せてはいるが、安全な好意だった。思考や雰囲気は忍が勘違いしただけで、恐らく自分寄りの考え方の村上は自分が全てを話さなくてもそこそこ上手に立ち回り、同世代では相当扱い易い駒だと思った。忍とも上手く付き合っていくだろう。

「彗様、ちょっと余裕持って下さいよ。工藤君、下駄箱見たけど帰ってる様子ないからそのうち戻ってきますよ？そんなに心配なら今日は実家へ帰らせずに彗様の所へ帰さらせたらいいじゃないですか？」

「そんなこと、お前に言われなくても分かってる！」

大きな声で怒鳴られて、村上は一瞬、呼吸が止まった。あまりの恐怖にこれ以上、何も言えず固まっていると、彗の携帯電話が鳴る。

「池田、忍は見つかったか？」

電話に出るなり、催促をする彗に池田が言葉に詰まる。

『…申し訳ございません。私も大内も探し回っているのですが』

口ごもる池田に彗は奥歯をギリッと鳴らすほど噛み締めた。

「見つけたら問答無用で家へ連れて帰れ」

怒鳴りつけるように命令すると、彗は電話を切って、忍を待ち伏せするべく校門へと向かった。







　一日、こんな風にサボったことがない忍は今更ながらビビっていた。家へ帰ったとき、母に怒られないかとドキドキする胸を押さえながら下駄箱で靴を履きかえる。そのとき、聞き慣れた悲痛な声に振り返る。

「し、忍さまぁあぁぁぁぁーーー！」

「お、大内さん⁉」

強烈なスピードで目の前にくる大内は涙を流し、跪いて腰に抱き着いてきた。

「い、いて良かったですっ！もう、彗様が朝からお探しですよ！」

一体どこにいたのだと泣き喚く大内に忍は驚いた。

「悪いんだけど、彗には会いたくない」

「はぁ⁉だ、ダメに決まってるでしょ！何言ってるんですか！彗様、本当に機嫌が悪くて…」

ここで忍を見逃しでもしたらきっと死人が出ると、大内は喚きながら池田へと連絡した。数分で大量の汗を掻き、息を乱す池田が到着する。ここまで乱れた池田を見るのは久しぶりだと忍は思った。

「し、忍様！どちらにいらしたんですかっ⁉」

血眼になって探したぞと言わんばかりの池田に忍は参ったと、額を押さえた。

「あの…、彗に会いたくないので帰らせてください」

単刀直入にお願いすると、池田は忍の腕を掴んだ。

「無理に決まってるでしょう！帰るにしてもせめて彗様に会ってから帰って下さいっ！お願いしますよ！」

池田の異様な焦りに忍は首を傾げた。

「なに？彗がまたなんか荒れてるの？」

「荒れるも何も忍様をずっと探してますよ！もう、手がつけられません。お願いですから一緒に来て下さい」

頭を何度も下げてくる池田と大内に忍は諦めた。

「……分かった。彗に会ってから帰る。教室へ行けばいい？」

了承した忍に二人は安堵すると、車へ忍をただした。

「……家に行かなきゃダメなの？彗は？」

「彗様は忍様の無事を確認したと聞いて、先に帰りました。忍様も今日は神崎家へ戻るよう仰ってます。どうぞ、お乗りください」

嫌々ながらも池田と大内に頼まれた忍は神崎家の車へ乗った。車が神崎邸へ着くと、池田は忍を逃さないというように周りに使用人を囲ませて、部屋へと案内した。

「そんなことしなくても逃げないよ……」

呆れたように言うと、信用できないと睨まれ、忍はそのまま自分の部屋へ入った。

彗が待っていると思ったが、そこには誰も居なくて、忍はネクタイを軽く緩めてソファへと座る。そして竜二のことを思い出した。

竜二の物腰の柔らかさとそれに反比例する奇抜な容姿を思い出し、忍はクスクス声をだして笑った。そのとき、部屋の扉がバンっと乱暴に開けられた。振り返るとそこには彗が怒りの形相で立っていて、忍は呆れたように息を吐く。その後ろには村上が焦った顔で立っていて、忍の心が少しざわついた。

池田と大内も揃って入ってくると、扉を閉めた。彗の発する殺伐とした雰囲気をなんとか緩和しようと池田が笑顔で提案した。

「お茶をお淹れしましょうか？」

池田の提案に村上が空気を読んで乗っかる。

「あ、お願いしまーす！工藤君と彗様は？」

ぎこちなくはあるが、精一杯の笑顔で話しを振るが、睨み合う二人は無言のままで、最高の修羅場が展開した。

「どこ行ってた？」

「彗に関係ない」

忍へ近寄りながら彗が聞いたが、忍は答えないと強気の態度に出た。忍の言動に彗が拳を握りしめて低い声を出す。

「言わないと殺す」

本気の殺意を肌に感じ、恐怖に呑まれそうになったが、忍は首を振って拒否した。

「殺されても絶対、言わないっ」

ただ意地を張ってるだけの目ではないと状況を把握するが、自分へ頑なに隠し事をしようとする忍が気に食わなくて、彗の怒りは増幅していった。

「忍、言え！」

肩を掴み、ソファの背もたれへ押し付けると、忍は顔を反らして口を閉ざした。男はこっちを見ようとしない忍の顎を掴んで無理やり自分へ向かせると、反抗的な目が睨みつけてきて舌打ちをした。




　これは、ちょっとやそっとじゃ吐かないな……




今までの経験で忍の意思の強さを感じた男は自分を冷静にさせる為、大きく息を吸って忠告した。

「俺が本気でキレる前に素直になれよ？」

「素直になるもなにも言いたくない。彗には関係ないだろ」

「お前は俺のもんなんだから関係ある」

男の暴君振りと忍の抵抗がぶつかり、何が起こるか分からないこの空気を池田と大内は目を伏せてジッと立ち尽くした。それを見ていた村上は、忍が危険に晒されるのも嫌だが、彗へ報復されるのも怖くて動けずにいた。しかし、この状況を招いた一人でもある張本人からすると見過ごす事もできなくて、村上は恐々と口を開いた。

「く、工藤君！落ち着こう？何か誤解があるんじゃないかな？僕の言い方が悪くて色々勘違いさせたならごめんね？」

二人に向けて声をかけるが、二人は睨みあうだけで村上を無視する。どうすればいいか分からなくて、村上は池田と大内を見た。だが、二人は首を振って黙っていろと目を向けるだけだった。

「何、怒ってんだよ？俺に飽きたんじゃないの？」

忍は怒りをぶつけてくる彗に意味が分からなかった。最初に自分を見捨てたのは彗だ。自分に非はない。

「手、離せよ！痛い」

彗の手を払って、忍はソファから立ち上がった。

「何に怒ってるのか知らないけど、最初にお前が俺を切ったんだろ？」

「切ってない！」

「切った！俺より村上君がいいって言ったじゃないか！」

「……だから？俺はお前をほっといても、お前は俺が呼べば来い」

そんな事も分からないのかと、馬鹿にするような物言いに忍は拳を握りしめて大声で言い返した。

「はぁぁぁーーー⁉ふざけんなっ！何様だよ！いい加減しろっ！バァーカっ！」

付き合ってられるかと、彗を押し退けて出て行こうとしたとき、彗に腕を掴まれ、捩じ上げられた。

「いってぇ！…っ、離せよ！」

痛みに顔を歪め、男を睨みつけるが、彗は鼻を鳴らして忍をソファへ投げつける様に座らせた。そのまま腕を組んで自分を睨み付けてくる忍を見下ろす。

「……お前、何怒ってるんだ？」

彗は忍の根本的な怒りがいまいち分からなくて聞いた。




　なにって……




忍は自分が怒っている理由を頭に巡らせる。それは彗が自分より村上を優先し、自分を捨てたこと。昨日も追いかけて来なくて、実家へ帰ったのに電話一つ寄越さなかったこと。

それが悲しくて悔しくてショックだったのだ。原因はそれなのだが……

「それは……」

答えは直ぐに出たのだが、どれも話したくない物事で、忍は口ごもった。

「怒ってる理由があるんだろ？言えよ」

憤然として聞いてくる彗に忍はたじろぐ。




　言いたくない

　これじゃ、なんか彗のことが好きみたいじゃないか……




忍は改めて自分の怒りや悲しみの理由を理解し、顔を赤くした。

　沈黙が続くなか、何かがいつもと違う忍に彗は不思議に感じた。

昨日から距離をおいたが、いつもの忍なら嬉々としているはずだ。側にいれば構う自分から逃げる忍。それを押さえつけると怒って泣く。だが、今回は違った。

構いたくても側にいなかったのだから、忍がいつものように怒ることなどしていないのだ。村上に忍が嫉妬していると言われたが、だんだんとそれが本当のように感じ、彗は動揺していた。

今日一日、何処にいたのかも気にはなるが、本気で怒っている忍を解決しない限り、居場所は聞き出せないだろう。忍の怒りに納得すれば謝ろうとも思うが、忍は理由を言わない。




　これはもしかして、本当に……




先ほどまで怒って睨みつけてきた忍は赤い顔で狼狽えている。そんな姿に彗は怒りが逸れてしまった。逃げたいのに逃げられない、追い詰められた甘い雰囲気の忍へ彗は手を伸ばして優しく言った。

「忍…、理由を聞いたら、俺も譲歩できるだろ？」

突然、言葉も声も優しくなった男に忍は更に顔を赤くして目を反らした。




　なんだ？本当に可愛いな……




忍の愛らしさに困ったと息を吐く彗に池田が村上と大内へ部屋から出て行くよう指示を出した。大丈夫なのかと危惧する村上だったが、主人の空気が一変し、忍の無事を確信した池田は二人と一緒に部屋を出る。

忍はソファに座ったまま固まっていたが、池田達が出て行くのを見て立ち上がった。

「お、俺も帰る！」

少し大きめの声でそう言うと、扉へ向かおうとした。もちろん彗がそれを許さない。

「忍は駄目。理由を話すまで部屋から出さない」

キツくそう告げると、忍は唇を尖らせて反論した。

「村上君にいて貰えばいいだろ？」

「村上？それは今、関係ないだろ？」

「彗は村上君との時間の方が楽しそうじゃん」

不満そうにいう忍に彗は首を傾げた。

「村上の話はもういい。今はお前が怒ってる理由について聞いてるんだよ」

呆れたように言われて、忍は気まずそうに顔を俯かせた。

「忍、こっち見て」

「嫌だ」

「なんで？」

「なんででもっ！」

嫌そうというより恥ずかしそうな忍の隣へ彗は座った。

「じゃあ、質問変えてやるよ。忍、今日は一人でいたのか？」

その質問に忍は体を強張らせた。それだけで忍が誰かといたと悟れた。

「誰といたんだよ？」

「………言わない」

視線を落とし、頑なな忍に男が重ねて聞いた。

「教室へ戻って来なかったのはなんで？」

「………」

「さっき、俺から忍を切ったって言ってたけど、俺は忍を切ったつもりない。なんでそう思ったんだ？」

「………」

「村上のこと、やたら気にしてるけどなんで？」

「………」

答えない忍に彗はクスリと笑って、忍の真っ赤な耳に触れて囁くように聞いた。

「なんでさっきからそんなに赤くなってんの？」

忍は一番嫌なことを指摘され、目を固く瞑って耳を両手で塞いだ。

「うるさい、うるさい、うるさーーーーいっ！なんで、なんでってしつこいっ‼」

怒鳴るというより叫ぶ忍は立ち上がり、先ほどの質問を躍起になりながらまとめて答えた。

「教室へ戻らなかったのは彗に会いたくなかったから！彗は昨日、俺のこと気にとめるどころか突き放したし、電話も寄越さなかったじゃん！今朝だって俺より村上君、優先にして俺のこと、蔑ろにしたじゃんかっ！」

赤い顔で睨みつけると、彗はポカンと口を開けて呆然とした。

「……電話しなかったから怒ってんの？」

ポツリと呟くように言われ、忍はグワッと自分の体温が上がるのが分かった。

「怒ってないっ！」

思い切り否定したが、彗は笑ってどこか余裕めいた声で聞いてきた。

「忍、俺に追いかけて欲しかったんだ？」

「違う！」

楽しそうに笑う男は更に続ける。

「村上に嫉妬してたんだ？」

「してないっ！」

怒鳴る忍に彗はもう笑いが止まらなかった。

「忍、俺のこと、好きみたいだよ？」

「好きじゃない！嫌い！大嫌いっ‼」

「へぇ〜。大好きなんだ」

大声で喚き、過剰な反応を返してくる忍に彗は大笑いした。

「忍、可愛い…。好きだよ。変な勘違いさせてごめん。俺が悪かった」

機嫌が一気に良くなった男は、直ぐに降参した。そのまま照れる忍を掻き抱いて、恋しかったと肩口に顔を埋める。苦しいぐらいの力で抱きしめられた忍は彗からの愛の言葉を受け入れながら、対応に困惑した。

「忍、好き。昨日だって追いかけたかったし、電話もしたかった。でもしなくて良かった。我慢して正解だったな」

村上の言う通りだと笑う男が憎くて、忍は睨み付けた。

「今日も朝からこうして抱きしめたかった。でも、それも我慢して良かったな。こんなサプライズがあるんだから」

幸せだと、忍の頭へグリグリ頬ずりしてくる男に忍はイライラしてきた。どうやら計算された行動だったようで、その事実に騙されたと分かると、捨てられていないという安堵よりも腹ただしさが勝った。ムスっとした顔をしていたら、頬を両手で包んで上を向かされ、唇を奪われる。

「あっ！」

この口付けで、忍は竜二との屋上でのキスを思い出した。これはマズイと、青褪めた忍は、底なしの優しさで接してくるこの男が別の意味で怖かった。

「何？どうかした？」

「……ううん。何でもない」

明らかに雰囲気が変わった忍だが、彗はその疑問を表には出さないように優しく聞いた。

「今日、どこに居たんだ？」

「…えっと、その……秘密！」

アハハと笑ってごまかそうとすると、男の笑顔がピキっと凍りつく。




　あ、ヤバイ……




「じゃあ、誰といた？」

明らかに不機嫌さを含む声のトーンに忍は身構えた。

「……それも内緒」

「はぁ？」

忍の返答に彗が完全に不機嫌へ舞い戻った。

「なんで秘密で内緒なんだよ？やましいことでもあるのか？」

「……ないよ」

キスされたなんて知られたら、彗は確実に竜二を抹殺するだろう。そう思うと忍は何も言えなかった。

「だったら、教えろ」

眉間に縦皺を作り、凄みのある声で睨まれて、忍は固まった。もう、この状況をどう打破したらいいのか分からず、睨みつけてくる男から少し体を離すと、彗が好むように、今度は自分から体を擦り寄せて、甘えるように念押しした。

「怒んないって約束できる？」

「………あぁ」

すでに怒ってる彗の返答に忍は怯えながら告げた。

「……あのね、新しい友達が出来た」

「へぇ〜。………誰？」

「………ちょっかい出さない？」

怒りで震える声で聞いてくる彗に、恐怖で震えた声で忍は聞いた。すると、根性で笑顔を取り繕った彗が小さく頷く。




　信用できねぇ〜……




不信の目を向けて黙る忍に彗は急かした。

「早く言えよ」

「彗が信用出来ない」

「忍がそうやって庇うから相手のやつ殺したくなるんだろ？さっさと言え」

「庇わなくてもいつも酷いことしてるじゃないか！」

先ほどの甘い雰囲気はどこかへ消え去り、また二人の間には殺伐とした空気が流れた。

「俺が本気出せばすぐに調べられるって分かってるよな？自分から自己申告しろ」

冷たい目で見下ろされ、忍は顔を歪ませて、男から離れた。

「……やっぱり帰る」

自分から逃げようとする忍を彗は腕を掴んで引き留めた。

「帰るって何処へ帰る気？」

「何処にって、自分の家に決まってるだろ」

「忍の家はもうここだって思えよ」

「………」

「っで？」

話を戻して見下ろしてくる男に忍は唇を噛んだ。

「そんなに必死に隠して、やましいことでもあんの？」

「……ない」

やましいことがあって一瞬返答に遅れたが、忍は飴色の瞳を見つめて、否定することで信じさせようとした。

「名前すら俺に教えられないんだ？」

「教えてもいいけど、彗が酷いことするから……」

「村上に酷いことはしなかっただろ？」

「それは村上君と彗の馬があったからだろ！」

「今回は違うタイプなんだ？」

どんどん彗のペースに乗せられ、竜二の情報を口走りそな自分に忍は首を左右へ振った。

「俺に友達ぐらいできてもいいだろ？」

「……友達ねぇ〜」

腕を組んで大きく溜息を吐く彗は忍の跳ねっ返り振りに辟易してきた。

「俺がいるだけじゃ、駄目なの？」

いつも幼い頃から友人を作ろうとしたとき、聞かれてきた質問をされ、忍はまたかと溜息を吐く。

「彗だって村上君がいるじゃないか…」

「村上はお前の友達だろ？」

「俺より彗の方が仲がいい」

村上の名前を出したのは自分からなのに、男が村上の名前を呼ぶと、忍はイライラした。

「俺といるより村上君といる方が楽しそうにしてるじゃん」

「そんなことない」

「そんなことある！俺の前ではあんな風に笑わないくせに！」

「あんな風？」

「仲が良い友達が出来て嬉しいって顔で笑ってた！」

「そんなに笑ってねーよ」

「笑ってるもん！ずーっと、楽しそうだ！」

「あーー！もう、うるさい！黙れっ！」

終わりのない言い争いに彗はドンっと壁を拳で殴りつけた。いきなり怒鳴られた忍はビクっと体を強張らせる。そんな忍に彗は失敗したと、怒りを押し殺し、極力優しい声で言った。

「お前が村上を気に入らないならもう喋らない。視界に入れもしれない」

それでいいだろうと聞かれ、忍は泣きそうな顔で首を横へと振った。

「ち、違うっ…」

「何が違うんだよ？村上、村上ってさっきからこだわってるのは忍だろ？」

「だって、彗がぁ……」

「俺が何？」

「ふっ……、ぅ…っ……」

顔を覆って、何て答えればいいのか分からなくて、忍は涙を流した。

村上を遠ざけさせたいわけじゃない。彗が本当に楽しいなら村上との友人関係は続けるべきだと思った。いつも二人でいすぎて、それもいいのかもしれないと思ったけど、やっぱり他の人間とも付き合うことは大事だと、それを忍は彗に伝えたかった。

「忍……。いつも言うけど、俺には忍だけがいればいい。忍が離れていくなら他はいらない」

彗の自分に向ける絶対的な優先度が見えて、忍は心の底で安堵した。その反面、そんな自分に嫌気がさした。

「……何か言って、忍」

肩を震えさせて泣く忍に男は困ったように抱きしめて懇願した。どう慰めればいいの分からなくて途方にくれる。

「ちが……う…、彗は悪くないっ…。俺が……」

涙で掠れる声で忍は男の背へ腕を回し、観念したように心の内を明かした。

「俺が……、彗を好きなだけなんだ……」

初めて打ち明ける本心に、忍は子供のように泣いて不安だとしがみついた。




　認めたくないこの感情

　村上と仲良くすることで初めて生まれた感覚

　今まで全く分からなかった苛立ち

　これが嫉妬？これが恋？


　もし俺が恋に落ちたというなら、それはいつからだったんだろう？






忍は訳が分からなくて、霞む視界を揺らした。

「忍、大丈夫。受け止めるから……」

嬉しいと、腕に力を込めて抱きしめ返してくる彗はそう囁くと、顔を見せてとほんの少し、体を離した。大切そうに大きな手で忍の頬を包み、額を合わせて、顔を覗き込んでくる飴色の瞳に、忍は綺麗だと瞳を閉じる。そして、安心感に包まれながら、小さな声で呟いた。

「彗……、、好きだ」







「んっ…、ぁ……彗っ…ぅ……」

　互いが互いを求めるように、二人はベッドへなし崩しに移動すると、求め合うように何度も角度を変えてより深く貪るようにキスを繰り返した。その間、少しの隙間も作りたくないと、忍は彗の背中へ腕を回して、しがみ付くように抱きつく。それが男の気持ちを更に高ぶらせ、理性を抑制出来なくした。

「忍、好き、好きだ……」

唇を離して、羞恥と快楽の狭間に揺れる忍に男は自分の服を脱ぎ捨てると、抑えられないと忍の衣類も剥ぎ取っていった。

「忍、こっち見て」

甘えるように言われ、忍は恥ずかしそうに視線を向けた。

「彗……」

慣れない感情が恥ずかしいと、また視線を外す。すると、彗は忍の小さな耳を甘噛みしながら報告した。

「ねぇ、忍。俺……、記憶戻ったよ」

「嘘っ‼」

彗の言葉に忍はバチっと瞳を開いた。男は嬉しそうに微笑んで、忍の唇へちゅっと音を立ててキスをした。

「い、いつ⁉」

「昨日、忍に殴られたとき」

「昨日？どうしてすぐに言わないんだよ！」

「言おうとしたけど……、タイミングがね」

少し困ったように笑う男に、忍は腑に落ちない感じではあったが、嬉しそうに笑った。

「おかえり、彗。……あのとき、助けてくれてありがとう」

ずっと言いたかったと笑う忍に彗は心臓を鷲掴みされたのかと錯覚を起こす。

今迄、一緒にいて、追いかけて、捕まえて、閉じ込めて、奪いとってきた忍を本当に手中へ納めた感覚に彗は胸がいっぱいになった。忍を掻き抱き、唇を奪うように口付けると、忍は戸惑いながらもそれに応えようと口を開いて舌を出した。

「……んンっ…」

「……なんでこんなに可愛いの？これ、夢？」

抱きしめると抱きしめ返してくる忍が愛おしくて、男はキスの合間に不安を確認した。今までじゃあり得ないこの状況を素直に喜べない自分に苦笑した。

「俺のなんだよね？信じていいんだよな？忍？」

顔を見ながら不安そうに念押ししてくる男に忍は手を伸ばし、頷いた。

「好きだよ、彗」







「ぁ…はぅ、ンっ、ァァア…彗っ、そこ、やぁぁァァ……」

　忍の後孔へ指を三本入れて、前立腺を潰すように撫でると、忍は快感に打ち震えた。

「気持ちいい？」

「はぁ…ん、ふ、ぅぅ……んっ」

こくこく頷いて、肌を真っ赤に染める忍に男はくらりと眩暈を起こす。

「綺麗…、忍。可愛い過ぎて壊しそうだ……」

指を引き抜き、優しく腰を持ち上げると、忍は自ら足を開いてねだった。

「彗、いいから早く……」

気持ちに応えたいというように甘くやらしく誘ってくる忍へ彗の中のなけなしの理性が切れた。

「煽ったのはそっちだからな」

そう吐き捨てると、男は忍の蕾へ自分のものを捻じ込んだ。

「アッ…っ、アァァァぁぁぁぁーー…」

いきなり彗の全てを挿れられて、慣らされたといえども、忍はかなりの圧迫感に悲鳴をあげた。体がそれに馴染む前にゆさゆさと内壁を楽しもうと揺すられて、忍は苦しさと快楽に身をくねらせる。

「んんっ、はぁぁ…んアっ、キツ、ぃ……お腹、くるしっ…」

お腹が圧迫される感覚に忍が訴えると、男がパンっと勢いよく腰を打ち付ける。

「ヒッ！っんアアァ……」

「忍が可愛すぎて駄目だ。ごめん、一回イく……」

珍しく切羽詰まったような声でいう彗は、細い腰を掴み直すと、何度も腰を打ち付けた。いきなりの激しい律動に忍は追いつけず、体が快感でバラバラになるような感覚が怖くてシーツを手繰り寄せて抱きしめる。

「いっ、ぁぁぁぁアっ……んっ、あっあっンんっ…だめぇ、激しっ……で、るぅ…俺もイきたいっ」

襲い来る射精感に忍は震えながら訴えると、彗は忍のものへ指を絡めて扱いてやった。

「アァァァーーーッ、だめぇぇ…、ぁッ……イくっ、イっちゃうっーーー」

キュッと彗のものを締め付けて忍が達すると、男も同じく締め付けに耐えられず、ドクンっと大きく波打って忍の中で果てた。

「……忍…っん……しの…ぶ……」

荒い呼吸を繰り返し、男は何度も愛おしいと、忍へキスをして抱きしめた。忍は彗からの愛情を真っ向から受け止めるようにそのキスを必死に受け入れた。ぎゅーっと、自分をすっぽり包む体を抱きしめ返し、本当に彼が好きなのだと実感すると、何故か自然と涙が流れた。

「どうして泣くんだ…？」

涙を指先で拭う彗に、忍は困ったように微笑むと、男を抱き寄せて耳元で囁くように教えた。

「彗が好きだから……」
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「キスされたーーーーー‼」

「大声出さないっ‼」

　朝、登校してすぐ、忍は彗をあの手この手で撒くと、村上を人気のいない中庭へ呼び出した。

村上は上機嫌の彗を見て、無事仲直りしたのだと安心していたのだが、忍の強烈な相談事に両手で顔を覆って泣き崩れた。

「…………これって彗様、知らないよね？」

村上の質問に忍が頷く。

「うあぁぁぁぁ〜……。そんな死活情報、聞きたくなかったぁ〜」

こんな事実を知っていて、それを隠していたとバレた暁には忍だけでなく、自分にもとばっちりがくると嘆く村上に忍は謝った。

「ご、ごめんね…」

村上は盛大なため息を吐くと、近くのベンチへふらふらと倒れ込むように座る。

「君ね。ちょっと、不用意過ぎだよ？たかがキスって思ってるかもしれないけど、君の相手はあの彗様だよ？分かってるの？あの嫉妬の塊だよ？君と会話しただけで周りの人、全治一カ月とか余裕で怪我させられてるんだからね？」

指を差して説教を受ける忍はごめんなさいと、小さくなる。

「……ってか、昨日の内にその話を逃げれたのが凄いね」

「あ、昨日はちょっと話が逸れたから……」

アハハと誤魔化すように笑う忍に村上は腕を組むと、お見通しだと意地悪な顔で笑った。

「好きって彗様に言ったんだ？」

「っ！」

ボンっと顔を赤くする友人に村上が続けた。

「工藤君たち、分かりやすいよ。彗様は彗様で取り巻きに優しくしちゃうぐらい上機嫌だし、工藤君は工藤君で初々しい雰囲気出してるし」

ハタから見たらそんな風に見えるのかと、忍は耳まで赤くして俯いた。

「まぁ、とりあえず、その男は今の所、命拾いしてるけど、彗様の浮かれ具合が戻って、問い詰められたらアウトだよ？」

「だから、どうすればいいと思う⁉」

両手を握り締め、詰め寄ってくる忍に村上は思い出したように聞いた。

「その男、嶋 竜二って言ったよね？」

「うん」

「あの、嶋グループの嶋？」

「多分…。嶋グループってそんな大きな会社なの？」

首を傾げる忍に村上は頷いた。

「もし、僕の思ってる人なら相当凄い人だと思うよ。彗様は歴史もある世界屈指の財閥だけど、嶋家は歴史は浅くて成り上がりなんだ。でも、資産総額も凄いし、会社のレベルも世界進出してて急上昇中だよ。表舞台もだけど裏社会とも相当な付き合いがあるみたい」

「……そんな怖い人に見えなかったけど？」

「愛人の子なんでしょ？」

「うん。そう言ってた」

「正妻の子供達が二年二組と三年二組に一人ずついるよ。もう、最低最悪な奴ら。もし時間が空いたら見に行ってみれば？」

「……うん」

そんな最低な奴らなら別に会いたくもないが、竜二は別だった。できるなら村上のように友達になりたい。

「とりあえず、その嶋 竜二の方は口止めが必要だね。そして今後は会わないほうが、相手にも工藤君にもいいと思う」

自分と全く同じ考えを言われ、忍は落ち込みながら竜二と話をつけるべく、屋上へ向かった。







　屋上へ着くと、忍は昨日と同じようにハシゴを登った。ぴょっこり顔を出すと、そこには胡坐をかいて座っている竜二の姿があった。

「おはよう」

少し緊張しながら声をかけると、竜二は優しい顔で挨拶を返してくる。

「今日は元気そうだな」

笑って言われ、忍は竜二の前に正座すると、真面目な顔でお願いした。

「竜二、あのね、昨日ここでキスしたことは誰にも言わないで！」

「……うん。言う気ないけど」

神妙な顔付で何を言い出すかと、竜二は面食らったが、心底安心したような忍に予想が付いた。

「なに？神崎と仲直りした？」

「あ！そう、それも俺の誤解で……」

忍は言葉に詰まりながらも、ちゃんと誤解は解けて仲直りしたことを告げた。そして、これからのことを切り出した。

「あのね、竜二。彗って物凄く嫉妬深いんだ」

「噂じゃ怪我人、続出なんだって？」

「そう！俺と関わる人間に凄く荒れるんだ。だから……」

もう会えない。そう言わなければいけないのだが、忍は言葉に詰まって目を伏せた。

「俺のこと、心配してくれてんだ？」

「そりゃあ、竜二はいい人だし…」

「いい人ねぇ〜…」

塞ぎこむ忍を竜二は頬杖をついて見つめた。

「神崎が好きなの？」

直球で聞かれて、忍は顔を赤くして頷く。

「………残念ながらそうみたい」

不本意そうな忍の顎を持ち上げると、竜二は淡く微笑む。端正で男らしい顔に見惚れた瞬間、竜二の顔が迫ってきて、忍は息を呑んだ。

「……俺にしとけば？」

小さな声で囁いて、そのまま唇と唇が触れそうになり、忍は我に返って身を引いた。

「アホかーーーー！」

自殺行為としか思えない行動に忍が叫ぶ。

「俺の話、聞いてた？」

「うん。聞いてた。神崎が嫉妬深いから気をつけろってことだろ？」

「そう！だからこんなことしたら竜二死ぬってば！」

「うん。だから秘密なんだろ？」

竜二は人差し指を立てて口元へ添えると、妖しく笑った。

「二人だけの秘密。ねぇ…、忍。明日も会おう？」
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　──明日も会おう？




　竜二から言われた言葉が忍は耳にこびり付いて離れない。教師が行う授業を聞き流し、文字が走る黒板をボーっと見つめる忍に机をくっ付けて隣に座る彗が声をかけてきた。

「体調、悪いのか？」

「え⁉」

彗の声に我に返った忍は弾かれた様に顔を上げた。心配そうな飴色の瞳に忍の心臓が大きく跳ねる。竜二との朝のやりとりで罪悪感が胸を騒つかせた。

「……ちょっと気分が悪いだけ」

目を逸らして答えると、男は忍の額へ手を当てた。

「熱はないけど、辛いなら池田か大内を呼ぶから、今日は帰って休んだ方がいいんじゃないか？」

「……ううん。大丈夫」

自分がいないとき、もしも竜二が来たらと考えると、忍は彗の側を離れられなかった。もしも、あのことが知れたら嫉妬に狂った彗が竜二に何をするのか分からない。

そして、この身体に教え込まれた快楽の拷問を思い出すと、忍は体が竦んだ。カタカタと恐怖で体が震える。

明らかに自分に怯える忍に勘のいい男は何かに気付いた。

「忍…、やっぱり今日は帰って休みな？」







　半ば無理矢理、忍を早退させると、彗は不機嫌になった。同時に昨日の忍の動向を池田に命じて調べさせる。自分に知られたくない何かがあると踏んだ彗は昨夜の忍とのやり取りを思い出した。

恐らく昨日、一緒に過ごした人物が原因だろうと踏んだ。それは長年に渡り与えてきた心と身体に刻み込ませた服従心が忍の中で不安定さを表したのだろう。自分への嘘や偽り、やましさがあると恐怖を感じるよう躾けてきた。それは精神的にも肉体的にも与えきた罰が忍を挙動不審にする。

　昨日、何があって、誰といて、何をしていたのか、少しでいい。ほんの少しの情報さえあれば、真実を全て引きずりだしやる。と、彗は池田から連絡を待った。







　下校時刻、彗は静かに一人で教室にいた。未だ報告をしに来ない池田を我慢強く待つ。教室の窓から外を眺めていたら、扉がカラカラと音を立てて開き、ゆっくりと振り返った。

「………どうも」

　明るい金髪。耳には大量のピアス。端正な男らしい整った顔立ちの男が不敵に微笑みながら、自身の魅力を理解しているようにそこに立っていた。

彗は直感でこいつだと分かった。

「忍の幼馴染みの神崎 彗だろ？」

忍と呼び捨てにしたこの男に彗は眉をピクりと跳ねさせた。

「お前の使用人がやたらバタバタと周りを走り回るからゆっくり出来ない。そんなに俺のこと、知りたい？」

ふふっと楽しそうに笑う男に彗が口を開いた。

「名前は？」

「嶋 竜二」

「昨日、忍と何処にいた？」

「秘密」

ゆったり笑う竜二に彗は殴りつけそうな腕を組んで窓硝子に背中を預けた。

「素直に言えば減刑してやる。忍に何をした？」

「一緒に授業サボって、勉強見てやっただけだよ？」

「……いや、まだあるだろ？」

肩を竦めて嘘ではない一日の出来事を伝える竜二に彗はこの男が忍へ向ける好奇心を嗅ぎつける。

「忍が話したなら話すけど、その様子じゃ聞いてないんだろう？」

何処までも余裕の態度で自分を見下そうとしてくる男に飴色の瞳が細められた。

「俺は愛人の子だけど、名前ぐらいは知ってるよな？嶋グループの息子だ」

ご丁寧に意味深な自己紹介を挟んでくる男に彗の理性が踏み止まった。

「俺も忍のこと気に入ったよ。あいつ……、可愛いね」

そう告げると、男はヒラヒラ手を振って教室を出て行った。







　嶋グループ。今、上流階級でめきめきと力を伸ばしている大企業の会社だ。神崎のように世界的な由緒あるグループではなく、成り上がり企業である。しかし、ここ最近、神崎家も交流を結んでいた。成り上がりな分、作法もなっていない一族なだけあってやりずらいのだが、表社会と裏社会、両方に人脈を広げている相手でなにかと無下にはし辛い。

神崎家と嶋家では会社は勿論、家柄すら格が違った。それでも、あの様に胸を張って自分の家柄を主張し、神崎へ一歩も引かない態度をみせた男に彗の神経は逆撫でされた。







　屋敷に戻ると、彗は池田に自分が呼ぶまで誰も部屋へ近付けるなと言い残し、忍の部屋へ向かった。

「忍！」

「び、っくりした……。なに……？」

乱暴に扉をいきなり開いたと思ったら、物凄い剣幕で近付いてくる彗に忍は怯える。

「お前、俺に何を隠してる？」

腕を掴み上げられ、彗の質問に忍は竜二との一見がバレたのだと理解した。ただ、どこまでかが分からない。下手に答えられなくて黙っていると、彗は全てを見透かすような瞳で忍を追い詰めた。

「嶋 竜二だろ？昨日、あいつと何があったのか、お前の口から聞きたい……」

竜二の名前を出され、忍はダメだと観念すると、ゆっくり口を開いた。

「………ごめん」

揺れる瞳で謝ると、忍は震える唇で正直に話した。

「竜二とキスした……」

その瞬間、彗の顔が今まで見たことがないぐらい傷付けられたように歪んで、忍は胸が締め付けられた。

「忍、俺よりあいつがいいの？」

低く冷たい声が少し震えていて、忍は違うと首を横へ振る。

「………たった一日、たった一日、お前から目を離しただけでっ…」

ふざけるなと掴んでいた胸倉を力任せに突き飛ばし、忍はソファの上へ倒れ込んだ。

「……っ！」

すぐに顔を上げて声を発しようとしたが、彗が泣き出しそうで、忍は違う言葉を唱えていた。

「……好きだよ、彗」

信じて欲しいと願うその告白に男は怒鳴り声を上げ、責めるように否定する。

「その言葉を言えば全て済むと思うな！お前は昨日、俺を好きだと言ったんだぞ！他の男とキスしたその口で！俺のことが……」

それも今じゃ嘘だったんだろ。と震える声で罵る男に忍は叫んだ。

「違う！本当に彗が好きだ！嘘じゃないっ‼」

立ち上がり、彗へ触れようと伸ばした手を叩き落とされ、忍は唇を噛み締めた。

「もう要らない…」

驚く忍を見下ろし、彗は焦げ茶色の瞳へ憎しみに歪む己を映しながら、告げた。

「お前なんてどうでもいい。ただ、その器だけでいいから俺にくれ」
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「…んっ、あぁ……彗っ、彗っ、好きぃ……アァアー…」

大きく足を開け、彗を受け入れて腰を振る忍に男は甘く優しいキスをした。

「忍、可愛い。もっと好きって言って？」

「ふ……ぅン、はアぁん…す、すき……、彗が好きぃ…彗っ……ダメっ、イク、でちゃうぅ…」

快感に震える身体を擦り寄せ、痴態を振りまく忍を彗はどこか冷めた気持ちで組み敷いていた。

　従順で穏やかな忍。俺だけを見て、俺だけを欲し、俺だけの為に笑う忍を手に入れて二ヶ月が経つ。望めば身体を開き、自分が教えたように甘くやらしく甘えてきた。

夢にまで見た出来事なのに、嬉しいはずなのに、何故か日を追うごとに男の心は沈んでいった。

「す…彗っ、お願……ぃ、っアァアんンっ、もっとしてぇ……」

縋ってくる忍に彗は沈む心を払うよう、頭を左右へ振る。そして忍を掻き抱き、自身を奥深くに突き立て揺さぶった。

「ンんっ……やぁァァ、アッァァぁぁ…イ、イくぅ、はぁふ……ぅンっ…」

根元を指で握りしめ、射精を止めると、忍は悩ましい声を出す。

「俺もイクからもう少し待って…」

荒く呼吸を繰り返す男に忍は頷いてしがみついた。彗は自分の腰を激しく打ち付けると、甘い声を上げる忍に煽られて自身を追いやった。

「あっあっあっ……、彗っ、すいぃぃーーーッ…」

たまらないと首を振って快楽に呑まれる忍の奥深くで達すると、忍の根元の指を放してやる。忍は身体を一跳ねさせて、そのまま達すると、意識を手放した。涙と涎に汚れた忍の顔へキスをして、男は再び愛する恋人を見つめた。

意識が無く弛緩する身体をキツく抱きしめ、漠然と広がる違和感と胸の痛みに彗は辛そうに息を吐いた。

「……忍」

迷子の子供のように、目の前にいるはずの人間の名前を呼ぶと、彗は押し寄せる後悔の念に苛まれた。

　忍と言い争いになったあの日、彗は怒りに任せて忍へ一つの薬を飲ませた。

それは昔、自分が開発した催淫効果のあるもので、相手の記憶を自由に操作できるものだった。

泣いて嫌がる忍を力で捻じ伏せ、罵りながらその薬を飲ませた。最後は何の抵抗も示さず、好きだと言って自分へ抱き着き、眠りにつた忍は、目を覚ましたときには別人に変わっていた。

　成功したのか、長年夢にまでみた自分好みの忍が出来上がっていた。

笑えと言えば笑い、抱きたいと言えば体を開いて甘く乱れ、嫌がる素振りも機嫌悪く表情を曇らせることもない。忍は嬉しそうに穏やかにいつも男の側にいる。

自分が望んだものが手に入り、嬉しいはずなのに彗は釈然としなかった。胸の中になにか大きな穴が出来たような感覚で最近気分が優れない。

「忍………」

もう一度、眠る恋人の名前を呟く。もう後戻りは出来ないことは自分がよく知っていた。あの薬は強力過ぎて、今まで何人ものの人格を変えてきた。その人間達が元に戻ったという報告は一つもない。




　これでいい

　この忍が欲しかったんだ




これが望んだ結果なのだと、不安や罪悪感を払拭するように彗は自分へと言い聞かせ、後悔から目を逸らす。それなのに

──




　── 好きだよ、彗 ──




瞼を閉じると、信じて欲しいと泣く忍が繰り返し木霊する。




　 ── 要らない ──




そう言ったのは自分だ。その言葉にいつも輝く綺麗な忍の瞳が一瞬で曇ったのを忘れられない。

どれだけ喧嘩して、どれだけ服従させるように躾け、どれだけ恐怖や力でねじ伏せても失うことのなかった瞳の輝きが初めて消えた瞬間だった。

薬を飲ませたとき、忍の瞳は何も映していなかった。それを見て見ぬ振りをした。目を覚まし、自分だけを見るように躾けたら、またあの輝きも戻ると思ったが間違いだった。

自分が忍に惹かれて止まなかったのは恐らくあの輝き。強くて清くて誇り高く、優しいあの忍なんだと知った。

彗は眠れない夜を幾日も超え、隣で眠る忍にとめどなく襲ってくる後悔に涙が流れた。







　　　　　　　　　　　　＊




　仕事から帰宅するなり、彗は池田へ命じた。

「あの薬の資料を持ってこい」

自室の仕事用のパソコンの電源を付けると、男は何かを決めたように沢山の本や資料を広げた。

「もしかして忍様に飲ませた薬ですか？」

「そうだ」

「……少々お待ち下さい！」

質問へ答えると、池田は飛び出すように部屋を出た。

　あの薬は自分が中学生のとき、裏社会の贔屓にしている闇業者に頼まれて開発したものだった。

奴隷を作りたいと言われ、受けた依頼だ。結構な犠牲者も出たが、無事に開発は成功して、裏の業界では驚く程売れた。

何度か忍に使いたいと欲に駆られたが、それを実行に移さなかったのはこの薬の効力が強い為だった。一度使えば二度とその者の人格には戻らない。これまでの好みや趣味は勿論、考え方や趣向の全てを上塗りして、新しい人格を作り上げてしまう。その人間の中身をリセットさせる薬だった。

今回、忍に使ったのは薬的には問題ない成功の賜物だった。しかし、彗は自分の過ちに気付き、これが失敗だと後悔している。どれだけ甘く好きだと囁かれても今の忍に心が動かない。

笑顔で自分の側にいる忍は単純に可愛い。何も不快なことはないし、好ましい。でも、ときめかないのだ。

どれほど好きだと言われても、どれだけ激しく抱いても心が全く満たされなかった。

村上に嫉妬して落ち込み、荒れて、好きだと告白してくれた忍が忘れられなかった。あれが本物の本当の忍だ。

好きな気持ちに戸惑いながらも、気持ちを伝えてくれた。いつも一生懸命で、なんだかんだと自分に触れてくる忍はとても丁寧だった。その一つ一つが愛おしくて止まなかった。

思い出せば思い出すほど、以前の忍が恋しくて彗は額を押さえる。

「彗様、失礼します」

ノックと共に扉が開かれ、目を向けると、池田が数枚の紙を持ってきた。

「資料はこちらだけです」

資料を手渡され、彗はペラペラとその紙をめくりながら目を通した。

「……忍様の為に作るのですか？」

控えめに質問してくる池田に彗は頷いた。

「解毒剤を作る。………作れるか分からないけどな」

弱気な主人の発言に池田は顔を伏せた。

「何かお手伝いが出来ることがあれば仰ってください」

そう一言告げ、池田は深々と頭を下げて部屋を出て行った。







「…彗？」

　ノックと一緒に不安気な声で扉が開き、彗はハッと顔を上げた。眉を下げて心細そうな忍は彗が着替えさせたパジャマ姿でこの部屋を訪ねてきた。

「忍、起きた？お腹空いた？」

手に持っていた資料をテーブルに置くと、忍へ微笑んで聞いた。

「うん。少し……。ねぇ、一緒に食べよ？」

首を傾げて可愛い仕草で誘ってくる忍に頷く。時計を見ると、二十時を回っていて、かなりの時間、薬品作りに没頭していたことを知った。

「何がいいかな？忍は魚が好きだから和食にしようか」

休憩を挟もうと、テーブルの上を簡単に片付けていうと、忍は首を傾けて笑った。

「僕って魚が好きなんだ」

「……っ！」

嬉しそうに笑う忍に彗は息を呑んだ。好みも考え方も、一人称すら違う忍に目眩が起こる。

「……おいで」

少し震える手で忍を呼ぶと、近づく細い体を抱きしめた。忍は嬉しそうに彗へ擦り寄り、抱きしめ返す。

「ん。彗？またする？」

彗のおでこへちゅっとキスをして、誘ってくる忍に彗は苦笑してしまう。

「忍、ごめんね」

自分が望んだ忍はあまりにも虚しすぎる存在で、気を抜くと泣き喚きそうになった。忍から記憶も人格も奪った張本人のくせにその事実に絶望している身勝手な己が憎い。

「本当にごめん……」

絞り出すような声でもう一度謝る男に忍は黙って微笑み、彗を抱きしめた。







　解毒剤を作ると決めてから彗は部屋に一週間こもった。

朝昼晩と食事は忍と共に過ごしたが、それ以外は誰も部屋に近付けさせず、一人集中していた。だが、一週間が経って部屋を出てきた男の顔色は悪かった。そんな主人に池田が不安な面持ちで声をかける。

「彗様……。どうですか？」

気になっていた薬の開発に池田が聞くと、彗は首を横へ振って長く息を吐いた。

「駄目だ。出来ない……」

絶望的な返答に池田が目を閉じた。

「忍は？」

「……お部屋に」

池田の少し歯切れの悪い返答に彗が怪訝な表情になる。

「どうかしたのか？」

「いえ……、その…」

「ストレスだ」

言葉に言い淀んでいると、後ろから声を掛けられ、彗は振り返った。そこには忍の主治医が呆れたような面持ちで立っていた。

「忍君にあの薬を飲ませたんだって？惚れ薬的な感覚で飲ませたのか？」

怒りを含むような声に彗は押し黙る。

「まさか君がここまで愚か者とは思わなかったよ」

憤然として言われ、彗は伏せていた目を医師へ向けた。

「先生……、どうしたら忍は戻ると思う？」

縋るように聞いてくる彗に医師は大きな溜息を吐いた。

「戻ることは無理だ。君も分かってるだろう？」

目を反らせない現実を突き付けられて、彗は肩を落とした。

「前にも言ったが、忍君と離れたらどうだい？」

「あの忍を放り出せって？」

「違う。もう一度あの薬を飲ませて、真っさらな状態でやり直させてやるんだ」

「………どういう意味だ？」

「そのままの意味だよ。一から自分を作らせてやりなさい」

医師からのまさかの提案に彗は首を横へ振って拒否した。

「忍を手放すぐらいなら、今のままでいいっ！」

当り散らすように怒鳴ると、彗は忍がいる部屋へ向かった。

　飛び込む様に部屋へ入った彗に、忍は驚いた顔を向けた。だが、すぐに満面の笑顔で駆け寄ってくる。

「彗！」

胸元へ顔を埋めてくる忍を抱きしめると、あまりの細い身体に驚いた。

ここ一週間、彗は薬を作るために忍へ触れることはなかった。一緒に食事はするものの、食事が済めば直ぐに自室へ戻って、忍の相手が出来ずにいた。

「忍……、どうしてこんな…」

忍の頬を両手で包んで上を向かせると、少しやつれたように見えた。ご飯はちゃんと食べていたのに、何故こんなに痩せているのか分からない。

「最近の忍様は食後、体調を崩されて、食べたものを殆どもどしてしまっているんです。先生のお話ではストレスが原因だと。彗様が忍様に向けるお気持ちが恐らく影響を与えているんだと思います」

主人のあとを追いかけてきた池田が扉を閉め、事情を話した。

「俺が忍に悪影響を与えてるって言うのか……？」

心配そうに見上げてくる焦げ茶色の瞳を見つめて聞くと、忍は怯えたように謝った。

「ご…、ごめんなさい。ちゃんと、食べるっ！食べるから……」

震えながら抱きついてくる忍の薄い背中を撫でると、忍は縋るように懇願した。

「嫌わないで……。僕を捨てないで。他の人を見ないで………」

「……他の人？」

忍の言葉に彗は唖然とした。忍以外、自分にはいないのに。忍以外、見向きもしていないのに何故こんなことを言うのか分からなかった。

「他に好きな子がいるんでしょ？分かってる……。僕が代わりになるから…、その子の分まで頑張るから！だから捨てないで‼」

しがみつき、泣きながら訴えてくる忍に彗は衝撃過ぎる誤解によろめいた。

忍は昔の自分に不安を抱いているのだ。

自分が無意識に恋して愛して止まない、昔の忍を、今の忍へ求めていたのだと自覚した。







　あれから一週間、彗は忍の側で過ごした。学校も休んで優しく穏やかな日を忍の側で。

食事をしても、もどすことは徐々になくなっていき、安心した。だが、忍のなかの不安は拭うことは出来なかった。それは彗が以前の忍を無意識に探し求めていたからだ。その事実に意識を向けると、今の忍にはとても辛く残酷なものだと、反省した。




　………潮時か




自分の隣で眠る忍の頬を撫でながら、彗は涙を流した。

忍へ薬を飲ませたあの日を何度も後悔する。




　忍……

　好き………、好きだ……




ポタポタ落ちる涙が忍の頬を打って、忍は眠そうな目を開いた。

「彗……、泣いてるの？」

手を伸ばし、その涙を指先で拭いながら忍は淡く微笑む。

「忍……、好きだ。好き過ぎて苦しい……」

助けてくれと、涙で濡れた指先を握り締める男に忍もどこか苦しそうに笑った。

その顔を見て、彗は握り締めていた例の薬を一粒、自分の口へ含む。そして、忍の頬を撫でながら、優しく口付けた。薄く開く忍の舌先に薬を転がすと、彗は唾液と共に飲み込ませた。

「ん…、なんか飲んだ……」

小さな粒の薬を飲み込んだことに忍が困惑していたが、彗は柔らかく微笑んで忍を抱き締めた。

「これまでも、これからも、俺には忍だけだ……」

忍はいきなり襲ってくる眠気に目眩を起こして、彗にしがみつく。

「忍、愛してる。………さようなら」

ぼやける視界に瞳を閉じ、彗の涙で震える声を聞きながら忍は深い眠りについた。








求める想い






「忍！学校、遅刻しちゃうわよ」

　母親の声で忍は急いでネクタイを結ぶと、制服のブレザーを羽織った。

「早く、早く！今日から復学なのに遅刻なんてしちゃダメよ！」

お弁当と鞄を持って、玄関で息子を急かす母に忍はバタバタと廊下を走る。

「分かってるってば！」

昨日は緊張して、なかなか眠ることが出来ず、忍は寝坊をしてしまった。母にせっつかれながら、靴を履くと、行ってきます。と、玄関を飛び出す。

  ある日、病院のベッドの上で目を覚ました忍は自分のことを何ひとつ、知らないことに困惑した。目の前には父親と母親が心配な面持ちで立っていて、白衣を着た医師に記憶喪失ですと告げられた。

通りで何も覚えてないわけだと納得する。しかし、不思議なことに生活では、なに不自由なかった。自分の両親もとても優しくて安心もした。

自宅へ帰ると、父は忍が小さい時のビデオやアルバムを見せてくれた。思い出す事はなかったが、自分がこんな子なんだと少し分かって安心した。

学校も休学手続きが出されていたが、今日から再び登校することになった。勉強が遅れると不便だからと、家庭教師も付けてくれて助かった。

見慣れない制服に身を包み、今まで通っていたという学校のことは何一つ覚えてなくて、忍は不安だらけだ。ただ、同学年の五組に村上 拓也という子が仲良しの友達だと父親に言われた。そしてもう一人。やたらビデオやアルバムに登場してきた神崎 彗。彼のことを聞くと、幼馴染みだと教えてもらった。とても綺麗な顔立ちでカッコよく、独特の雰囲気を持つ男に興味が沸く。仲がいいのかと両親に聞くと、二人は気まずい雰囲気を醸し出し、答えてくれなかった。

しつこく聞くのも気が引けて、忍は学校で本人に会うことを楽しみにしていた。







　学校へ着くと、忍は担任と一緒に一年一組の教室へ向かった。扉を開けて教室へ入ると、忍の姿を見るや、教室内はざわめき立ったが、担任が静かにするよう指示を出すと、生徒達は口を閉ざした。

「えー。皆も知る工藤 忍君だ。記憶障害があり、皆んなの事は分からないようだが、以前のように仲良くして色々と助けてあげなさい」

担任がそう告げると、忍は恥ずかしそうに顔を俯かせたまま小さな声で挨拶した。

「…工藤　忍です。宜しくお願いします」

気分はまさに転校生だ。不安で担任へ目を向けると、大丈夫と微笑まれ、後ろの方を指さされた。

「工藤君の席はあそこだよ。神崎君の隣だ」

言われて指差す方を見ると、忍は家で見たアルバムやビデオの数々を思い出した。




　俺の幼馴染みだ




写真やビデオ同様、とても綺麗でかっこいい幼馴染みに忍は笑顔になる。

「早く席につきなさい」

担任に背中を押され、忍は小さく頷くと、クラス中の視線を浴びながら彗の隣の席に座った。

「あ、あの……、よろしく」

ドキドキしながら声をかけると、彗は小さく笑うだけで、忍は何となくショックを受けて前を向いた。





　あんなに沢山の写真やビデオに映ってたんだし、仲が良かったんだよね……？






こちらを見ようともしない幼馴染みに忍は不安になった。

盗み見るようにそっと視線を向けたら、彗と目が合って忍はドキッと胸を高鳴らせた。だが、直ぐに視線を外されて、落ち込む。

もしかしたら今は仲良くないのかもしれないと、忍は思えた。ホームルームが終わったあと、自分から話しかけることが出来ず、教室内を見回す。クラスメイト達はチラチラこちらを見て、ヒソヒソと話し合い、感じが悪かった。

あまりの居心地の悪さに忍は時間が早く過ぎるのを待つように、じっと机を見つめて俯く。

「……しんどいのか？」

「え？」

いきなり声をかけられ、顔をあげて声の主を見ると、それは幼馴染みの神崎 彗で、忍は目をパチパチ瞬きした。

「体調が悪いのか？」

もう一度聞かれ、忍はハッと意識を集中させる。そして、ぶんぶん首を横へと振った。

「だ、大丈夫！あの……」

「なに？」

「俺の幼馴染み……だよね？」

戸惑うように聞くと、彗は少し驚いたように目を見開く。

「……そうだよ。忍の幼馴染みだ」

少し悲しそうに微笑んで頷く彗に忍は申し訳なさそうに謝った。

「ごめん。俺、何にも思い出せなくて…」

「忍のせいじゃないよ」

優しい声で言われ、忍は少し心が救われた。

「神崎君は……」

「彗さま〜！次の数学なんですけど、ここ見てもらっていいですかぁ？」

「あっ！ぼくもぼくも〜」

「私もお願いしまーす」

忍は何かを言おうと口を開いたが、周りの生徒達に囲まれる彗を見て、口を閉ざした。一方、彗は自分のことを神崎と名字で呼ばれたことにショックを受けていた。しかし、ショックを受けた男の顔は群がる生徒達によって遮られ、忍が目にすることはなかった。

人気者の幼馴染みなのだと、忍は身を引くと、両親から聞いていた五組にいる村上という友人を訪ねようと席を立った。







「工藤君っ！」

　五組へ着くなり、名前を呼んで走り寄ってくる男の子に忍は確認するように聞いた。

「え…っと、村上君？」

上目遣いで確認してくる忍に軽くショックを受けたが、村上は嬉しそうに笑って頷いた。

「工藤君、体は大丈夫？」

「うん。ありがとう」

自分を心配そうに見つめて話しかけてくれる村上に忍は笑顔を返した。

　五組の生徒達は忍が気になるのか、無遠慮な視線をぶつけた。その視線に忍は萎縮する。それに気付いた村上は、忍の手を掴んで教室を出た。

「いつも僕達がゆっくり話してた場所へ行こう」

そこが何処かは知らないが、当たり前のように言う村上が本当に自分の友人なのだと思えて安心した。

村上は忍の腕を引っ張って、人気のない中庭へやってきた。緑が豊富で綺麗な場所だが、ここは本当に寂しいほど人がいない。

「ここなら人は来ないし、ゆっくりできるよ」

人懐こい笑顔を見せる村上に忍はコクンと頷いて、ベンチに腰掛けた。その直ぐ隣に村上も座り、緑豊富な景色に目を泳がせる忍へ確認するように聞いた。

「記憶がないって本当？」

「うん。なんで記憶を無くしたのかも分かんないだ」

困ったように微笑む忍に村上は眉を垂らし、なんて声を掛けるべきか悩んだ。村上は彗から自分のせいで記憶がなくなったと聞いていた。そして、今後は極力忍へ近付くつもりがないと言われ、二人の壊れた関係に瞳を伏せた。

「……村上君は神崎君のこと知ってる？」

少し聞き辛そうに話題を振ってきた忍に村上は小さく頷いた。

「……少しならね。僕より工藤君の方が仲が良かったんだよ」

「そうなの？同じクラスなんだけど全く話せなくて。彼、凄い人気者なんだね」

空を仰いで笑う忍に村上は先程から気になっていたことを聞く。

「話、変わるんだけど、工藤君どうかした？」

「え？」

人と話すときは目を見て会話をするのに、今日の忍はあちこちに視線を移動させ、あまりにも忙しなくて、村上は不思議だった。

「さっきから木や空にばかり夢中だから気になって」

「………」

村上の言葉に忍の表情が曇る。次に、その質問に肩を竦め、困ったように笑って答えた。

「色がないんだ……」

「へ？」

どういうことなのか分からなくて、補足を求めるように忍を見ると、忍は笑顔で中庭を埋め尽くすこの緑豊かな木々を前に寂しそうに呟いた。

「……病院のベッドで目覚めてから全てのものが灰色なんだ」







「彗さまぁぁーーー！」

　スパーンッと一組の扉を開き、大声で彗を呼ぶ村上に生徒達は目を丸くした。当の本人である彗自身も驚く。しかし、そんな村上を追って来たのであろう忍の姿を見た男は、何かあったのではと、席を立った。

「彗様！ちょっと、話したいことが……」

息を切らせる村上に忍が不安そうに自分を見つめてきて、戸惑った。困っていることがあるなら助けてやりたいが、邪魔になるのではと尻込む。

「あ、あの、村上君、大丈夫だから！」

目立ちたくないと訴える忍と村上が小声で揉めていたら、一組の担任教師が笑顔で間に入ってきた。

「村上！ちょうど良かった！お前のこと呼びに行こうと思っていたんだよ！」

「え？」

「来週末の親睦会、神崎君と工藤と同じ班だろ？」

以前、組んだ二泊三日の学校行事、親睦会の話に村上は「あぁ〜」と、大きく頷いた。あの時は彗が記憶喪失。そして今は忍が記憶障害……。

「君達、ちょっとは落ち着きなよ……」

はぁ〜っと、肩を落としながら呟く村上に彗と忍は首を傾げた。

　どうやら一限目は来週末の親睦会のしおり作りに時間割が変更されたようで、村上は五組へは戻らず、このまま一組に滞在することにした。一組の生徒達からの嫉妬と羨望の眼差しに加えて、重苦しい他人行儀な二人に挟まれた村上は胃痛に苛まれながら、しおり作成に精を出す。

「で？行先は大阪と京都らしいけど、行きたい場所ややりたいことってある？」

目の前に村上。隣に幼馴染みと、慣れない感覚に戸惑ったが、忍は嬉しかった。

「俺、ＵＳＫ行きたい！あと、展望台とか！難波でカニも食べたいし、京都で舞妓さんも見たい！あとあと〜…」

大阪と言えばと、嬉々としながら候補を上げる忍に村上は厳しい口調でそれらをいなした。

「却下」

「えぇ⁉どうして？」

「時間が足りないから」

「別に忍が行きたいなら…」

「彗様は黙ってください」

忍贔屓のこの男が権力を使うと厄介だと、村上は即座に口を閉ざさせた。その手腕に周りは呆気にとられながら、三人を盗み見ていた。







「じゃあ、一日目は大阪の街を周って、二日目は京都の街を巡るでいい？」

結局、二泊三日じゃ大したことは出来ないとなり、無難な内容に納まる。

「せめて忍の好きなもんぐらい食べさせてやれよ」

どんなコースになろうが興味はないようだが、口添えする彗に村上は笑顔で頷いた。そんな優しい二人に忍がやったーと、喜ぶ。どことなく、二人との距離が縮まった感覚に忍は嬉しくて始終笑顔だ。その笑顔を彗は嬉しそうに見つめていた。







　今日から忍が学校へ登校すると聞いていた彗はずっと緊張していた。昨夜からずっと、食事も喉が通らず、眠ることも出来なかった。

会いたい気持ちと会いたくない気持ちがひしめき合って、胸が苦しかった。自分の目に忍が映れば、掻っ攫いたくなる衝動を止められるのかも不安だった。極力関わりは持たず、これからの忍の人生をサポートしていこうと考えていたが、実際学校で久しぶりの忍の姿に心がかき乱された。ぎこちないが笑顔をみせる忍に胸が締め付けられ、俺を見て「彗」ではなく「神崎君」と呼ばれたときは相当、堪えた。

どこかへフラフラ教室を出て行く忍が心配だったが、束縛をしてはいけないと自身に言い聞かせた。村上を連れて、戻って来たときは一人ではなかったと、安堵した。そのあとの行事の決め事にも積極的に取り組んで、元気な姿に安心する。




　俺と一緒は嫌じゃないのだろうか？




記憶がなくとも、避けられるのではと思っていたので、彗は幾分、心が救われた。

親睦会も欠席するつもりだったが、『幼馴染み』としての自分を頼りにしている節のある忍を放っておけず、結局参加することにした。だけど、本当は──




　ただ、忍の側にいたいだけ──




あれ程、固く誓ったのにと、自分の自制の無さに辟易した。

あの眩しいほどの瞳の輝きは未だ戻ってはいないが、このまま自分が関わらずにいたら、いずれは戻るのかもと、期待する。




　もう触れないから、

　だから笑って……

　あの日のように微笑んでくれ




隣で笑う忍を見つめながら、彗は切に願った。







　　　　　　　　　　　　　＊




「お疲れ様です。彗様」

　校門前で車を待機させていた池田は主人から鞄を受け取り、後部座席の扉を開いた。彗は車に乗り込むと、大きな溜息を吐く。何か言いたげな男を慰めるように、池田は珍しく彗と一緒に後部座席へと乗り込んだ。

「本日より忍様が登校でしたね。忍様はどうでしたか？」

直球で聞いてくる池田に彗はまた一つ溜息を吐いた。

「忍なら元気だった」

「それは良いことです」

「………」

窓の外へ視線を向け、景色を眺めながら愚痴るように彗は独り言ちた。

「……近付くと傷付けないか怖い。だから極力避けていこうと思うのに上手くいかないな」

主人の落ち込み具合に池田は苦笑すると、アドバイスを贈った。

「新しい出会いと思って、堂々と忍様とお付き合いされたら駄目なのですか？」

「……どうだろう」

ポツリと呟く主人に池田が口を開こうとしたとき、彗が続けた。

「同じことの繰り返しになる。俺はまた忍のこと縛り付けて、忍はそれを嫌がって、追って追いかけられて……」

不毛過ぎると、無言になる彗に池田が優しく微笑んだ。

「ここまで我慢なさるのは初めてのことですね。貴方も成長しているということです」

その成長を止めなければきっと良い方向へ進むはずだと、池田は囁くように助言した。







　　　　　　　　　　　　　＊




　家へ戻って来た忍は自室へ入るなり、疲れたとベッドの上へダイブした。

「う〜……」

枕へ顔を埋めて、一日を振り返りながら忍は唸った。

村上はいい人で優しく楽しい。幼馴染みの神崎　彗は……




　よく分からない……




優しいとは思うが、自分との距離を感じた。明らかに避けられていて寂しかった。




　クラスメイト達も神崎君贔屓で何故か俺には冷たい




「っていうか、俺、イジメられっ子だった？それとも嫌われっ子？」

埋めていた顔をガバっと上げて、ずっと感じていた不安を叫ぶように吐露する忍はガクッと落ち込んだ。

「……駄目だ。自分が分からなすぎる」

参ったと、寝返りを打って天井を見上げると、忍は窓の外から覗く真っ赤であろう夕日を灰色のフィルター越しに見つめた。







　　　　　　　　　　　　　　＊




　あっと言う間に親睦会当日が来て、忍はまだ慣れない学校生活に戸惑いながらも心を弾ませて参加した。

　新幹線での移動中、忍の隣には村上が座っていた。だが、彗は少し離れた場所で一人で座っている。忍は持ってきたお菓子を村上と一緒に食べながら旅行を楽しんでいたが、やはり幼馴染みが気になって仕方がない。それに気付くと、村上に行っておいでと後押しされるが、どうしても勇気が出なかった。

「工藤君、君が思う以上に彗様は君が大好きだよ。工藤君がお願いすれば彗様はなんでも叶えてくれるから」

「……全然そんな感じしないけど」

少し前に座る彗の後ろ姿を見つめながら唇を尖らせると、村上は笑って言った。

「嘘だと思うなら、試しに何かお願いしてごらんよ。愛されてるって実感するから」

どんな無理難題でも彼なら叶えてくれると、背を押され、忍は緊張しながら彗の元へと移動した。







「神崎君、隣座っていい？」

遠慮気味に聞くと、驚いた表情の彗が腰を浮かせ、座り直し、どうぞと席を空けてくれた。忍は隣へちょこんと座ると、男の持つ雑誌を見つめる。

「ねぇ、雑誌、読んでてもいいから、あっちの席にこない？」

「……」

眉間に皺を寄せ、明らかに嫌そうな男に忍はガクリと肩を落とした。それを見た彗が茶化すように聞く。

「そんなに俺に側にいて欲しいの？」

「そりゃあ、同じ班だし！」

「……」

予想外の返答だったのか、彗が黙り込んでしまい、沈黙が流れた。重い沈黙に忍はずっと思っていたことを聞いてみる。

「俺のこと、嫌いなの？」

不安気に彗を見上げると、男は困ったように微笑んだ。

「好きだよ。世界一」

今度は忍が予想外な返答に面食らった。

「お、俺も好きだよ！」

身を乗り出し、必死に伝えると、彗はまた困ったように笑った。







「嘘つき」

「へ？」

「村上君の嘘つきっ！」

「な、なんのこと⁉」

　忍が席に戻ってくるなり、悪態ついてきて村上は驚いた。ちょうど、新大阪に着いて、降車しなければならず、忍の不満を村上は歩きながら聞くことにした。

「俺のこと好きって言ったから、友達になろうってお願いしたら、考えることもせずに断られた！」

悲しいというより、怒っている様子の忍に村上は目を瞬かせる。

村上の後押しと、彗の気持ちに期待した分、心のダメージがでかいと、忍は塞ぎ込んだ。

調子に乗り過ぎたと落ち込む友人に村上は苦笑いした。

「そのお願いはちょっと……」

叶えてはくれないだとうな。と、彗の恋心を知る村上は頭を悩ませた。







　大きく煌びやかな一流ホテルへ到着すると、皆、個室を与えられ、教師から鍵を受け取ると、各々解散した。

人ごみに潰されそうなとき、後ろから腕を引かれる。その相手は──

「神崎君……」

「大丈夫か？」

心配してくれた幼馴染みの手を忍は振り払った。

「俺に触んないで！」

先程の友達にはなれない宣言に拗ねたのか、ふいっと顔を背ける忍に彗は優しい声で囁いた。

「触んないよ」

その言葉にガーンっと、効果音が鳴り響きそうなほどショックを受けてる忍に村上が割って入る。

「彗様。意地悪言わないであげてくださいよ」

素直になれと言う村上に男は自分の荷物を持って去って行った。その後ろ姿を見ながら村上が言う。

「彗様のこと、中途半端に追いかけると大変なことになるよ？泣いても叫んでも喚いても離してもらえなくなるけど、いいの？」

「なにそれ、怖っ！」

少し考えたのか、鳥肌をたて、忍は青い顔で村上を睨んだ。

「そんなの変態じゃん。神崎君がそんなことするわけない」

いえいえ、されてたんですよ君。と、喉まで出かかった言葉を何とか飲み込んで、村上は笑って誤魔化した。







　忍の部屋は五階で、村上の隣の部屋だった。

「じゃあ、またあとで」

荷物を整理したらまた集合しようと、二人は各自の部屋へ入る。ちょっとしたワンルームマンションの一室を思わせる部屋は綺麗に整い、景色が良かった。忍は鞄を広げると、制服を脱ぎ捨て、ジーパンとトレーナーというラフな格好に着替えた。お小遣いが入った財布と携帯電話をズボンのポケットへ入れて部屋を出る。そのとき思い出したのは彗のことだった。村上の部屋を叩くと、まだ準備に時間がかかるようで、忍は幼馴染みを誘いにいった。







「………スイートって……」

　最上階、ロイヤルスイートルームへまさかの宿泊をする幼馴染みに忍は愕然とした。

高校生のくせに。学校の行事なのに。と、心に沸く彗への協調性のなさや、有り余る財力に苛立つ忍は怒りをぶつける様に部屋のチャイムをバンっと手の平で鳴らした。

ピーンポーン っと、優雅に鳴り響くチャイムが聞こえたが、待てど暮らせど部屋は開かず、忍はムキになってバンバンっと何度も連打でチャイムを打つ。

「うるっさいっ！」

バンッっと開かれると、同時に不機嫌な怒鳴り声が轟き、忍は固まった。それは、怒鳴られたこともあったが、一番の理由は男が上半身裸で、下に履いてるズボンもベルトが外され、下着が見えるそんな情事に更けようと言わんばかりの崩れた格好だったからだ。

「……しの…ぶ？」

面食らったのは忍だけではなくて、まさかの訪問者に男も固まった。

お互い気まずさに硬直していたら、部屋の中から戸惑う女の声で二人は我に返った。

「黙って待ってろ」

彗が短く命令した相手が扉の隙間から見え、忍は顔を真っ赤に染めた。髪の長い女の子がほぼ全裸の状態でソファに沈んでいたのだ。

「ご、ご、ごめんっ！彼女と一緒って知らなくてっ」

どもりながら大声で謝罪すると、忍は走ってその場を去った。脱兎の如く逃げるように去っていく忍に彗は額を押さえて重い溜息を吐く。

「興醒めだ。お前も帰れ」

部屋へ入って、ソファに座る女の子にそう告げると、彗はシャワーを浴びに浴室へ入っていった。







「村上君っ！」

　ロビーで村上の姿を見つけた忍は息を切らせて駆け寄った。赤い顔で村上の両肩を掴むと、恨むように言う。

「神崎君に彼女いるならいるって言ってよ！俺、てっきり神崎君、一人かと思ったじゃん！」

「……彼女？」

「うん。俺、すっごい邪魔者だった！申し訳ないことしたな〜」

頭を掻きながらボヤく忍に村上が自信を持って答えた。

「彗様、彼女とかいないよ。絶対」

「いるよ！さっき部屋に呼んでたもん」

あっ、それセフレ的な子でしょ……。と、言いかけた言葉を村上はグッと押し黙る。

「彼女がいるなら彼女と行動するよね？ってか、したいよね。うん。納得！」

彗が一人でないならそれでいいと、笑顔になった忍は自由時間を満喫しようとホテルを出た。あとに続こうとしたとき、村上の携帯電話が鳴って、その相手に驚く。早く来いと手招きするのを制して、村上はロビーへと後退した。

「はい。もしもし」

『忍と一緒か？』

彗からの電話に出た村上は呆れたように状況説明をした。

「はい…。っていうか、工藤君と友達になれないって言ったんですか？物凄く落ち込んでますよ。セフレのことも、彼女って勘違いしてるし。彗様、意地なんて張らずに工藤君と仲良くしたらどうです？」

『………』

黙る男に村上は小さく息を吐く。

「とりあえず、夕食ぐらいは一緒に食べてくださいよ？また、工藤君が彗様のことグダグダうるさく言うだろうし。あ！いっその事、二人で食べたらどうです？」

アハハと冗談で提案すると、彗から予想外の答えが返ってくる。

『分かった。夕食は俺の部屋に忍を呼べ。二人で食べる。今から出かけるんだろ？変な奴に絡まれないようにあいつのこと、頼んだぞ」

彗はそう言って、電話を切ってしまった。

「あらら…。やっぱり彗様も限界きてんじゃん」

ふふっと楽しそうに笑って、村上は携帯をズボンの後ろポケットへ直し、忍の元へ向かった。







「つ、疲れたぁ〜」

　大阪観光に一日、明け暮れた忍と村上はホテルの部屋へ戻るなり、ベッドの上へ倒れ込んだ。やれ展望台だの、城だの、動物だのと駆け回ったと思えば、たこ焼きが食べたい。カニが食べたい、串カツが食べたいと思いついた言葉を放つ我儘のオンパレードに村上は瀕死だ。これが忍の普通で、今まで彗に要求していたのかと思うと、尚のこと、村上は男の愛の深さに感服した。しかも、タクシーに乗ればいいものの、電車をお気に召した忍は電車移動を推奨する。よって、移動時間が大幅にかかってしまった。

「いっぱい歩いたし、マッサージ行かない？」

夕食までまだ少し時間があると、優雅な提案をしてくる忍に村上はニヤリと笑った。

「ダメ。今日の夕飯は彗様からお誘いを受けたよ」

「え？神崎君？」

彗の名前に驚く忍に村上が大きく頷く。

「工藤君との溝を埋めたいみたい。彗様の部屋へ行ってごらん」

ほらほら、っと、急かす村上に追い立てられるように忍は部屋を出た。

　只今の時刻１８時２０分

少しゆとりを持って、忍は最上階のロイヤルスイートルームへ向かった。

「いきなりどうしたんだろう？友達になってくれるのかな？」

それなら喜んで！と、忍は踵を弾ませて長い廊下を歩いた。







 ─ピンポーン ─

　ドキドキする胸を押さえ、部屋のチャイムを鳴らすと、直ぐに扉は開いた。

「どうぞ」

優しい笑顔で迎えてくれた幼馴染みに忍は小さく頭を下げて入室した。

彗は黒のＶネックの長袖のシャツにジーパンとラフな服装だった。制服姿しか見たことが無かったので大人っぽく、色気の漂う姿に忍は羨ましそうな視線を向けた。

「どうかした？」

「いや、かっこいいなって…」

「……それはどうも」

正面から褒められ、彗は対応に困るように照れながら大きなテーブルやソファがあるリビング的な部屋に忍を通した。が、忍はソファを見て顔を赤くした。このソファは昼間に女の子が全裸で座り込んでいた場所で、忍は座るのに抵抗を感じた。それに気付いた彗は忍の手を引いて、別の部屋へ誘った。

「こっちの部屋の方が景色がいいからおいで」

頷いて付いて行くと、そこは真っ白なテーブルと椅子が並ぶ部屋で、テーブルの中央には真っ赤な薔薇の花束が活けられた花瓶が飾られていた。そして、一面ガラス張りの向こうには美しいとしか言えない程の夜景が広がっている。

「す、凄い部屋だね！さすがスイート」

部屋の広さと美しさにもだが、この景色に忍は笑顔になる。

「ここで食べよう。忍はメインはお肉にする？それとも魚？」

椅子を引いて忍を椅子に座らせ、メニュー表を手渡す。

「魚がいいな〜。俺、お肉より魚派なんだよね。神崎君は？」

メニューを見もせず言いきる忍に彗が微笑んだ。

「好みも戻ってきたんだな……。俺も魚にするよ」

部屋に取り付けられている電話で男はフロントへ電話をかけると、夕食の準備をお願いした。電話を切ると、彗はテーブルを挟んで忍の前に座って頬杖をついた。

「今日は楽しかった？」

「うん！村上君と電車乗ったよ」

「電車？タクシーじゃなくて？」

「タクシーより電車の方が楽しかったよ。それより、見て見て！いっぱい写真撮ったー」

忍は笑いながら村上と撮影した写真を彗へ見せた。

「村上君、凄く大阪に詳しくて見たいもの言ったら、あちこち案内してくれたんだ」

写真に写る箇所は何処も移動に時間がかかるもので、これは村上が骨を折ったなと、彗はその仕事ぶりを称賛した。

「だけど、今日見た景色のなかではここが一番だね」

外の最高の夜景へ視線を向けた忍が微笑む。

「好きなだけ見たらいいよ」

「………ありがとう」

もっとはしゃぐかと思っていたが、少し残念そうに外から視線を外した忍に違和感を感じた。

「どうした？」

心配で声をかける、忍は椅子から立ち上がり、大きな窓へ移動しながら答えた。

「実は色がないんだ……」

「え？」

どういう意味か理解出来きず、彗も席を立つと、忍の側へと駆け寄る。

「俺の景色に色がなくて、全て灰色に見えるんだ。目を覚ましたときからなんだけどね。……親には心配するから言ってない。お医者様にだけ言ったら、ストレスかなって……。記憶を失う前にショックな事があったのかもって……」

「………」

絶句する彗に忍はアハハと声を出して、極力元気そうに笑った。

「ショックも何も忘れてるんだから、変なストレス抱え込まなくてもいいのにね？しつこい性格だったのかな？」

「……優しい性格だった」

彗は首を振って懐かしいようにポツリと言った。

「優しい…？」

驚いた顔で聞き返す忍に彗が力なく微笑んで続けた。

「穏やかで優しい性格だった。気が強くもあったけど、お人好しで少し人見知りだった。俺には優しくないのが悔しくて悲しかったけど……」

「けど……？なに？」

遠くを見つめて言葉を切る男の続きが気になって、忍は一歩近付く。

「………好きだった」

彗は泣きそうに顔を歪めて小さく呟いた。

「忍、ごめん。……俺のせいだ。俺が忍をそんなにしたんだ」

彗は忍の足元へ両膝をつくと、忍の手を握りしめた。

「か、神崎君？」

「忍、好きだ。今も昔も気持ちが変えられない……」

「……」

握られた手を反射的に引こうとしたが、その手を強く引き留め、口付けられて、忍は頭の中を真っ白にした。ただ、切羽詰まる飴色の瞳と握りしめてくる男の手が震えていて、彼の告白が本物なのだと理解した。

「やり直したい…。必ず大事にするから、幸せにするから……」

立ち上がり、壊れ物のように抱きしめてくる男に忍はどうしたらいいのか分からず、身を固くした。困惑する忍を胸に抱くと、彗は久しぶりの忍の匂いや体温に胸を焦がすように愛を囁いた。

「忍……、好き。好き。好き……忍が好きだ。………戻って、俺を嫌いでもいいから、俺を憎んでいいから、一番最初の忍に会いたい……」

掠れて震える声と体に彗が泣いているのだと察し、何も言えずにただ強い力で抱き締められたまま忍は目を閉じた。

　次に瞳を開いたとき、灰色の世界がふと、色を取り戻す。

鮮やかで綺麗な夜景は宝石箱をひっくり返したような美しさで、忍は彗の肩越しに息を呑むほどの景色に感動した。

泣きながら何度も自分を好きだと囁く男に、忍は大きな背に腕を回し、慰めるように撫でた。

「…っ、くるし……ぃ」

腕の中で身じろぐと、彗は力を緩めて体を離した。二人の体に距離ができ、それが寂しくて、彗は大きな掌で包むように忍の頬を撫でた。見つめてくる飴色の瞳に忍の胸が高鳴る。外の眩しい夜景が男の美しさをバックアップして、釘付けになった。

「……もう一回、言って」

「………？」

「俺が好きって言って……」

「……好きだよ」

揺れる瞳でまさかの言葉を強請られ、彗は驚いたが、直ぐにその言葉を口にした。忍はその与えられる言葉にモノクロの景色がハッキリと色づくのを感じた。

頭の隅で霞む記憶が迫ってきて、いきなり頭痛が襲い、忍は彗にしがみついた。そして、自分でもビックリする言葉を口にしていた。

「彗……、俺は要らないの？」

自分でも意味の分からない言葉だったが、その言葉に男は目を見開いて固まる。

「俺の彗が好きって気持ちは要らない？」

勝手に言葉が出てきて、忍は怖くなった。彗の体は強張り、驚きすぎて声が出ないのか、口を開け閉めさせて、何か言いたそうだ。

頭が痛くて、気持ちが悪くて、忍は気を失いそうに目が虚ろになる。その時、彗は必死に叫んだ。

「好きだ！忍の全てが好きだ‼器だけでいいなんて言ってごめん！忍の全てが俺には必要だ！」

あまりの大声に忍はびくりと体を竦ませた。

「要る！要る‼要るよ‼忍が必要だ‼お前の気持ちが、心が俺には必要なんだ‼」

自身の過ちを認め、謝罪するように彗はあの日、あの時の懺悔を忍の質問に必死に答えた。

忍は具合が悪すぎて、冷や汗を流し、座ってるのも辛くて体を倒して意識を手放した。

彗は忍を抱きかかえ、床に横たわらせると、直ぐに池田へ電話をした。







「忍っ！」

　ベッドの上で目を覚ますと、同時に強烈な頭痛と吐き気が起こり、忍は上体を起こして口を両手で覆った。

「っぐ…ぅ……」

「気持ち悪いのか？吐いていい！無理せずにここで吐け」

背中をさすられ、吐くようにただされるが、忍は嫌だと首を振って拒否した。そんな忍に彗は両手を引き剥がし、、顎を掴んで口の中へ指を喉まで突きつけた。

「ぅ…おぇ……っ…ッ！」

嘔吐感が増し、強制的に吐かされて苦しさに涙が滲んだが、忍の気分はかなり楽になった。心持ち頭痛も弱まったように感じた。

「まだ気持ち悪いか？」

忍が汚した物など気にも止めず、彗は優しく背を何度も撫でてくれる。体を折って心配そうに顔を覗き込まれ、忍は体調がまだ戻らず、顔面蒼白で謝った。

「だ…、大丈夫。それよりごめん……」

自分の吐いたものを見て、申し訳なさそうな忍に彗はそんな事かと首を振った。

「池田、着替の準備とシーツを綺麗にさせろ」

「畏まりました」

彗の後ろに立つ池田は直ぐに部屋を出て行った。それと入れ替わるように神崎家お抱えの主治医が入ってくる。

「忍君、大丈夫か？」

優しそうな顔の老人の先生は心配そうに駆け寄ってくると、忍の額へ手を当てて高熱でないことを確認した。

「頭痛は？吐き気は？腹痛とかはあるかい？」

「え…あ、はい……」

次々に投げつけられる質問に忍が戸惑っていると、彗が間に入った。

「ちょっと待て。今、目を覚ましたばかりなんだ。服も着替えさせるから問診はその後でもいいだろ？」

忍の布団を捲ると、彗は軽く忍をひょいと横抱きにかかえ上げた。医師は目を閉じて、自分も冷静になろうと深呼吸した。

「分かった。忍君も現状把握が必要だろうしね」

彗はベッドから少し離れた長椅子のソファへ忍を横たえると、頭を優しく撫でた。

「忍、水飲むか？寒くはない？」

甲斐甲斐しく世話を焼こうとする男に忍は小さな声で答える。

「……ありがとう。でも、先に口、濯ぎたいかも」

申し訳ないように言うと、彗はまた忍を抱きかかえようとした。だが、忍はそれを首を横に振って断る。

「だ、大丈夫！自分で歩けるから！」

足を地に付けて立ち上がると、ふらついた。しかし、彗に支えられて転ぶことはなかった。

「ありがとう」

小さな声でお礼を言うと、忍はノロノロと部屋に設置されている洗面台へと移動した。

個室の洗面台で忍は口を濯ぐと、そのまま顔も一緒に洗う。側にある備え付けのタオルで顔を拭いて、大きく綺麗に磨き上げられた鏡を見た。

青白く覇気の無い自分の顔に驚いた。一度、深呼吸をして、忍は頭の中を整理する。

ここはどうやらホテルではなく病院のようで、それも特別室なのか、やたら豪華で病院独特の嫌な雰囲気を全く感じさせなかった。

「……なんで病院にいるんだ？」

首を傾げて記憶を辿ると、忍は激しい頭痛に苛まれた。




　そうだ…

　俺、神崎君の部屋で倒れたんだっけ




夕食を一緒にと、彗の部屋へ行き、話し込んでいたら具合が悪くなって気を失ったのを思い出した。確か、昔の話になって……




　俺、なんか凄いこと言ったよね？

　神崎君のことも彗って呼んでたな……




ガンガン痛む頭痛に軽くパニックに陥ると、忍はクラリと眩暈を起こして大きな音を立て、尻餅をついた。

「忍！」

大声で洗面所の扉が開かれ、焦った顔の彗が飛び込んでくる。

「大丈夫か⁉転んだのか？ケガは？」

忍を抱き寄せ、頭から順に足の先まで確認されて、忍は呆然とした。

「ありがとう。大丈夫だから…、ちょっと眩暈しただけ」

平気だと伝えて立ち上がろうとしたとき、彗に制され、忍はふわりと横抱きにかかえられた。

「もう、お前は動くな」

厳しく命令され、忍は困ったように口を噤んだ。

ちょうど池田が替えの服を持って帰ってきて、忍はお礼を言ってそれを受け取った。ソファに座らされ、着替えようとしたが、その手を払われる。

「もう動くなって言っただろ？」

機嫌悪そうに言い放つ男は慣れた手つきで服を脱がしにかかってきて、忍は顔を赤くして暴れた。

「え？ちょっ、嘘っ！大丈夫っ！大丈夫だから、自分でするよ」

焦って彗の手を押し返すと、医師と池田が呆れたように頼んだ。

「彗君は君の世話を焼きたいだけだから、やらせてやってくれないか？」

「心配で仕方がないんです。忍様、お願いします」

「え〜…」

なんと答えるのがいいのか分からないが、とりあえず訳のわからない状況化に忍は羞恥に襲われながら身を任せた。

大人しくなる忍に彗が手際よく服を着替えさせていく。この歳になって着替えさせられるなんて恥ずかしかったが、ここが病院で自分は今、本当に具合が悪いこともあり、受け入れた。

　服を着替え、シーツも綺麗になったベッドへ忍は寝かされた。

「忍君、少し問診させてくれるかい？」

医師が聞くと、忍は小さく頷く。

「体の具合を教えて」

「えっと、頭痛と吐き気と眩暈と耳鳴りがあります」

「……重症だね。熱が無いだけ良かった」

「あと、色が……」

「色？」

「はい。前まで見えるもの全てが灰色だったんですけど、今は全部カラーに見えるんです」

「それはいつから？」

「倒れる寸前にいきなり戻りました」

「倒れた時の事、覚えてる？」

「……少しだけ」

彗をちらりと見て忍が呟くと、男が手を挙げた。

「俺と居たんだ。昔の話をした。そしたら忍が……」

彗は一度、唇を噛み締め嬉しそうに告げた。

「忍の記憶が一瞬、戻ったんだ」

「あの薬を飲んだのに？」

医師は眉間に皺を寄せ、低い声で聞いた。彗はそれに大きく頷くと忍を見る。

「忍、覚えてる？」

「うん。少しなら……。俺もビックリして、なんであんなこと聞いたのか分からない」

口の中で最後はボヤくように呟くと、彗はぎゅーっと忍を抱きしめた。

「もしかしたら戻るかもしれない！昔の忍に！今は無理でも少しずつ！可能性はあるってことだろ？」

嬉しそうに笑う彗に医師はふむっと腕を組んだ。

「まぁ、あり得ない訳ではないだろうね。何が原因で思い出したのかは謎だけど、副作用は強烈だな。少し思い出すだけでこんな倒れ方してたら身が持たないぞ」

医師は脂汗をかく忍を心配そうに見つめた。

「彗君、今日は忍君をゆっくり休ませてあげなさい。今も相当辛そうだ」

医師の言葉に彗は名残惜しそうに忍から離れた。

「忍、俺も今日はここに泊まるから、何かあれば直ぐに呼べよ？」

頭を撫でて優しく告げる幼馴染みに忍は力なく目を閉じた。

「わたしも今日はこの病院にいるから、夜中でも何かあれば直ぐ呼んでくれ。念の為に栄養剤を点滴しておこう」

医師は席を立つと、池田と一緒に部屋を出て行った。

部屋に残った彗はベッドの隣に置いてある椅子に座り、青白い顔で眠る忍の手を握りしめた。

「忍……」

小さな声で呼ぶと、忍のまつ毛が揺れた。彗は力のない自分より小さな手を強く握りしめた。







「絶対イヤッ！」

　翌朝、忍の体調は回復していた。だが、主治医も含めた周りの人間に、大事をとって一日、安静を勧められた。それを忍は心底嫌がり、猛烈に反発していた。

「もう、しんどくないから大丈夫！ホテルに戻る‼」

「忍！」

ベッドから降りようとしたら、怒気を孕む声に制されたが、それでも忍は譲らなかった。

「本当に大丈夫だってば！旅行に来てるんだよ？体調だっていいのに病院で過ごすなんて絶対嫌だ！」

「また倒れたらどうするんだ？」

「倒れない。本当に体調悪くないもん」

「いい加減にしろ！」

思い切り怒鳴られ、忍は体を竦めた。彗は床に膝をつくと、忍の肩を抱き寄せて切に願うように囁いた。

「頼むから…。心配なんだ」

分かってくれと言う男に忍は少し気持ちが揺らぐ。しかし、旅行を楽しみたいのも事実で、体調がいいのも本当だ。今日は京都で過ごす予定を思い出して、忍は提案した。

「そんなに心配なら、神崎君が側にいてよ」

それならいいでしょ？と、笑う忍に池田が驚いた。

「彗様、忍様に誘われましたよ」

いつも逃げては別行動をしようとする忍と真逆のことを言い出す姿に池田は感動した。

「だから、俺は元気だし、京都に行きたい。んで、神崎君は俺が心配なら一緒に行動したら良くない？班も一緒だし。あっ！彼女か！彼女と周る？それなら……」

腕を組んで要らぬ心配までし始めた忍に彗は額を抑えて溜息を吐いた。

「あれは彼女じゃない」

忍の誤解を解くためにハッキリ告げたあと、男は仕方がないと折れた。

「池田、支度する準備をしろ。あと、何かあれば直ぐに医者に見せられるように手配しておけ」

後ろに立つ池田に命じると、池田は頭を下げて了解の意を示した。

「俺が無理だと判断したら、即撤収だからな？」

不遜な顔で見下ろして言うと、忍は満面の笑顔で頷いた。







「なかなか以前の忍様が垣間見られますね」

　ホテルへ一度戻って支度をするという忍と別れ、ロビーで待つ池田が笑って主人に言った。彗は複雑な気持ちで頷いた。

「……本当、あの反発心の強さには感服するな」

呆れ口調で呟くが、以前の忍に戻りかけているのはやはり嬉しいことで、彗は苛立つことはあっても怒ることはなかった。

「ご、ごめんね！お待たせ！」

ジーパンに白の薄手のトレーナーという動きやすくてラフな格好で駆け寄る忍に首を傾げる。

「村上はどうした？」

「なんか、もう京都へ移動してるから現地集合ってなった！早く俺らも行こう！」

遊ぶ時間が無くなると、強請る忍に彗は池田へ車を出させ、出発した。

　車に乗り込み、うきうき外の景色を眺める忍を横目に質問する。

「もう色彩感覚は大丈夫なのか？」

「うん！そうなんだよ！病院で起きてからも戻ってて、俺も驚いた！やっぱり色付き景色はいいね」

興奮しながら前のめりになって話してくる忍に彗は良かったと安堵の息を吐いた。

「神崎君の部屋の夜景をもう一回、見たいな〜！昨日、倒れる瞬間、見たけど物凄く綺麗だったから」

無邪気に喜ぶ忍に彗の顔も緩む。

「今日もおいで」

「え？…いや、悪いしいいよ！」

忍は自分の言葉を振り返り、厚かましさを感じた。気を遣わせたと思い、首を振って断ったが、彗は優しく微笑んでもう一度、誘った。

「いいから、おいで。待ってる」

甘い声にドキっと胸を大きく鳴らせ、忍は頬を赤く染めて俯く。

「ありがとう……。その、もし予定とかできたら遠慮なく言ってね？俺はドタキャンされてもいいから」

ボソボソと相手の負担にならない様に伝えると、彗は頭をポンポン叩いて、優しく言った。

「忍以上に優先することなんてないよ」

どこまでも優しい幼馴染みに忍は思い切って、もう一度お願いした。

「俺、神崎君と友達になりたいな。……駄目？絶対、俺達仲良くなれると思うんだ」

期待に瞳を輝かせる忍に彗は小さく首を横へと振った。

「……友達は無理」

「どうして⁉」

「昨日も言ったけど、忍のことが好きだから」

「………俺、男だよ？」

「忍が女でも好きになってるから性別は関係ない」

キッパリハッキリ言われ、忍は赤くなった。すると、隙をつくように手を絡めるように握られる。

「ま、待って！神崎君、彼女いるじゃん！」

「いない」

「じゃあ、昨日の子はなに⁉」

忍の言葉に昨日の女は性欲処理用だと流石に言い辛くて、彗はバツが悪そうに顔を歪めた。

「あれは……」

何と言うべきか悩んでいると、忍が上目遣いで聞く。

「もしかして、セフレとかいうやつ？」

「………嫉妬してる？」

「違うっ！」

からかうような悪い顔に大きな声で否定する。しかし、明らかに機嫌が悪そうな忍に彗は満更でもないように笑って付け足した。

「忍の嫉妬は分かりづらいからな」

何かを思い出すように笑う男に忍は真っ赤な顔を背けた。そんな拗ねた反応も愛しいと、彗は握り締めた手の甲へキスをしながら囁いた。

「大丈夫……、俺は忍以外、本気になれないから」

熱の籠る告白に忍はもうやめてくれと、羞恥に身を竦ませ、京都までの時間を過ごした。
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「あ！こっちこっちー！」

　京都駅にて村上を見つけると、忍は半泣き状態で抱き着いた。

「……なに？何かあった？」

「神崎君が恥ずかしくてやだ」

車内で歯の浮く台詞を恥ずかしげもなく、口説いてくる彗に忍は勘弁してくれと泣きごとを漏らす。その光景が何となく見て取れた村上は仲が良くて何よりだと、渇いた笑みを浮かべた。

「さぁ、時間が勿体ないから行こう」

村上にただされ、忍は頷くと、京都を楽しむことに気持ちを切り替えた。







「工藤君、彗様！わらび餅食べない？」

人気のある店を見つけたと、村上が言って、忍は喜んだ。

「うん！俺も食べたい」

駆け出して、店の前のショーケースに並ぶメニューを見つめる。

「抹茶味もあるね。俺、これにしようかな」

キラキラした目で抹茶わらび餅を指差す忍に彗は何かを言おうとしたが、それをやめて黙った。

「京都って言ったら抹茶だよね。僕もそうしよう。彗様は？」

村上が聞いてきて、彗は抹茶味の隣にあるプレーンを選んだ。

三人は店に入り、案内された席に彗と忍は隣に座り、机を挟んで、忍の前に村上が座った。直ぐに注文したわらび餅は机の上へ運ばれて、忍と村上が声をハモらせて手を合わせる。

「「いっただきまーす」」

勢いよくパクっと抹茶味のわらび餅を食べると、村上はキラキラした顔で美味しいと感激した。反対に忍は口元を押さえ、うっと眉間に皺を寄せる。

それを黙って見ていた彗は目の前に水を差し出した。

「忍は抹茶、苦手だから……」

「「そーなのっ⁉」」

口直しにと、水を飲み終えた忍と村上がハモりながら聞くと、彗は無表情で頷いた。

「もっと早く教えてよ！」

「いや、克服したのかと思って」

もしくは記憶をなくしてる間に好きになったのかと思い、あえて口にしなかった。

「機嫌直して、こっち食べな」

自分が注文したノーマルな、きな粉がふんだんにまぶされているわらび餅を彗は差し出した。忍は小さな声でお礼を言うと、一口、わらび餅を食べる。

「おいしー」

わらび餅にご満悦な忍を見た彗は、その姿に満足した。

　それから三人は京都で有名な寺を巡りながら、観光を楽しんだ。

京都の趣ある街並みを散策していると、夕暮れ時になり、街には色鮮やかな着物を着て、白粉を塗った舞妓や芸妓の姿がちらほら姿を見せた。

「舞妓さん、綺麗」

「うん！綺麗、可愛いー」

隣を過ぎる舞妓が膝を折って挨拶してきて、忍と村上が歓喜すると、彗は携帯電話を取り出した。

「せっかく京都きたし、舞妓遊びするか？」

「したいです！」

村上が即座に手を挙げた。それを確認した彗はどこかに電話をかけ、二言三言話すと電話を切った。

「６時半に予約が取れた。あと一時間後だから土産買うなら早くしろよ」

行きつけの店があるらしい彗に二人は夕食が楽しみだと、土産屋を巡った。時間になり、彗に連れて来られた二人は超有名老舗の高級料亭に絶句する。

予約必須の店に顔パスで入店できる神崎家に村上は流石だと感服した。

「俺、この店以外、京都では来たことないから他は何処が良いか分からないんだ。行きたいとこ他にあった？」

綺麗に整え、ライトアップされた園庭を横切り、広くて立派な和室へ三人は通された。

「とんでもないです。この店がいいです！」

席に着くなり、目の前に広がる豪華で繊細な料理は勿論、数名の芸者の琴や舞を披露するこの優美な時間に感謝しかないと、村上は至福に浸った。隣に座る忍はぼんやりと優雅に舞う芸者を楽しむ。

「忍は初めてじゃないよ」

「……う〜ん。そんな感じっぽいね」

感覚が覚えてると、呟く忍はこの空気感に身を委ねた。

「京都へ来たら、ここで食事してたしな」

「美味しいね。記憶にないなんて勿体無いなぁ…」

色とりどりの料理に箸を伸ばし、残念そうに告げる忍へ彗は頭を撫でて、いつでも連れてきてやると約束した。







　夕食を堪能した三人は店の外へ出ると、ホテルへと戻った。

「今日も沢山歩いて疲れたね。温泉入りたいな〜」

各々の部屋へ戻る途中、忍が希望をいうと、村上が答えた。

「え？知らないの？ここのホテルの大浴場、温泉だよ！」

「本当⁉嬉しい！」

一緒に温泉へ行こうと言う忍の腕を引いて、彗がそれを止める。

「夜景を見にくるんだろ？」

「あぁ〜！そうだった。でも、神崎君も疲れてるだろ？悪いしいいよ。俺も、もう眠くて…」

笑って断る忍に男は掴んだ手を離さず、提案した。

「じゃあ、俺の部屋で寝たら？風呂も温泉が引かれてる。夜景を見てそのまま寝たらいい」

「いやいや！そんなの悪いっ‼」

首を横へ振って全力で断るものの、彗は忍の手を無理やり引っ張ってエレベーターに乗った。

「俺がいいって言ってるんだから忍が気を使う必要ない」

有無を言わさない物言いに根負けした忍は彗に従うことにした。今日で親睦会は終わる。明日は東京へ戻って、いつもの日常が戻ってくる。だからある意味ここの夜景は今日を逃すと見られない。忍は疲れてはいたが、そう思うと貴重な景色を見られるんだと、心が高揚した。

「じゃあ、少しだけお邪魔しようかな。ちゃんと自分の部屋へは戻るから安心して！神崎君も昨日、俺に付き合って病院泊まりだろ？ゆっくり休んでよ」

彗はずっと忍の体を気遣っていたが、実は忍も彗の体調が心配だった。自分のせいでせっかくの旅行を満喫出来ないだけではなく、睡眠不足や疲労が溜まっているのではないかと、申し訳なく思っている。

「本当に忍は余計な心配しなくていいよ」

微笑みながら言われ、エレベーターが止まり、二人は彗の部屋へ入った。







「綺麗……、綺麗過ぎる〜」

　玄関から一番近くのソファルームの部屋に入って、忍はカーテンが開かれていた窓、一面の夜景に感嘆の声を上げた。

窓硝子に手を当てて、食い入るように外の景色を見る。今まで見たどの景色より美しくて、今日の一日を彩った。

「綺麗過ぎて吸い込まれそう」

感激しながら振り返ると、彗が直ぐ後ろまで来ていて、忍は驚いた。

「忍の方が綺麗だけどね」

「んっ！」

顎を掴んでチュッと音を立ててキスをされ、忍はビシッと硬直した。

「可愛い」

唇を離して二度目のキスをしてこようとする男に、忍は窓硝子にビタッと背中をくっ付けて顔を青くした。

「な、な、なにっ！キスした⁉」

「うん。した。もう一回したい」

詰め寄ってくる幼馴染みに忍が顔を背け、腕を突っ張り、逞しい胸を押す。

「だ、駄目！俺、男だよ！」

「知ってる」

自分を押し返す腕を掴むと、彗は窓硝子に手を置いて、忍との距離を肘をゆっくり曲げながら近付けた。

「わっ！だ、駄目！駄目っ‼」

青かった顔がどんどん真っ赤になって、忍はパニックを起こす。

「ちょっと落ち着こう！」

「忍が落ち着いて」

「んぅ…っ！」

慌てふためく忍が新鮮で可愛いくて仕方ない。彗は俯く忍の顎を掴んで固定すると、ピンク色の唇をぺろりと舐めた。忍は目を大きく開け、彗の瞳を見つめたあと、ギュっと唇をキツく閉ざす。そんな小さな抵抗をみせる忍に男はやらしく笑った。

「舌、出して」

甘く妖しい微笑みと囁きに、これでもかと言うほど忍は顔を赤くした。痛々しいほどの赤い耳も愛おしくて、彗はその耳を甘噛みする。

「んっ…！」

ビクンっと肩を竦め、硬直する忍に男の攻める姿勢は止まらず、耳に舌を這わせられた。耳の形をなぞり、耳の中へ舌を出し入れされる。耳を打つ淫らな水音に忍はどんどん変な気分になって、膝を追って体を小さく丸めていった。

「や、や、やだぁ…ふっ……ぁ…っ」

完全にペタッとお尻を地面につけ、身を捩って逃げようとする忍に彗も床に片膝を付けた。そして、忍を囲うように窓硝子に手を当てると、何度も角度を変えてキスをする。

「ん……ぁ…んぅっ、はっ…ぅン…」

舌を絡め取られ、深く丁寧な口付けに、忍の思考は奪われる。むず痒い気持ち良さにビクビク体が跳ねて、気持ちがいいと、快楽を強請るように彗の胸元の服を縋るように握りしめた。

「忍はね、首の方が好きなんだよ」

赤く蕩けた顔を向ける忍へ囁くと、彗は実行に移すように細い首筋を舐めた。

「ひゃあっ」

ビクンっと大きく体が跳ねて、忍は我に返ると、彗から手を離し、後ろの窓にビタッっと背中を押し当てた。

「か、帰るっ！」

泣きそうな顔で大きな声を出す忍に彗が顔を近付けながら言い切る。

「帰さない」

「か、帰さないって……」

そんなこと言われてもと、半泣き状態で怯える忍を男は囲うようにしていた腕を解放した。

「ねぇ、忍？記憶取り戻したい？」

ふいに聞かれて忍はピクリと肩を揺らして彗を見た。

「……可能なら」

コクンと小さく頷くと、彗は優しく微笑んで告げた。

「俺、アルバムやビデオを用意したんだ？一緒に見ないか？俺も手伝うから一緒に記憶、取り戻すの頑張ろう？」

さっきの艶めかしい雰囲気が一気に消え去り、忍の緊張が少し緩んだ。

「準備しておくから、忍は温泉に入っておいで」

露天風呂の温泉がある脱衣所を指差され、忍は解放されたのだと、肩の力を抜いた。

「あ、ありがとう。でも……神崎君が先に入ったら？」

「俺は後でいいから、入っておいで」

優しい顔で勧められ、忍はゆっくり立ち上がると、まだ少し震える足で脱衣所へと向かった。







「気持ちいい〜。景色も良いし、凄い贅沢」

　体をサッと流した忍は大理石で出来た露天風呂にゆっくり肩まで浸かって、外の景色を堪能した。夜の街の光がキラキラ輝いて美しい。冷たい風が木々を揺らし、少し熱めのお湯が丁度良くて気持ち良かった。浴槽の淵に腕を出し、その上に頬を乗せて景色を眺める。

昨日からの疲れが出てきたのか、忍はゆっくり瞳を閉じた。すると、先ほど迫ってきた幼馴染みの顔が浮かんで、驚いて目を開く。触れられた唇、耳、首筋を撫でて、羞恥に顔を赤く染めた。

男同士で、幼馴染みの自分は一体、あの男とどういう関係だったのだろうかと、脳裏を掠めたとき──

ガラッっと、扉が開く音がして、忍は勢いよく扉の方向へ振り向いた。そこには服を脱いで腰にタオルを巻いただけの男の姿に忍はビックリすると、ジャボンっと大きな音を立てて首まで浸かった。

「な、な、何っ⁉」

「何って？あとで入るって言っただろ？」

笑って近付いてくる彗に忍は狼狽える。

「いや、それは、俺が上がったあとだと…」

裸の男があまりにも艶かしくて、忍は視線を泳がせた。そんな姿が面白くて、彗はタオルを外すと、静かに湯船へと体を沈め、忍との距離を詰める。

「俺の裸なんて、忍は見慣れてる筈なんだけどね」

そんな記憶はないと、背を向けると、うしろから抱きしめられて息を呑む。

「や…、やめ…」

変なことをするなと、拒むように身を捩ると、彗は強い力で忍を淵へ追いやり、抱きしめて教えるように告げた。

「記憶無くすまで、忍は俺のものだった」

「嘘！」

「嘘じゃない。幼稚園のときからずっと一緒だったし、一緒に暮らしてた」

「……うそ」

自分の実家でのアルバムの写真が頭に過った忍はどんどん自信が持てなくなる。何が真実なのか分からなくて不安に駆られた。

「ヒッ…」

突然自分のものを握りしめられ、忍は身を強張らせた。戸惑う忍の首筋へ唇を寄せると、彗は熱い吐息で聞く。

「俺の身体、覚えてない？何度も忍の身体に教え込んだんだけど？」

「……う、嘘だ！そんな事ありえないっ」

信じないと、暴れて自分から距離をとる忍に彗は余裕な態度で言った。

「証拠ならある。……見る？」

「証拠？」

「うん。だけど、俺の言ってることが嘘じゃなかったら、ちゃんということ聞けよ？」

不信感に駆られる焦げ茶色の瞳に男は不敵に微笑むと、湯船から出て、バスローブを纏う。

そのあとに忍も用意されたバスローブを羽織ると、恐々と付いて行った。







『あっ、あっ、す、彗ッ……、はやく…ンんっ、はやく抱いてぇ……』

　リビング的な部屋へ移動した忍は彗が用意した証拠に絶句した。

大画面で淫らに身体を開いて快楽に陥り、甘くやらしく幼馴染みを強請る自分の姿が映し出され、忍は大絶叫を上げてテレビのリモコンに手を伸ばす。だが、寸での所で彗にリモコンを奪われ、忍は男へ掴みかかった。

「ぅっ…、わぁぁぁぁぁあー！止めてっ！止めてぇぇぇーーー‼」

「ちゃんと見ろよ。証拠なんだから」

「見た！確認した！ちゃんと理解したから消して‼お願いだからっ」

忍のその言葉で男は渋々テレビを消した。ＡＶ女優並みに喘ぐ己の姿に忍は涙が出そうなぐらいショックを受けた。自分達の今までの関係性を露天風呂で聞かされ、有り得ないと思っていたのに、証拠を見せられた忍はぐうの音も出ない。

「俺の言ってること、嘘じゃなかっただろ？」

余裕たっぷりに笑われて、悔しさと恥ずかしさが入り交じり、忍は唇を噛み締める。

「じゃあ、忍。裸でベッドの上に横になって」

にっこり笑って、とんでもない要求をしてくる男に忍は面食らった。

「な、なんで？やだよ！」

「俺のいうこと聞くって約束だろ？」

「約束って…、取り敢えず嫌だ！」

フイっと顔を反らして拒否する忍に彗は困ったように言った。

「記憶、取り戻す気ないの？」

「え？」

「さっきのビデオ見ただろ？忍って、前のときと同じことしたらシンクロして記憶が戻ってるっぽいから…。だから、ちょっと試してみよう？」

やらしく微笑み、近寄ってくる男に忍は一目散に部屋の隅へ走って逃げた。

「ち、違うこと！違うことで記憶、思い出そう！」

窓ガラスに背をぴったり、くっつけて叫ぶ忍に彗は楽しそうに笑って近付いた。

「違うことって例えば？」

「例えば、えっと、え〜っと〜……」

色々提案したいのだが、確実に近付いてくる男に頭が回らず慌てふためく。

「はい。捕まえた」

気が付いたときには自分を囲うように窓ガラスへ両手を付いて、悠然と微笑む男に忍は恐怖とは別の緊張を身体に走らせた。

「大丈夫、優しくするから」

彗は優しい声と共に震える忍の唇へ甘い口付けをした。







「や、や、やだぁぁ……っ、もう、嫌っ！」

　バスローブを剥ぎ取り、寝室へ連れていくと、彗は容赦なく忍を組み敷く。頭の先から足の先まで隈なく愛するように丁寧に確実にその身体へ触れていった。それは今の忍にはあまりにも耐えがたい羞恥で、顔を両手で覆って泣き喘いだ。

「気持ちよくない？」

「よくないっ！」

「嘘つき」

半泣きで叫ぶ忍のものは硬く勃ち上がっていて、彗はそれを手に取ると、ゆっくり口の中へ含んだ。信じられない光景に忍はやめてくれと、彗の髪を掴んで引っ張るが、それを合図のように頭を動かされ、忍は喉を反らせた。

「ぃッア…、はぁンンっ…、ダメ……っ、ダメッ！」

舌先で転がすように舐められ、奥まで咥えられた忍は湧き起る射精感に腰を震わせる。

「はぁぅ…、イ…、イくぅ…。ダメ……離してぇ、でちゃうぅぅ……」

飴色の髪を鷲掴み、遠慮がちに引っ張ると、先端を思い切り吸われ、忍は腰を突き出すようにして達した。

「ァアんっ、イ、イく、イくぅーーー…」

陸に釣り上げられた魚のようにビクビク打ち震える忍は呼吸を乱し、瞳を揺らして男を見つめた。その熱に浮かれた瞳が愛しくて、彗は自身の口の中に指を二本入れると、忍の精液を絡めてやらしく笑った。

「濃いな。自分じゃしてない？」

自身の放ったものを見せつけられ、艶めかしい美を放つ男に忍はこれ以上無理だと、キツク目を閉じた。彗はそんな忍の足の間に身体を割り込ませると、最奥の蕾へ指を這わせる。

「な、なにっ？」

忍はビクンと体を跳ねさせ、怯える瞳で再び彗を見上げた。

「大丈夫。痛くしないから」

優しく安心させるように言うと、彗はツプっと指を一本入れた。

「ぅ…、やっ！うそっ…」

忍は腰を引いて逃げたが、男はその腰を抱き寄せ捕まえた。

「キツイな」

「や、やだ！抜いて、抜いてっ」

首を振って嫌だと喚く忍に彗はキツく閉じた蕾を解すように優しく円を描いていった。

「それ、ほんと……、やだぁ…」

「ここ触られても嫌？」

瞳に涙を溜めた顔で止めてと懇願された彗は、この知り尽くした身体が最も反応する一点に爪を立てる。

「ヒィっ！」

ビリッと電流が流れるような大きな快感に忍が悲鳴を上げる。その反応に気を良くした男は続け様、そこを押し撫でた。

「ィヤァぁァァァァーー……はぁ、ンん…むり、そこ嫌っ……か、かんざ…きく……んぅ…っ」

押したり撫でたり潰したり、無遠慮にそこを刺激しくる指が怖くて、忍は彗へ抱きついて止めてと懇願した。

「あっ、あっ、あっ……もう、変…、こわ、怖いぃ〜…」

ガクガクと膝を揺らし、泣きながら縋る忍に彗は優しくキスをしながら、忍のものを握りしめ、上下に扱いてやった。

「やっ、あっ、だめ……、それ、またイク……でるぅ、でるっ！す、彗っ…」

意識が朦朧とし、切羽詰まる忍に名前を呼ばれ、彗の手がピタリと動きを止めた。

「忍…？」

体を小さく震えさせ、達するのをはぐらかされたのかと、忍は涙を流して抱き着いた。

「も、イキたぃ…、彗、イかせてぇ〜」

再び名前を呼ばれ、男は驚きに目を見開いた。

「忍、思い出した？」

震える身体を抱き締めながら聞いてくる男に、忍はもう待てないと自身に手を伸ばした。だが、その手は彗によって無情にも振り払われる。

「ふぅぇ……」

じわりと涙を浮かべる忍へ男は慎重に聞いた。

「忍、俺はだれ？」

「す……、すいっ…、はや…くぅ……、お願いっ…んンっ…」

焦らさないでと、腰に足を絡めてくる忍に彗は以前の忍の誘い方に驚いた。腰を持ち上げ、指を引き抜いた蕾に自身をぴたりと押し当てると、忍はその熱量と存在感に息を呑む。

「欲しい？」

はやくと、腰を揺らす姿が堪らない。忍はそんな男の劣情に気付いたのか、意地悪く微笑んで腕を伸ばした。

「……俺が欲しいくせに」

煽るような勝気な台詞を口にする忍に彗はプツリと理性を切らせた。

「アアァァーー……っ」

一気に奥へと貫いてきた男に体を弓のように反らせて、忍は白濁した液を飛び散らせた。そのとき、何かに殴られたように頭が痛み、視界が揺れる。




　── 忍は俺のものだろ？ ──




　── 俺の全てを忍にあげる ──




耳の奥で木霊するこの言葉に忍は息を止める。自分にのしかかる綺麗なこの男の顔が妙に懐かしく感じて、忍は違和感と一緒に安心感を覚えた。

「……だれ？」

意識が揺らいで困惑するなか呟くと、彗は薄い身体を抱きしめ、忍の中を貪るように腰を揺すった。

「んっ、アァア…っ、あっ、ふぅ……ン…」

「名前、呼んで…？お前に触れていい奴はこの世で一人だろ？」

徐々に余裕がなくなっていく彗の声に忍は満たされる身体とは裏腹に頭痛が激しくなっていった。

「忍…、好きだ。好きだ……、好きだ…」

何度も愛を告げる男に忍はせがむように口付けた。

「あっ、ん……やぁ、す……彗っ…、彗ぃ……」

もう限界だと、離して欲しいと、昔の忍が無意識に強請るときの仕草で彗は苦笑した。

「もう少しだけ、付き合って……」

耳を舐めながら囁くと、彗は忍の中の前立腺を突き上げ、自身を追い立てていった。

「ィヤァ…、アッアッあぁあ……彗っ、彗、彗ーーーッ」

男の背にしがみつき、爪を立てる忍は目の前をチカチカとさせて気が触れそうになる。

「忍、イく…」

低く唸るように告げると、彗は忍の最奥に精を放った。

「ぅ…はァア……ンんっ」

ほぼ同時に忍も達したが、お腹に広がる熱に戸惑う忍は余韻に浸るなか、涙を流した。

「忍、俺の名前呼んで」

彗は繋がったまま忍の汗ばむ髪を撫で付け、目と目を合わせて懇願した。忍の目は少し虚ろで視点が揺れていて普通ではない。

「忍、俺は誰？分かるだろ？」

気を失いそうに瞳を閉じようとする忍へそれを許さないと、厳しく詰問する。

「答えて、忍……」

「……か、んざき君…？ちが……う、彗…？」

混乱している忍へ彗は繰り返し、聞いた。

「忍の知ってる俺を教えてよ？」

「……彗？だれそれ…知らない……、しらない…」

目を閉じて、首を振る忍に男は必死に呼びかけた。

「知ってるだろ？忍」

キツく体を抱きしめ、何度も呼びかけたが、忍の体からフッと力が抜けた。気を失った忍にやりきれない気持ちが込み上げ、彗は祈るように縋った。

「忍……、好きって言ってくれ…。頼むよ……」

消え入りそうなぐらい小さな声は震えていて、男は眠りにつく忍を抱きしめ続けた。







　眠る忍の隣で彗は持ってきていたアルバムをめくりながら懐かしい自分と忍の姿に苦笑した。夏祭りに行ったとき、かき氷を零して泣いている忍の写真に昔の思い出が蘇る。

忍はかき氷の取り合いで転んだと言っていたが、本当はかき氷が食べたかった訳ではなかった。

　祭りへ行ったとき、浮かれて走り回る忍が転びそうになり、それを助けたのがカキ氷屋の店主だった。その男から、かき氷を買ったあと、忍がその店主をかっこいいだの優しいだのとやたら懐いて、俺はそれに機嫌を損ねた。

男に夢中でかき氷を食べる手を止めている忍へ注意をしたら、忍はそのかき氷を一口あげると、男に差し出したのだ。俺ですら忍にそんな事をして貰ったことがなかったのに、それをしてもらえる店主に酷く嫉妬して、忍のかき氷を奪いとった。返せと掴みかかってくる忍に苛立ち、体を強く押したとき、忍は履き慣れない下駄で躓いてこてけしまった。助けようと手を差し伸べたのだが、俺もまた慣れない下駄に躓いて、忍の頭上へかき氷を落としてしまったのが本当の話だった。俺が意地悪だと、泣き叫ぶ忍を、池田が宥め、何もかも上手く行かなくて不機嫌な自分が写る幼少の頃の思い出に失笑する。




　今も昔も忍に関して何一つ上手くいかない……

　手に入れたいのに手に入らない

　優しくしたいのに出来なくて、いつも泣かせてしまう




今回に至っては、自分の不甲斐なさに完敗だった。彗は眠る忍の頬を撫でた。




　無理かもしれない……




記憶が混乱していて無理に思い出させようとしたら、また全ての記憶を失わせてしまうかもしれないと、彗は危険を感じた。これ以上、下手なことは出来ないと、男は絶望に息を吐いた。







　朝、目が覚めると、目の前に綺麗な顔があって、忍はヒュッと息を呑んだ。まだ眠る男を起こさないように、そっとベッドを出る。そのまま昨日、脱ぎ捨てたバスローブを羽織ると、忍は勢いに任せて部屋を出た。

　自分の部屋へ戻ると、混乱する頭で昨夜の情事を思い出す。もうすぐ朝食の時刻が迫り、痛む腰を押さえながら制服へ着替えると、首筋から鎖骨にかけ、あちこちに散らばる赤い痕に目を見張った。これは紛れもない昨夜の情事の証で、忍は襲いくる羞恥に頭を抱えた。




　俺、神崎君と、どうなるんだろう…




先の見えない未來と、途方もない不安に忍は大きな溜息を吐いた。







「工藤君、君ね〜、帰ってこないならこないって先に言ってよね！心配するでしょ」

　制服を着たものの、首に幾つかのキスマークが見える為、タオルを巻いた忍は、朝食を誘いにきた村上に朝からお説教を受けていた。

「ご、ごめんなさい。でも、俺も帰ってくるつもりだったんだけど、疲れちゃって……」

しゅんと項垂れる忍の首に巻かれたタオルの隙間から、キスマークが見えた村上はなるほどと、納得した。




　彗様、手、早いなぁ〜……




苦笑する村上はよしよしと、忍の頭を撫でてやり、一緒にレストランへ向かった。

　朝食をとるレストランの入口で、まさかの人物の姿に忍は石のように固まる。

「あれー、彗様がいる！」

村上が彗へ近寄ろうとしたとき、忍は村上の服の裾を掴んだ。

「お願い。神崎君から一番遠い席に座らせて」

小声で頼んでくる友人に村上は困った顔をした。

「いやぁ〜…。僕はいいけど、彗様がそれを許さないと思うよ？」

「そこをお願いしますっ！」

手と手を合わせ、頭を下げてくる忍に村上がダラダラ冷や汗を流していると、痺れを切らせた彗が忍を呼んだ。

「忍、来い！」

「ぅえぇ！いや、その…、村上君が……」

ごにょごにょする忍に彗は我慢強く待った。そんな殊勝な男の姿に村上は忍の背を押す。

「工藤君、悪い事は言わない。速やかに彗様の隣へ座るべきだよ」

村上にただされて、気まずさを拭えぬまま席へ着くと、男は少し厳しい声で言った。

「朝、勝手にいなくなるな」

「……ごめん」

小さな声で謝ると、彗はコーヒーを飲みながら続けた。

「俺は明日の準備があるから今から東京へ戻るけど、忍はどうする？」

「え？」

親睦会は今日で終わりだが、帰りは夕方となっていたはずだと、忍は顔上げた。

「そういうえば、明日はパーティーですよね。招待状、頂けて嬉しかったです。参加させて貰いますね」

嬉々として、その会話に混ざる村上に忍が首を傾げた。

「知らないの？明日は彗様の誕生日パーティーだよ」

目を丸くして教えてくれる村上に忍は驚いた。

「神崎君、明日誕生日なの⁉」

「いや、来週。ちょうど明日がホテルの会場借りれただけ」

上流階級の人間になると、本人の意思とは関係なく、人脈作りの一つとして何かとパーティーを開く。それは出席も強要されるものだった。名のある神崎家は毎年、跡継ぎの誕生日パーティーが有名ホテルの会場を貸し切って催されていた。

「まぁ、新薬開発したからそのお披露目も兼ねてるけどな」

興味なさそうに淡々と述べる男に忍は感心した。

「神崎君…、本当に凄い人なんだね」

「そりゃあ、親の会社手伝って、自分の会社もあって、財閥のお坊ちゃんだよ？雑務もあるだろうし大忙しだろうね。空いてる時間は全部工藤君に割いてるみたいだけど」

「俺？」

「うん。そうでしょ？」

ふふっと笑って、彗を評価する村上に忍はそうなのかと、視線を伏せた。

「あ、あの…、それって俺も行っていいの？」

遠慮がちに聞くと、彗は面白いことを聞くなと、笑った。

「当たり前だろ。忍にも招待状送ってるよ」

だから、おいでと笑う綺麗な顔に忍は頬を染めて頷いた。

朝食が済むと、彗は執事と共に帰宅し、忍は村上と大阪をフラフラ見て周ってから新幹線で東京へと帰った。あまりに濃厚な二泊三日にドッと疲れが出て、忍は自宅へ着くなり自室へ閉じ篭る。明日は幼馴染みの誕生日パーティー。記憶が戻らない自分がどんな立ち位置なのか不安だが、彗と明日も会えると思うと、少し嬉しくて、忍はベッドの上で瞳を閉じた。







　　　　　　　　　　　　　＊




　休日なこともあり、朝からのんびり過ごしていた忍は夕刻になって、神崎家のパーティーへの出席用のスーツに手を伸ばした。そのとき、家のチャイムと共に神崎家の使用人が迎えに来て驚く。

「忍様、お迎えに参りました」

恭しく頭を下げる背の高い男はとても表情豊かな使用人で、忍は心持ち親近感を覚えた。

「大内と申します。神崎家でお過ごしのときは僭越ながらお世話をさせて頂いておりました」

満面の笑顔を見せる大内に忍は気まずそうに挨拶をした。。

「こんにちは。…そうなんですね。あの、俺、覚えてなくてすみません」

「いいえ、お気になさらずに」

気にするなと笑う大内だったが、感情がダダ漏れの彼の顔からは悲しげな一面が見えて、忍は申し訳なく感じた。

「あの、すみません。俺、まだ準備が出来てなくて。少し待っててもらえます？」

出発しようとしていた時刻よりかなり早く迎えがきて、忍は焦ってスーツに着替えようとしたら、大内が首を横へ振った。

「ご衣裳は彗様がご準備されてます。ホテルへ来て下さればそれだけで手筈は済みますので」

身、ひとつで来てくれと言う大内に忍は戸惑いながらも、分かりましたと、母に言づけて家を出た。黒塗りの高級車へ乗り込むと、忍は大内へ不安を吐露した。

「俺、パーティーとか記憶にないからドキドキするなぁ」

「立食ですし、堅苦しくもないですよ。どうぞお楽しみ下さい」

安心させるように告げてくる大内に忍は小さく頷くと、外の景色を見つめた。







　誰もが知る一流ホテルに着くと、大内は忍専用のゲストルームだと一室の扉を開いた。

「忍様、こちらにどうぞ」

言われるがまま付いてきたが、トレーナとジーパン姿の自分に場違いさを感じた。それを見た大内が黒のスーツを手渡してくる。

「パーティーへはこちらを着用下さい」

一見、黒いスーツだが、中にラメが織り込まれているそれはキラキラと控えめな輝きを放ち、パーティーにうってつけのスーツだった。線の細い忍に似合うように形も細身タイプのものだ。一緒に用意されているシャツは淡いピンクのストライプ柄でネクタイは濃い紫でスカーフのようにリングで纏める今、流行りのものを手渡される。

「これ、神崎君が？」

「はい。忍様にきっとお似合いになると思います。靴はこちらに置いておきますね」

嬉しそうに告げる大内に忍は呆気にとられながら一式、受け取った。

　用意されたスーツへ着替えると、忍はホテルのロビーへ来た。ずっと部屋にいてもやることがなく、ホテルを探索していた。すると、ラウンジで池田と打ち合わせをしている彗を見つけて近付く。

「おい、ここの書類の脱字、なんとかしておけ。後、新薬使う病院リストがまだ届いてないぞ。それと、今日のお披露目会のときにくる記者のリストも用意しろ」

ぽんぽん池田に向かって指示を出し、バサバサと書類をまとめてファイリングしていく彗が顔を上げたとき、忍は目が合って固まった。

「……忍」

突然目の前に現れた忍に彗は忙しなく動かしていた手を止めた。

「忍様、お越しくださりありがとうございます」

池田は忍の存在に気が付くと、椅子から立ち上がった。

「休憩にする。コーヒーを持ってこい」

両手から書類を放り投げていうと、池田はそれを持って、ホテルの者へその旨を伝え、退席した。

「ご、ごめん！なんか忙しそうだし、俺のことなら気にしないで」

「いいから座れ。休憩を挟みたいって思ってたんだ」

彗に席を勧められ、忍は躊躇いがちに腰を下ろした。明らかに邪魔だったにも関わらず、彗も池田も嫌な顔一つせずに迎えられ、忍は不思議な感覚に陥る。

「仕事、大変そうだね。体、大丈夫？」

「あぁ。大丈夫だよ」

コーヒーを飲みながら微笑まれ、忍は本当に邪魔じゃないのかとソワソワした。それを察したのか、戻って来た池田がホテルマンからミルクティーを受け取り、忍の前に置く。

「お気になさらないで下さい。彗様は何か歯止めがないと、永遠とお仕事に没頭される癖があるんです。なので、忍様が来てくださらないと私共も休憩が出来ません」

「……そうなんですね」

初めて知る彗の一面に忍は笑った。

「仕事は嫌いじゃないからな」

コーヒーのカップを置いて笑う彗に忍はまじまじ整う美貌を見る。

「仕事が楽しい？」

「楽しいよ。目に見えて成果が出るしな」

「へ〜、凄いね！」

自分にはない世界を持つ彗に忍は尊敬した。

柔らかな笑顔で真正面から見つめられた彗は柄にもなく顔を赤くして忍から目を反らす。

「そんな事より、忍は今日、泊まっていけるのか？」

「その事なんだけど、俺なんかがパーティー出ていいの？」

「俺なんかって、工藤家にも招待状は出してるって言っただろ？幼馴染み関係無しにお前の家とも交流はある」

「そうなんだ。じゃあ、遠慮なく出席しようかな。その後は家に帰るよ」

「……そうか、分かった」

本当は泊まっていって欲しかったが、あまり負担もかけたくなかった為、忍の意見を尊重した。今までの彗ではあり得ない心遣いに池田が感心しながら二人を見守る。

　お茶を飲んで、他愛ない話をした二人は池田の言葉で席を立った。

「彗様はこちらで最終チェックをお願いします。忍様は会場でお待ちください」

池田の指示に従い、別れようとしたとき、彗が忍の腕を掴んだ。

「そのスーツ、良く似合ってる。変な奴に声かけられても無視しろよ」

質の良い濃紺のスーツを着こなす超絶な美貌を持った男に褒められてもいまいちピンとこない。それでも悪い気はしなくて、忍は頬を赤く染めながら、ありがとうとお礼を告げ、会場へと向かった。








本当の姿






　ホテルのメインホールでパーティーは催されていた。入口には沢山の招待客が溢れかえっている。神崎家の使用人達は皆、忙しそうに駆け回っていて、忍はあまりの人の多さに気後れした。時間をずらして入場しようかと足踏みしていたら、後ろから腕を引かれる。

「えっ…、だ、誰⁉」

あれよあれよと言う間に、人気のいない場所で壁際に追い込まれた忍はこのとき初めて相手を確認した。

艶やかな黒髪にそれと同じ色の瞳が忍を捉えて嬉しそうに細められる。整った端正な顔立ちはとても男らしくて見惚れるほどかっこよかった。

「やっと会えたな、忍……」

顔を近付けて優しい声色で囁かれ、忍は目を見開いた。

「………だれ？」

穴が開くのではないかという程、綺麗な顔を真剣に見たあと、やっぱり分からないと忍は首を傾げて聞いた。男は楽しそうに笑って忍を見つめた。

「髪が黒になったらそんなに俺って印象、変わる？」

「髪？」

「ピアスの穴見たら分かる？」

男は笑いながら耳を傾けて見せてきた。ピアスが付いていないだけで彼の耳には沢山の穴が開いていて、忍はまた驚いた。

「どう、誰か分かった？」

焦げ茶色の瞳を覗き見るように聞いてくる男に、忍は申し訳なさそうに答えた。

「ごめんなさい。俺、記憶喪失なんだ」

「………嘘、マジで？」

男は目を見開いて驚くと、忍はもう一度謝った。

「ごめん…」

冗談ではなさそうな忍の態度に男は体を離した。

「そっかぁ…、そしたらびっくりさせたよな。こっちこそごめん。俺は嶋 竜二。忍の友達。竜二って呼んで」

「……竜二？友達？初めて知った」

「友達になったの最近だしな。学年も違うし。俺は二年生だから」

「学校は同じなんだ？」

「そうだよ。サボり友達って言ったら分かりやすいかな」

「サボり？俺、そんな事もしてたの」

「いや、きっとしてないよ。俺としたサボりはただの気まぐれ。お前、真面目だしな」

竜二のチグハグな言葉に忍は笑った。

「君も真面目そうだけど違うの？」

「俺？俺は金髪でピアスバチバチ付けてた不良だよ」

「不良？見えないなぁ〜」

真っ黒な髪が金髪だったと言われて忍は驚いた。とても綺麗な顔立ちで品のある彼が不良だなんて、とてもじゃないが想像つかない。

「俺って、不良とも仲良しなんて交友関係意外と広いんだね」

あはははと楽しそうに笑う忍に竜二は久しぶりに見る忍に見惚れた。学校の屋上でひたすら待っていたが、忍は現れず、残念に思っていた。まさか記憶喪失になっているとは思いもしなかった。

「神崎のことも忘れてるんだよな？」

「神崎君？」

「あぁ。お前の幼馴染み」

「うん。でも、仲良しになったよ。優しいし」

「………」

 笑って答える忍に竜二は意味深に微笑んだ。

「ねぇ、忍。久しぶりの再会だし、抱きしめていい？」

「……どうぞ？」

そういう挨拶をする人なのかと忍は一瞬、躊躇ったが頷いた。了承を得た竜二は薄い体を優しく抱き寄せると、力を込めて胸に掻き抱く。

黙っていたら、体を解放され、次に頬を両手で包み込んで、自分と目を合わさせられた。

「……何？」

流石にこの体勢には違和感を感じ、忍は手を払おうとした。そんな忍に竜二が優しく微笑む。

「相変わらず可愛いなって思って。神崎なんてやめて、やっぱり俺にしなよ？」

そう言うと、竜二は忍の頬を掴んだ手を自分へと引き寄せた。お互いの唇が触れるというとき、竜二は肩を掴まれ、それを阻止される。ゆっくり振り返ると、そこには本日の主役が不機嫌な顔で立っていた。

「忍から離れろ」

低く怒りを抑え込むように言い放つ男に竜二は鼻で笑って、忍から手を離した。

「相変わらず、余裕がないんだな」

挑発するような言葉に彗は奥歯をギリっと噛みしめた。

「摘み出されたくなかったら大人しくしてろ」

「権力振り回して幼稚な嫉妬心でまた忍のこと、縛り付ける気か？」

「……」

「俺なら力でねじ伏せるんじゃなく、忍の心を振り向かせられる自信ある」

最後は忍を見つめながら竜二が言うと、忍は何がなんだか分からずに呆然と立ち尽くした。

「忍、好きだよ。今度は神崎じゃなくて俺を選ばせてみせる。記憶がないなら好都合だ」

不敵に微笑み、対等だとでも言いたげな男に彗は我慢が出来ず、竜二へ拳を振り上げた。しかし、振り下ろした拳を寸でのところで受け止められ、気に食わないと彗は眉間に皺を寄せる。

「自分だけが武道に携わってると思うなよ」

余裕の態度で囁かれ、竜二は彗の拳を去なすと、忍を見て微笑んだ。

「忍、また後でね」

そう言い残し、男は二人に背を向け、人混みへと消えてしまった。







「忍、部屋に戻ってろ」

　怒りを押し殺すような声で命令され、忍は困惑した。

「……神崎君？」

「いいから、言うこと聞けっ！」

ビリッと空気が震える程の怒声に忍は身体を固くする。その声に池田が走ってきて、彗へ何かを耳打ちした。

「クソ、そっちへ行くから忍を部屋に閉じ込めておけ」

悪態付くと、男は背を向け池田に命令した。

閉じ込めるという言葉に忍は不安と一緒に悲しい気持ちが湧き上がり、自分の手を引いて何処かへ連れて行こうとする池田に首を振った。

「俺、帰ります……」

「忍様？」

閉じ込められてまでここにいたいとは思わない。それにあんな風に怒る幼馴染みに恐怖すら感じて、忍は嫌で仕方なかった。

「忍様、どうかお部屋でお待ちください。彗様も今は立て込んでおりまして、気が立ってるだけなんです」

必死に説得してくる池田に忍は困ったように顔を上げた。

「神崎君はよく分からない。優しいと思えば怖いし。機嫌がいいと思えばあんな風に怒って……。難しくてしんどいな…」

忍が本音を漏らすと、池田は苦笑した。

「そこまであの人の感情を左右させられるのは、忍様だけなんですけどね」

ことの重大性がいまいち分からなかったが、自分の一挙一動が彗を動かしているのかと思えば不思議と面白く感じた。

「嫌われてるわけじゃないって、思っていいですか？」

「当たり前ですよ！後にも先にも彗様が大事にされているのは忍様だけです」

池田のその言葉に忍は気持ちを落ち着かせて、先ほど大内に連れて来られた控室へと戻った。







　あれから数時間が経ち、忍は暇でテレビをぼんやり眺めていた。

やっぱり家へ帰ろうと、扉に手をかけたのだが、鍵を外からかけられていて、出ることは出来なかった。

本当に閉じ込められているのだと思うと、ショックより不愉快さで気持ちが落ちた。そしてこの監禁状況を理解した瞬間からずっと頭痛が起こっていて、忍は体調を崩し始めていた。

ソファへ寝そべるように身体を倒し、テレビのリモコンを持って番組をクルクル変える。興味の引くものが何もなくてテレビを切ると、痛む頭を押さえて目を閉じた。

「頭、痛いなぁ…。熱はないよね？」

少し体が熱い気もして、忍は不安になった。部屋の中を見渡して、壁に掛けられている時計へ視線を向ける。時刻は２０時を回ったばかりだ。いつ解放されるのかも分からず、不安が込み上がった。不安になればなるほど頭痛は激しくなってゆき、忍は困惑した。そのとき、ガッシャンっと大きな音が扉の外で聞こえ、忍は横になっていた体を起こした。ゆっくり扉が開いて、彗が来たと思ったが、顔を見せたのは──

「………竜二？」

予想外の男の姿に忍は驚いた。竜二は走ってきたのか、少し呼吸が乱れていて、額に汗が浮かんでいた。忍の姿を見つけて安堵の表情を見せて微笑むと、抱きしめられて忍は胸を騒がした。

「忍、大丈夫？」

「ど、どうしてここが分かったの？」

「それは秘密。さぁ、一緒に行こう！」

ニッコリ笑う男に忍は呆然となる。

「大丈夫。忍は何も気にしなくていいから。家柄では負けるかもしれないけど、個々の実力では絶対に負けない！忍がチャンスをくれるなら、あいつから必ず守ってみせる。勝ってみせる！神崎のように独りよがりの愛ではなく、広い心で包み込むって約束するよ」

俺には自信がある。と、目の前に差し出された竜二の手に忍は戸惑った。

「……神崎君はそんなに危険かな？」

真剣な顔で聞いてくる忍に竜二は苦笑した。

「……忍にとっては危険だ。普通じゃない」

「普通？」

「あぁ。お前への執着心とか」

「……そうだね」

なんとなく感じていたことを言われ、忍は納得するように頷いた。

「神崎が好きなのか？」

真っ直ぐな言葉で聞くと、忍は顔を赤くして頷いた。その姿にあの日、屋上で最後に会った忍の姿が重なる。彗を好きだと認識してしまった忍はあの時もこの様に顔を赤く染めて頷いた。

「あんなのと一緒にいたら幸せになれない」

険を帯びる様な口調と言葉に忍が顔を上げた。

「俺にしとけよ」

強い力で言い切る竜二は忍の腕を掴んで引き寄せると、あの時のように唇を奪おうとした。だが、忍は咄嗟に顔を背けてそれを防ぐ。

「やめてっ！」

「幸せにするから！俺を選んでっ」

逃げる忍を無理やり自分へ向かせると、竜二は叫ぶ様に懇願した。

この状況化で忍の頭痛は激しくなり、耳鳴りと眩暈をも引き起こす。額に脂汗をかいて本格的に体調を崩すが、竜二は自分に必死でそんな忍に気がつかなかった。

「忍、絶対幸せにする。約束するから」

竜二はそう言って、忍の腕を引き寄せて唇を合わせた。

　その瞬間、忍は目の前が真っ暗になったと思ったら、次第に真っ白な視界に包まれて、頭の中にもの凄い速さで今までの記憶が走馬灯のように駆け巡った。

　幼い時、自分が神崎家へ訪れ、彗と出会った日のこと。

仲良くなって、一緒に過ごした日のこと。彗の束縛で悩んだ日のこと。彗から離れようと試み、それが失敗した日のこと。

そして、彼に彼女ができ、自分への恋心が確信に変わって、二人の関係が狂い始めた日のこと。

いつも愛を囁きながら、あの男は自分を振りまわし、俺を散々な目に遭わせてきた。

それでも恋に落ちた。いや、恋に落ちていたのだと気付いた。

あの、独りよがりな傲慢で歪な愛情表情しかできない、俺を狂おしいほど愛してくるあの男が好きなのだと気付いた。

戸惑いはあれど、幸福感を持つ感情を理解して、男と体を重ねた日、この上なく幸せを感じた。そして、その幸せから嫉妬に駆られた彗に一気に地獄へ突き落とされた。




　俺の器のみを欲しいと願った




　自分の存在価値を否定されたあの辛い記憶。

　もう彗と向き合いたくなくて、これ以上惨めになりたくなくて……




あの男に心を閉ざした。

その瞬間の記憶をも取り戻した忍は、それと同時に記憶を失った自分へ誠実に謝罪し、悔いを改める彗の涙が頭に浮かんだ。




　──　やり直したい　──

　──　必ず大事にするから、幸せにするから　──

　──　一番最初の忍に戻って　──




泣いて許しを乞う男が目の前に浮かんで、忍は今のこの瞬間までの全ての記憶と共に感情までもが引き戻された。

　目を見開いて固まる明らかに様子のおかしい忍に、竜二が心配になって名前を呼ぶ。

「…忍？」

名前を呼ばれ、忍は弾かれたように顔と身体を竜二へと向けた。頭痛はなくなり、気分も悪くない。眩暈も耳鳴りも治まって、頭の中はスッキリしていた。

「竜二……、ごめん」

竜二を真っ直ぐ見つめ、忍は謝った。先程までとは全く違う忍の雰囲気に竜二は嫌な予感がした。

「俺、彗が好きなんだ…」

静かに告げる忍を黙って見つめる。忍の『神崎君』ではなく『彗』と呼ぶ言葉に竜二は記憶が戻ってしまったのだと、察した。

「記憶が……」

「うん。戻った。……竜二のキスで」

苦笑する忍に竜二は大きく溜息を吐いた。自分の行動がまさか自分へ不利な状況をもたらしたのかと、ガックリ肩を落とした。

「っで？記憶取り戻しても、やっぱりあいつがいいの？」

顔を上げて嫌そうに聞いてくる竜二に忍は大きく頷く。

「こんな異質な愛がいいのか？」

眉間に皺を寄せ、確認してくる男に忍は噴き出した。

「アハハハハッ！異質っ！」

確かに異質だと忍は爆笑する。あまりに笑い過ぎて目尻に涙が浮かんだ。

「そうだね。本当、彗は病気だと思うよ…」

笑い終わった忍は目尻の涙を拭うと、淡く微笑んだ。

「でもね竜二……、俺も病気だよ」

眉間の皺を濃くする竜二に忍は目を閉じて、笑いながら続けた。

「俺ね、彗のことなら何でも分かるんだ。喜ぶこと、悲しむこと、嫌がること、何でも……」

閉じていた瞳を開けて、忍は妖しく唇を弧に描く。

「俺の一つ一つの言動があいつを作って壊していく。……本当はね、俺が彗を束縛してるんだ。俺があの男を狂わせてるんだよ」

凄いだろ？と笑う忍に竜二は面喰らった。

「彗は俺なしじゃ生きられない。俺がそう仕込んだんだ」

たった今、その事を思い出したように忍は呟いた。呆然自失に自分を見つめてくる竜二に忍は続けた。

「初めて彗に会ったとき、心を奪われたよ。本当に可愛くて綺麗でびっくりしたんだ。どんな宝石よりも輝いていた。触れようとしたら凄い威圧的で驚いたけどね」

次の瞬間、忍から出た言葉とは思えない台詞に竜二は初めて忍の知られざる一面を見た。

「あの宝石のような光り輝く彗をぶち壊して跪かせたいって思ったんだ」

焦げ茶色の瞳が鈍く艶やかに煌めき、竜二は忍の不思議な空気に呑み込まれた。

「泣いて、縋って、俺が欲しいと跪かせたい。俺だけのものにしたいって思った。そう思うと同時に俺だけのものに出来るって、自分の中で確信があった」

なんでだろうねと、吐息で囁く忍に竜二は固まったままだった。

凄まじい知能犯。忍の狡猾さとプライドの高さ、そしてあざとさが滲み出て、竜二はゴクリと喉を鳴らして忍から一歩足を引いた。それを見た忍が嘲笑う。

「ほら、竜二じゃ駄目だ。俺のこと、引いたでしょ？竜二じゃ最後まで、俺の面倒は見切れないよ」

人形のように綺麗な笑顔で首を傾げる忍が怖くて、男は戸惑った。

「この話を彗に聞かせたらどうなると思う？」

「………怒るんじゃないか？」

引き攣る顔で何とか声を絞り出すと、忍は楽しそうに笑った。

「あいつなら泣いて喜ぶ。俺の前に膝をついて、抱きしめて愛してるって言うよ」

額を押さえて、狂ったように大笑いしたあと、忍は意地悪な顔で言った。

「だから教えてやんない。俺を捕まえたなんて安心感、あいつには不要だから。ご褒美は小出しにしていかないと。……人生は長いしね」

男は目の前にいるのが本当に忍なのか段々と不安になっていた。忍に似た別人なのではないのかと、本気で疑わしくて仕方がない。そんな視線を向けてくる竜二に忍が心の中を覗いたかのように答えた。

「本物だよ。竜二が俺を知らないだけ。俺はこんな奴なんだ。自分でも彗と一緒に居過ぎておかしくなってたみたい。色々な事を忘れてたけど、本当に全て思い出したな……」

少し遠くを見つめて楽しそうに笑う忍に竜二は絶句した。

「周りはね、彗がおかしいと思ってる。だけど、違うんだ。本当におかしいのは俺なんだよ……」

誰かに打ち明けるのは初めてだと、忍は少し興奮気味に言葉を続けた。

「好きで、好きで、愛してる。いや、愛してたのに何か分かんないだけど、スッと冷めた時期があったんだ」

今まで思い出そうともしなかった古い記憶までも、思い出したようで、忍は小さく溜息を吐いた。

「それが彗の中のスイッチが入ったんだろうね。壊れたように俺に夢中になっちゃった」

お気に入りのおもちゃに飽きたと言わんばかりの様子の忍に竜二はぞくりと背筋が凍った。

「……忍は何がしたいんだ？」

湧き上がった疑問をぶつけると、忍は肩を竦めて笑って答えた。

「さぁ？でも、彗を手放すつもりは今はないよ。彗も俺の側を離れるつもりないだろうし」

瞳に影が落ち、忍は悠然と微笑む。

「俺にも彗にもお互いが必要なんだ。……他の誰でもない。もう後戻りできない」

「神崎が嫌がったらどうする？」

「ありえないね。でも、まぁ……、万が一、俺から逃げたいというなら、その時は俺が跪いて愛を誓ってやってもいい。彗は俺のプライドを捩伏せるのが大好きだから。だからきっと満足する」

忍はソファへどかっと座って、テーブルの上に置かれている水を一口飲み、一息ついた。そして、邪魔者を見るような冷めた瞳を竜二へ向けた。

「もう、帰った方がいい。竜二の望む俺は手に入らないから諦めなよ」

顔は笑っているものの、目が全く笑っていなくて、男は気圧される。

「……屋上で会ったあの忍はもういないのか？」

「いないもなにも俺だよ。彗に翻弄されてないから別人だと思ってる？今も俺は十分翻弄されてるよ？」

「雰囲気が違いすぎる」

「竜二が俺を知らないだけだよ。俺はいつもこんな感じ。彗のこと、大好きだけど鬱陶しいだけ。俺のタイミングに合してくれないと機嫌が悪くなる我儘な奴なんだ。追いかけてきて欲しくて、わざと逃げるときもあるし、彗が可愛くて、安心させるように甘えてやるときもある。竜二と出会ったときは状況が余りにも不安定で、俺を追いかけて来ないあいつに心と体が疲れていたから弱ってただけ」

忍の一言一言に足元を崩された感覚に陥る竜二はよろめきそうになった。

「彗がいなかったら、竜二はかなりいい暇潰しになったと思うよ」

高飛車なセリフを投げつけられ、男はカッと頭に血が上った。

「……最低だな！」

吐き捨てるように言う竜二に忍はカラカラ笑った。

「そう。俺たちに関わると絶望しかない。だからバイバイ……」

ヒラヒラと手を振り、冷たく輝く焦げ茶色の瞳に、自分の滑稽な姿が映った男は、それを見るのが嫌で、目を逸らし部屋から出て行った。それを見送った忍は頬杖をついて吐息を漏らす。そして本当に深い眠りから覚めたように瞳を輝かせ、彗のことを考えた。




　酷く懐かしい気持ちまで覚醒した。

もしかしたら今回が初めてじゃないだけで、知らない間に彗に何かされていたんだろうか？もし、そうなら、それはそれで一興だ。

何処までも楽しむようにもの耽る忍は無造作に置かれていたアルバムを手に取り、ページを開いた。

出会ったばかりの幼い彗の姿が映っていて、忍は可愛いなと呟くと、写真を撫でた。

彗が自分に堕ちるのに時間はかからなかったし、直ぐに跪かせられて、逆にあっけな過ぎたことを思い出す。

　ペラペラとアルバムをめくっていくと、写真は小学校高学年へと飛んだ。自分の隣にべったりと張り付く男の写真に笑みが零れた。




　この頃かな？彗に冷めちゃったの……




自分の冷めように男の束縛が激しくなった。

またページを捲ると、中学のときの写真になった。唯一、彗と付き合えた女、絢香が写っていた。忍は冷めた目で絢香の写真を見下ろし、溜息を吐いた。




　この女で俺の人生が変わった……

　彗にはうってつけの女を当てがったつもりだったのに……




忍はアルバムから絢香の映る写真をベリッと外すと、また一つ息を吐く。

「彗もこのときから本格的に壊れちゃったんだよね」

己の気持ちをセーブ出来ないぐらい、自分に堕ちた哀れな男……

「可哀想だな……」




　誰が？




忍なのか彗なのか、はたまた両方なのか……

忍は失笑して、手に持っていた写真をグシャリと握り潰し、少し離れたゴミ箱へ放り投げた。丸められた写真は綺麗に弧を描いてゴミ箱へ収まる。それを見届けると、ソファから立ち上がり、着ていたスーツを次々と脱いで行きながら、忍はシャワー室へと向った。







　シャワーを終えて、バスローブを羽織った忍はベッドの上でゴロゴロと寛いだ。時刻は２３時を回っている。少し眠かったが、そろそろ彗が来る頃だろうと、忍は起きて帰りを待っていた。そうこうしていると、大きな音を立てて扉が開く。

「忍！」

堰を切ったように名前を呼ばれ、忍は男を見ると、にっこり笑った。

「お疲れ様、神崎君」

記憶が戻ったことを教えるつもりがない忍は彗を神崎君と呼んだ。

彗は息を切らせて額に汗を滲ませ、しっかりと締めていたネクタイを緩めながらベッドへと近付いた。

ベッドの上で座り直す忍を見下ろし、男は罰が悪そうに顔を顰めた。

「ごめん……」

「何が？」

首を傾げて聞き返すと。彗は時計を見た。

「パーティー誘っておいて、こんな所に閉じ込めてごめん……」

怒られた子供のように、しおらしく謝ってくる男に忍は優しく微笑む。

「別に大丈夫だよ。俺はパーティーそんなに好きじゃないし、家には池田さんが電話してくれたから」

「そうか…」

忍の機嫌が悪くないことに、ホッと安堵の息を吐くと、彗はベッドの上に座った。そして、忍の手を緊張するように握り締めた。

「そうだ！さっきこの部屋に竜二が来たよ」

無邪気に振る舞う忍に、彗は握り締める手に力を込める。

「……忍は嶋がいいのか？」

「何それ？俺、竜二のこと友達以上には考えられないよ」

「……友達にはなりたいんだ？」

暗い声で聞き返され、忍はうーんっと唸って天井を見上げた。

「竜二が俺とはサボり友達って言ってたけど違うの？」

「違う」

「じゃあ、俺と竜二ってどんな関係なわけ？口説かれたし、神崎君みたいな感じ？」

「違うっ！」

忍の言葉に彗は怒鳴った。そして怒りに任せて、襟首を掴み、引き寄せると、そのまま唇を奪った。

「んっ！」

ぶつけるような子供染みたキスに忍は驚いて身を竦める。

「お願いだから俺だけの忍に戻って……」

唇を離し、思い詰めたように囁く男の頭を忍は優しく撫でた。癖のないサラサラな飴色の髪が気持ちいい。

「今の俺じゃ、神崎君は嫌？」

「…嫌とかじゃない」

「じゃあ、今の俺でいいじゃん。きっと上手くいくよ？一からやり直そう？」

「………」

楽な道を優しくただしてやる。頷くと思いきや、彗は黙り込んで動かなくなってしまい、忍は困ったなと笑った。

「前の俺に本当ご執心だね。そんなに前の俺が好きなんだ？」

「違う。ただ、思い出を共有したい……。自分の過ちを謝りたい…」

どんな忍も好きだと、抱きしめてくる腕が震えていて、忍は苦笑した。

「もう忘れたら？俺は覚えてないし、何とも思ってないよ？」

「今の忍じゃなくて、前の忍に謝りたいんだ。……愛してるって伝えたい。嫌われても許してくれなくてもいいから伝えたい」

体を離して、忍の瞳を見つめながら男は辛そうに告げた。

「忍の全てが欲しいって。身体だけじゃダメだった。心も必要で、忍の俺が好きっていうあの気持ちが俺には大切だったって言いたいんだ」

泣きそうな男に忍は息を呑んで固まった。少しの間、沈黙が流れたが、彗が小さな声で謝ってくる。

「ごめん……。今の忍に言われても意味も分からないし困ることなのに」

髪を掻き上げて、力なく笑う男に忍は大きくため息を吐くと、両手を上げて降参した。

「もう、怒ってないよ。彗……」

呆れたように笑って名前を呼ぶと、彗は動きを止めた。ゆっくり距離を詰めて、忍は絶大な美貌の頬を撫でてやる。

「この俺がいいんだろ？」

「…………忍？」

状況がいまいち理解出来なくて、彗は呆然と忍を見つめた。

「記憶……、戻ったよ」

ふわりと微笑んで告げると、彗はガバっと忍へ覆いかぶさるように押し倒した。何の抵抗もせず、身体をベッドへ沈める忍を信じられないと、揺れる瞳が見つめる。

「直ぐに教えなくてごめんね。彗……、好きだよ」







「んっ、ぁあん…はふっ……アッ、彗…」

たまらないと身体をくねらせる忍の体へ口付けて、彗は痕を残していった。足を掲げて太ももの付け根に吸い付くと、忍はビクビク体を跳ねさせ、体を上へ逃がす。

「逃げるな」

彗が追うように体を進めると、忍は頭を抱えて快感に打ち震えた。

「もう、ちゃんと、触ってぇ…」

忍は焦らしに焦らされた火照る身体を男へ擦り寄せて懇願する。

先ほどから彗は愛おしむように忍の体中にキスをしていくだけで、決定的な愛撫は何一つしなかった。

「忍、可愛い。……好き、好きだよ」

内側の太ももへ舌を這わせながら、うわ言のように何度も好きだと告げる彗に忍は赤くなった。

「もう、分かったから…、早くっ」

これ以上、焦らすなと睨むと、彗はスーツの上着を脱いで、自身のシャツのボタンを外した。

「本当に俺の忍が戻ってきたな」

嬉しそうに笑って、のし掛かってくる男を抱きしめると、忍はキスをせがんだ。もちろん彗は惜しみなく、甘く深いキスを与える。そんないつものキスに酔いしれて、忍は瞳を潤ませていった。

「忍、好きって言って」

「ふっ…ぁっ、すき……ンむっ…ぁ、ふ…」

言われるままにその言葉を口にする忍を呼吸ごと奪うように再び口付けると、男の大きな掌が、忍の赤くそそり立つ乳首を捏ねったり、摘み上げたりと楽しんだ。忍はその愛撫に体を反らせて快感に震えた。その反応が可愛くて、愛おしくて、彗の心は確実に満たされていく。

「あっ、もう……やだぁぁ…、ァア……」

欲しい欲しいと強請った愛撫がどんどん本格的になって、熱の高ぶりに翻弄されるのが怖いと、忍が身を翻して逃げようとする。それを彗は足首を掴んで大きく開かせ、忍の先走りを指に絡めると、蕾を散らすように突き入れた。

「ぁあ…、す、彗……、お願いっ……」

苦しいと、訴える涙で濡れた瞳に男は意地悪な笑みを浮かべると、忍の最も感じる箇所を撫でた。

「アアァんっ……、ンッ、はぁ、じ、らさないでぇ……」

押しては引いていく快感に忍が足を広げて誘う。情事にいつも消極的な忍からの久しぶりの誘惑に、彗のものが熱で滾った。

「ごめん。優しく出来そうにない」

切羽詰まったように告げると、彗は自分のズボンを下げると、忍の蕾を自身で貫いた。

「んアっ…、ァア……っ、彗っ…、おおき……いぃ…っ」

多少、解されたとはいえ、指とは比べ物にならないモノを挿れられて、忍は目の前をチカチカさせて、大きな衝撃にガクガク身体を震わせた。

「キツ…。忍、少し緩めて」

耳元で囁く彗は腰をより深く進めながら、腰を打ちつけた。忍は最奥を暴かれ、前立腺を擦り上げられる感覚に涙を流して首を振る。

「む、むりぃ……っ、あっあっ…だめ、うごかな……でぇ、アァ……んっ…」

パンパンっとリズミカルに奥を突いてくる彗に忍は逞しい腕にしがみ付いて、バラバラになりそうな感覚になる四肢を腰へと絡みつけた。

「やっ、もうヤメっ…はぁあンんっ、もう、でるぅ…、でちゃう……あっ、アァアーーーッ」

焦らし抜かれた身体は悲鳴をあげて、彗の鍛えられた腹筋へと呆気なく白濁した液体を飛ばした。しかし、まだ欲望を果ててない男は腰を止めることなく、絶頂を迎えた忍の身体を激しく揺さぶった。

「あっ、あっ、あっ…、ヒィっ…ンンッ、まってっ、おかしくなる……、す、彗…」

「忍が可愛い過ぎて止まんないっ」

首筋をベロリと舐めながら、呟く彗に忍は身震いする。

「お、おくぅ……、あたってるっ…、ンッァア……、イヤッ、いやァアぁーー…」

気が遠くなりそうなほど追い立てられ、忍はもう嫌だと弱々しく首を左右へ振った。

「仕方ないな……。もうすぐイクから、あと少しだけ付き合って」

激しいと感じた律動が、パンっと勢いよく打ち付けられたと思ったら、更に強く速くなって、忍は悲鳴をあげた。

「ヒィっ…、ッィヤァァあァァアーーーッ」

前立腺を何度もしつこく狙ったように突き上げられて、忍は一瞬気を失ったが、余りに大きな刺激に再び気を戻すという地獄のような状態に陥った。

「あぅ、む、むりぃ……ッ、くるっ、また、くるーー！す、いぃ……、ッアァぁぁぁぁーーー、こ、こわれちゃ……んんッ」

忍のものからは止めどなく精液が溢れ、突かれる度にビュクビュクと飛び散っていた。泣き喚く忍の唇を自分の唇で塞ぐ。

「んっ、忍…、イク……っ」

酸素を求める忍から唇を離すと、男は小さく呻く様に伝えて、忍の中へドクンっと精を放った。それを自身のなかで感じた忍は全身に込めていた力を一気に抜く。そして解放された安心感に瞳を閉じた。そのあとも腕の中で眠りにつこうとする忍を離せず、彗は自分の元へ帰って来た忍を愛おしむようにキスを繰り返した。




　戻ってきた

　俺の忍




眠る忍の隣へ横たわると、彗は小さな手を握り締めて抱き寄せた。




　俺の忍……




頬を撫で、喜びを噛みしめる。嶋がこの部屋へ訪れたのは恐らく忍を連れ出す為だろう。だが、忍はそんな嶋に付いて行かず、自分の帰りを待っていてくれた。それも、記憶を取り戻して。

記憶を取り戻してからも自分を選んでくれたのだと思うと、彗の喜びは果てしなかった。




　愛おしい

　好きで好きで仕方がない

　もう離さない。一生側にいる




忍の望みならば何だってきいみせると、男は心に誓い、また眠る忍へキスを落とした。

そして白い滑らかな肌の頬を手の甲で撫で、己の闇を呟いた。

「忍……、もっと俺を狂わせて」

彗は忍の本性を知っていた。

正義感もあるし、優しい。だけど、たまに見せる人を切り捨てる潔いよい残忍さと狡猾さ。

好奇心旺盛でお人好し。負けず嫌いでプライドが高く、気さくで柔らかい笑顔で誰からも好まれる人間。だけど、飽き性で自分の気の向くまま動く猫みたいな我儘な性格。




　言い出せばキリがない忍の二面性




どちらの忍も本物で彗には魅力的だった。




　俺に縋って泣きわめく忍も好き

　俺を誑かして煽ってくる忍も好き

　忍は俺を手中へ納めたと思ってる




　それは真実で事実だ。でもね……

　忍も俺に堕ちたよね？




今回の一件で、彗の中の何かがそう告げた。




　忍、俺に堕ちたら、もう最後だ

　俺を跪かせるお前を、必ず俺に跪かせてみせる

　俺にまだ見せきれていない本性も暴いてあげる

　何処へ行っても全てを絡め取って捕まえる


　自由なんて忘れるぐらい俺の腕の中で過ごさせて、甘い蜜を飲ませてあげる






　今はまだいい……

　今はまだ俺を誑かして、狂わせて、忍好みに仕立てて

　そのうち必ず俺が変えてみせるから……




　ゆっくり……

　ゆっくり……







　　　　　　　　　　　　　＊




　朝、目覚めた忍は体を起こすと、隣に寝ていた彗に引き寄せられて再び体をベッドの上に沈めた。

「おはよう、忍」

ちゅっと、軽くキスをされて、忍は柔らかく微笑んだ。

「おはよう。今日って学校だよね？」

「うん」

「俺も行きたい」

「駄目」

甘えるようにキスをしながら言ってきた忍に男が即答した。

「………なんで？」

納得できないと、顔を顰める忍を彗は抱きしめて、キスをする。

「忍が可愛いから」

なんだそれ。と、突っ込みたい気持ちを押さえ、ジトっと睨み付けたら、彗はクスクス楽しそうに笑った。

「うそうそ。行っていいよ。でも、他の奴と話しちゃ駄目だよ」

ベッドから降りて、いつものように束縛してくる男に忍はハイハイと、慣れたようにあしらう。

「ねぇ、忍。俺のこと好き？」

顎を掴み、飴色の瞳で見つめてくる男に、忍は一拍置いて悠然と答えた。

「好きだよ」




　壊れた愛情と狂った感情が交差し、歪な関係は今日も引き続かれる。

騙し騙され、どちらが上でどちらが下なのか。

束縛して束縛しあって、愛して愛されて……




まだまだお互いの手持ち札がある二人は、何が正しくて何が悪いのか分からない。

余裕があるようでない二人。

今日もどちらかが完全な白旗をあげるのを互いに待ちながら、どこか牽制しあって朝を迎えた。

その次の日も、またその次の日も……

二人のこの関係が終わるのはいつなのか、それはまだ当人同士も分からない。




寄り添うか別れるか……

それを知るのは、







　　あなただけ








　　　　　　　　　　　　　　　　　二巻へつづく
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